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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　そうすんなりと開通のわけがない







「突然山が崩れて洞窟ができたと思ったら、そこから人が出てきたと、領民たちが慌てて駈かけ込んできたので驚きました」




　リーグ大山脈を貫く縦貫トンネルの出口にあった土砂を回収して外に出たところ、近代的なトンネルとは対照的な、よくいえば自然が多い、悪くいえば田舎風景が広がっていた。

　目前では農民たちがノンビリと畑を耕す牧歌的な光景が広がっており、俺たちの登場に驚いた彼らの一人が偉い人を呼びに行ったようだ。

　姿を見せた領主らしき人物は、四十歳くらいであろうか。

　辛うじて貴族とわかる服装で、もしかしなくても昔の父よりも貧相な格好に見えた。

　しかし、驚きだ。

　昔のバウマイスター騎士爵領よりも、貧しそうに見える貴族領があるなんて。

　彼の隣には、二十代前半に見える人の好よさそうな青年が控えており、おそらくは跡取り息子であろう。

　父親と同じような格好をしている。

　他にはその後ろに、知らせに行った農民と、七十歳ほどに見える老人もいた。

　老人の方は、執事か家臣だと思われる。

　なぜわかるのかというと、俺の実家と同じような雰囲気だからだ。

　田舎貴族の執事だと、エリーゼのところのセバスチャンのように執事服を着ている人の方が少ないのだから。

「すみません、実は……」

　俺がこれまでの経緯を説明すると、彼らはとても驚いていた。

「まさか、そんなトンネルが存在するなんて」

「知己である考古学者の成果ですね」

「なるほど」

　中年領主は、アーネストを見て感心したような表情を浮かべる。

　隣の跡取り息子と執事も同じであった。

「それで、出口がうちの領地に繫つながっていたと？」

「はい、それで一つお尋ねしたいのですが、ここはどこでしょうか？」

「そういうお話は、屋敷でいたしましょうか。粗茶ですが、お出ししますので」

　俺たちはトーマスたちにトンネル出入り口の警備を任せ、遠慮なくこの中年領主の申し出を受けることにした。

　彼の案内で畑を抜け、斜面にある畑を降り、また畑を抜け……。

　ほぼ畑ばかりなのであとは省略するが、次第にぽつぽつと民家が見えてくる。

「（昔のバウマイスター騎士爵邸よりもボロいな……）」

「（しっ！）」

　俺は、失礼なことを呟つぶやいたエルの口を塞ふさぐ。

　エルの言うとおりではあるのだが、もし聞かれでもしたら大問題になるからだ。

「我がオイレンベルク領は、このようにのどかな農村でして……」

　屋敷へと向かう道すがら、お互いに挨拶をする。

　この中年貴族はジギ・フランク・フォン・オイレンベルクといい、人口三百名ほどの農村地帯を治める騎士であった。

　若者はやはり跡継ぎで、ファイト・フランク・フォン・オイレンベルクだと自己紹介する。

　老人は、執事のゲオルクと名乗っていた。

　ちゃんと紹介されないと、全員農民だと言われてもまったく違和感はなかったが……。

「俺は、ヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスター伯爵です」

　今度はこちらが自己紹介をすると、なぜか三人は、唐突にその場で土下座を始めてしまった。

　突然の出来事に、俺ばかりかエリーゼまでもが驚きを隠せない。

「あの……オイレンベルク卿、俺たちは同じ王国貴族ですから」

　慌てた俺は、急ぎ彼らを立ち上がらせる。

　いくらオイレンベルク領が零細でも、彼らは王国から領地と爵位を下賜された正式な貴族なのだ。

　同じ貴族である俺に土下座はよくない。

「こんなど田舎にあるオイレンベルク領にはなかなか世間の情報も入ってきませんが、私たちでもバウマイスター伯爵様のことは存じております。このような辺へん鄙ぴな領地によくぞ……」

「あのですね……」

　同じ貴族のはずなのに、オイレンベルク卿は恐ろしく腰が低くて卑屈であった。

　息子と執事も同じで、あまりに卑屈すぎて逆にこちらの居心地が悪くなる。

「大英雄たるバウマイスター伯爵様がいらしてくれたのに、大したおもてなしもできませんで……」

「そういうのが目的ではないので、お気になさらずに……」

「ただ申し訳ない気持ちで一杯でございます」

「……」

　オイレンベルク騎士爵領の屋敷は、バウマイスター騎士爵領よりも小さくボロかった。

　世の中、下には下がいるものだと失礼なことを考えてしまう。

「このようなボロ屋で申し訳ありません」

「あはは……」

　もうなにを言っても、この人は卑屈なままだ。

　俺たちは諦めて、屋敷というか大きな農家にしか見えない家に入る。

　屋敷の中も、昔のバウマイスター騎士爵邸といい勝負だ。

　ヘルマン兄さんが継いでからは、ある程度直してマシにしたから差は広がっているか。

　居間に通されてから席に座ると、オイレンベルク卿と同年齢くらいの中年女性がお茶を出してくれた。

　ふくよかで健康そうな人だ。

「家内のローゼです」

「我が家にはメイドがいませんので、私が。みんな農作業で忙しいんですよ」

　昔のバウマイスター騎士爵領でも、どちらかというと『冥めい途ど』に近かったがメイドくらいはいたのに。

　オイレンベルク領には存在せず、領主夫人が自らお茶を淹いれてくれた。

　エリーゼもお茶を淹れたり料理はするが、それは内向きや戦場での話だ。

　今は来客があれば、屋敷のメイドがお茶を淹れる。

「喉が渇いていたから、特に美お味いしいや」

　あっという間にお茶を飲み干したルイーゼが、ローゼさんにお茶のおかわりを頼んだ。

　昔のバウマイスター騎士爵領とは違って、白さ湯ゆに近いマテ茶で誤魔化すようなことはしていない。

　ちゃんと客をもてなす分、昔の実家よりも誠実で善良である。

「お茶請けは、『マロイモ』を蒸ふかしたものかしら？」

　初めて見る食べ物だが、イーナはこの野菜の正体を知っているようだ。

　見た目は、サツマイモとジャガイモを足して二で割ったように見える。

　皮の色は鮮やかな黄色で、サツマイモのように蒸してあった。

　貴族に出すお茶請けとしてはどうかと思うが、食べてみるとこれが実に甘くて美味しい。

　今までこの芋の存在を知らなくて、損をしていた気分だ。

「この芋、美味しいな」

「奥方殿、おかわりが欲しいのであるな」

　女性陣のみならず、エルとアーネストにも好評であった。

　というか、この状況で平然とおかわりを要求できるアーネストが少し羨うらやましい。

　まあ、おかわりがくれば俺も食べるけど。

「エリーゼは、この芋を知っている？」

「イーナさんの言う、マロイモというお芋の名前は聞いたことがあるのですが、現物は今日初めて見ました」

「エリーゼでも現物を見たことがないのか」

「だって、ブライヒレーダー辺境伯領内でもたまにしか出回らない芋だもの」

　いわゆる、『地方野菜』という扱いなのかもしれない。

　生産量が少ないので、なかなか世間に出回らないのであろう。

「あれ？　ということは、ここはブライヒレーダー辺境伯領に近い？」

「近いというのが正しいのか？　ここは、ブライヒレーダー辺境伯領に囲まれたとても狭い領地なのです」

　ようやく卑屈度が低くなったオイレンベルク卿が、一枚の地図をテーブルに広げた。

「王国南部領域は、リーグ大山脈より南がバウマイスター伯爵領、北西部がブライヒレーダー辺境伯領で、北東部が小領主混合領域と比較的単純な配置になっています」

「そうですね」

　俺も、持参した地図で確認をする。

「地図によっては記載されているのですが、ブライヒレーダー辺境伯領と書かれている部分にも、いくつかの小さな貴族領があるのです」

　それらの領地はすべて、オイレンベルク領と大差ない規模だそうだ。

　そんな騎士爵領がいくつか存在しているが、知名度に関しては察せられるとおりであった。

「人口二百人から五百人くらいですね。本当にささやかな騎士爵領ばかりです。我がオイレンベルク領の位置はここですね」

　オイレンベルク領の位置は、アーネストが予想したトンネル出口地点と大差なかった。

　唯一違ったのは、ここがブライヒレーダー辺境伯領ではなくてオイレンベルク騎士爵領であるという事実か。

「そうだったのか。なら話は早い」

「話が早いですか？」

　オイレンベルク卿は、なにが早いのかと首を傾かしげた。

「ええ。リーグ大山脈を貫くトンネルが発見されたので、これを稼働させたいのです。こちら側の出入り口が領内にあるオイレンベルク卿にも協力していただきたく」

「えっ？　私がですか？」

「いやだって、実際トンネルの出入り口はオイレンベルク領内にありますし……」

　加えて、トンネルの半分ほどの権利はオイレンベルク卿にある。

　なぜなら、トンネルの上にあるリーグ大山脈部分も、書類上ではオイレンベルク領となっていたからだ。

　ワイバーンと飛竜が生息するエリアなので、実行支配できているかという問題は別に考えるとしてだ。

「というわけで、オイレンベルク卿にも警備兵を配置していただきたいのです。代わりに、通行料を取れるから大おお儲もうけですよ」

　魔導飛行船による便は増えていたが、新たに発掘されないと今以上には増えないし、運賃が高いという欠点もある。

　トンネルを通ると時間はかかるが、昔のように山道を進むよりも遥はるかに時間を短縮できた。

　小規模な商会や個人商人なども参入しやすく、流通が増えればバウマイスター伯爵領に大きな利益をもたらすであろう。

「勿もち論ろんオイレンベルク領もですよ。よかったですね」

　ブライヒレーダー辺境伯領でなかったのは、ブライヒレーダー辺境伯にとっては不運かもしれないが、俺からすれば反対側の出入り口を管理してくれれば誰でもいいのだ。

「私が管理するのですか？」

「ええ、なにか不都合でも？」

「無理です！　私には無理です！」

「私もです！」

　とてもいい話のはずなのに、オイレンベルク卿のみならず跡取り息子にも必死に否定され、俺たちは困惑の表情を浮かべるしか術すべを持たなかった。




「「ブライヒレーダー辺境伯様！　ははっ────」」

「あの……、私たちは同じ王国貴族で……」

　トンネルの警備と管理をオイレンベルク卿に拒否されてしまい、困惑した俺は、急ぎ『瞬間移動』でブライヒレーダー辺境伯とブランタークさんを連れて戻った。

　そして、ブライヒレーダー辺境伯を見たオイレンベルク親子は再び土下座を始め、それをブライヒレーダー辺境伯が窘たしなめるという、どこかで見た光景が展開される。

「（またかよ……）」

「（ヴェル、あの人たちになにを言っても無駄だと思うわよ。今まで碌ろくに大物貴族と顔を合わせたことなんてなかったんだろうし……）」

　イーナが小声で俺にささやいてきた。

　確かに、ここを訪ねてくる大物貴族なんて今までいなかっただろうからな。

「あなた方親子はなぜこうも卑屈なのです？　私たちは同じ貴族なのですから……」

　勿もち論ろん建前ではあったが、いつもこれではブライヒレーダー辺境伯も困ってしまうであろう。

　他の貴族に誤解されれば、ブライヒレーダー辺境伯への攻撃材料にもされかねないのだから。

「それにしても……」

　ようやくオイレンベルク親子は落ち着いてきたが、ブライヒレーダー辺境伯はドンヨリとした表情を浮かべて肩を落としていた。

　なぜなら、運命の気まぐれにより大トンネルの出入り口が自分の領地ではなかったからだ。

「伯爵様、事前に確認しておけよ」

「ですがこの地図、王国政府が出した正式版ですよ。第一、確認してあったとしても、結局問題は避けられなかったのでは？」

　ブランタークさん、さすがにこの件で俺に責任はないと思う。

「それはそうなんだが……事前にわかっていれば、先に手が打てたじゃないか」

「しかし、地図に書いてませんでしたし。この地図では、ここはブライヒレーダー辺境伯領なんですよ。地図が正しいか間違っているかなんて、俺の責任じゃないです」

「それを言われてしまうと、それまでなんだよなぁ」

　地図は軍事情報なので、その作成には王国軍が関わっている。

　各貴族家はなかなか領地の情報を出したがらないが、王国軍は密かに人を出して詳細な地図を作製していた……はずなのに、なぜかその地図にはオイレンベルク領以下いくつかの小領地の記載がされていないのだ。

「しかもこの地図、最近出たばっかりの今年度版ですよ」

「本当ですね。去年までは普通に記載されていたのに、なぜ急に消されたのでしょうか？　まったく！　手抜きも甚だしい！」

　他の地図だと、必要性が薄いという理由で省略されているケースが多いそうだが、王国政府が出している正式版で記載されていないのはまずいはず。

　怒ったブライヒレーダー辺境伯は魔導携帯通信機を取り出すと、ある人物と連絡を取り始める。

「通信用の魔道具！」

「父上、うちでは、とても買えるものではありません。さすがは、ブライヒレーダー辺境伯様」

「お館やかた様、私はこの歳になって初めて現物を目にしましたぞ」

「私も、子供の頃に出先の町で一度目にしただけだ」

「父上、大貴族様は凄すごいのですね」

　貴族なのに小市民的な親子は、執事と共にブライヒレーダー辺境伯の魔導携帯通信機を羨せん望ぼうのまなざしで見つめていた。

　その様子は、まるで初めて文明の利器を目にした原始部族のようだ。

「……なんか調子が狂いますね……エドガー軍務卿ですか？」

　ブライヒレーダー辺境伯の通話先は、地図作製の最高責任者であるエドガー軍務卿であった。

　地図の作製は王国軍の管轄なので、当然責任者は彼ということになる。

「今年度の王国地図なんですけど……」

『なんだとぉ───！』

　ブライヒレーダー辺境伯が詳しい事情を話すと、こちらにも聞こえるほどの怒鳴り声が響いてきた。

　言うまでもなく声の主はエドガー軍務卿で、彼も与あずかり知らぬことのようであった。

『バウマイスター伯爵はいるか！』

「はい、傍そばに」

『迎えに来い！』

　というわけで、俺は王城へと『瞬間移動』で飛び、その足でエドガー軍務卿を連れてくる。

　同行者に、まるで小動物のように震える一人の法衣貴族を連れて……。

　俺は見ていた。

　エドガー軍務卿が、王国国土院という役所に怒鳴り込むのを。

　そして、地図作製担当の責任者である法衣貴族の首根っこを摑つかんだのもだ。

　あの光景は、導師の戦闘シーンに匹敵する恐ろしさがあった。

「マイザー子爵！　どういうことか説明してもらおうか！」

　俺とエドガー軍務卿によってブライヒレーダー辺境伯の元に連れてこられたマイザー子爵という初老の貴族は、オイレンベルク邸の床で土下座をする羽目になっていた。

　なぜかその隣で、オイレンベルク親子と執事も土下座をしていたが……。

「なあ、バウマイスター伯爵。あの三人はなにか悪いことでもしたのか？」

「ええとですね……」

「お義と父うさん、あの三人は雲の上の存在だと思っていた閣僚級の大貴族を見て緊張しているだけ」

　俺の代わりに、エドガー軍務卿の義ぎ娘じょうであるヴィルマが事情を説明してくれた。

「そうなのか……でも、同じ王国貴族だからそういうのは困るよな……」

　オイレンベルク親子のあまりの卑屈さに、エドガー軍務卿の怒りのテンションも下がってしまったようだ。

　ある意味、彼らのおかげでマイザー子爵は救われたのかもしれない。

「まあ、それであなたの責任が減るわけでもないんですけどね、マイザー子爵」

　エドガー軍務卿の怒りが消えて安あん堵どの溜ため息いきをつくマイザー子爵に、すかさずブライヒレーダー辺境伯が釘くぎを刺した。

「はい……それは理解しております……」

「ならいいですけど」

　マイザー子爵が地図の作製で手抜きをしてしまったおかげで俺たちはトンネルの出口がブライヒレーダー辺境伯領だと思い込み、そのまま繫げてしまった。

　罪状といえるかわからない案件ではあったが、そのせいで事態が混乱しているのも事実だ。

　なにしろ、人口三百人の貴族領に大トンネルの管理など荷が重いのだから。

「先に聞いておくか。なぜこういうことになったのだ？」

　先ほどまでの大激怒から随分トーンダウンしてはいるが、マイザー子爵を追及するエドガー軍務卿の目には殺意が込もっていた。

　怯おびえたマイザー子爵は、特に抵抗もしないで事情を説明し始める。

「経費削減のために、地図を作製する工房の変更を……」

　地図は本と違って印刷が難しいし、毎年細かな地形の変化、貴族領の増減、その領地を統治する貴族家の変更、未到達であった土地への測量成功などで細かく変化する。

　作るのに大変な手間と経費がかかるので、マイザー子爵はどうにか経費だけは減らせないかと努力したらしい。

「経費の削減を決めるのは、その職責を持つマイザー子爵の管轄だから何も言わないが、手抜きは困るじゃないか」

「ですが……。本当に細かいミスでして……」

　確かに、本来ならば気にもされないミスだ。

　なにしろ、エドガー軍務卿とブライヒレーダー辺境伯ですら、指摘されるまで間違いに気がついていなかったのだから。

　王国政府が人間の集合体である以上、このくらいのミスは探せばいくらでも見つかるはずだ。

「だがな、マイザー子爵は間が悪かったな」

「そんなぁ……」

　そう、マイザー子爵は間が悪かった。

　普通は、この程度のミスで処分などされない。

　気がつかれるかどうかも怪しいところだ。

　ブライヒレーダー辺境伯領に囲まれているいくつかの小領地など、知らなくて困る人などほとんどいないのだから。

「マイザー子爵のせいで、トンネルの開通が遅れることは必至だ。これは当然陛下の耳に入るな」

「陛下のお耳に？」

「当然だろう。南部バウマイスター伯爵領の開発は陛下の肝きも煎いりなんだぞ。それを促進可能なトンネルが完璧な状態で残っていたのに、こんな理由で開通が遅れる。誤魔化せると思うか？」

「いえ……思いません……」

「チェックが足りなかった俺の責任もあるから、公式には罰しないがな」

「私も、ちゃんとチェックしていなかった責任がありますしね」

　地図ができた時点でちゃんと指摘しなかった責任もあると、ブライヒレーダー辺境伯も続けた。

　だが、それでも彼のミスが許されるわけではない。憐あわれマイザー子爵は、今の役職と当主の座を退くこととなるだろう。

　公式な理由は、大病による療養目的、くらいが妥当か。

　こうやって、一般庶民の知らないところで貴族が責任を取らされ姿を消していく。明日は我が身ということもあるので、色々と気をつけよう。

「それで、どうするよ？」

「私たちだけでは決められませんよ」

「そうだな。バウマイスター伯爵、また頼むぞ」

「はい」

　俺は燃え尽きているマイザー子爵とエドガー軍務卿を連れて、再び王都へと『瞬間移動』で飛ぶ。

　そしてその足で、エドガー軍務卿が指名する人たちを拾ってオイレンベルク邸に戻った。

「リーグ大山脈を貫く大規模トンネルか。いいものを見つけたな。バウマイスター伯爵」

「エリーゼも婿殿も、元気そうでなによりだ」

「バウマイスター伯爵、あとでトンネルを見学させてくれ」

「イシュルバーグ伯爵の作品か。参考になりそうだな」

　ルックナー財務卿、ホーエンハイム枢機卿、レーリヒ商務卿、魔導ギルドの研究部長ベッケンバウアーさんなど、トンネルに関係があったり興味がある偉い人たちを連れてオイレンベルク邸の居間に戻った。

「エルも元気そうでよかった。あとで、内乱の話を聞かせてくれ」

　ワーレンさんも姿を見せ、弟子であるエルに声をかける。

　彼は快楽殺人者というわけではないが、やはり実戦を経験して功績を挙げた弟子が羨ましかったようだ。

　あとで話を聞かせてほしいと頼んでいた。

「……ワーレン師匠せんせい？　ということは……」

　彼は近衛騎士団の中隊長なので、ここに呼ぶほどの重要人物ではない。

　だが、急きゅう遽きょ顔を出すことになったあるお方の護衛としては必要であった。

「複雑な話になると申し上げたら、陛下が自分も出た方が話が早いと」

「これも、手間を減らすためのコツよ。王というのは忙しいものでな。ワーレンも連れてきたし、ここには帝国内乱を勝利に導いた精鋭が多い。余の安全は確実であろう？」

「陛下もですか……」

　さすがに、ブライヒレーダー辺境伯も陛下自らの出座には驚きを隠せないようだ。

「こういう話は早い方がいいからの」

「ありがたくはあります」

　ブライヒレーダー辺境伯くらいの大物貴族ともなれば、陛下との会話にも慣れている。

　俺も今ではそんなに緊張しなくなった。人間、慣れるというのは大切なことなのだ。

　ところが、陛下のみならず、閣僚級の大物貴族たち、中央で権威のあるギルドの大物幹部、教会の枢機卿と、こうも偉い人ばかりが続々と自分の家に現れ、精神状態が限界に達している人たちもいた。

「あなた、オイレンベルク卿たちが……」

「ヴェル、さっきから土下座をして動かないわよ」

　エリーゼとイーナに指摘されたので視線を向けると、そこには土下座をしたまま微動だにしないオイレンベルク親子と執事の姿があった。

「可哀かわい想そうに……この短い時間で、国の中枢を担う大物を立て続けに見たばっかりに……」

「王国貴族の大半が、一生経験できないというか……光栄というか……気の毒……」

　ルイーゼとヴィルマは、いまだに土下座したまま微動だにしないオイレンベルク親子に同情の視線を向けていた。

「ところで、バウマイスター伯爵よ」

「はい」

「この者たちは、どうしてこんなに卑屈なのだ？」

「ええと……」

「領地の場所が場所なので、襲爵の儀以外で陛下にお会いできるなど考慮の外だったのでは？」

　俺の代わりに、カタリーナが事情を説明してくれた。

「なるほどの……オイレンベルク卿とその息子よ、もう頭を上げて普通にするがいいぞ」

「すみません！　こんな場所に領地を持っていてすみません！」

「跡継ぎですみません！」

　オイレンベルク親子は、なぜか陛下に必死に謝っていた。

　陛下もわけがわからず困惑気味だ。

「駄目だこりゃ……」

　この人たちに、トンネルの警備と管理など不可能だ。

　俺は、この案件の収拾には意外と時間がかかりそうだと覚悟を決めるのであった。




「マロイモというのか、これはいいお茶請けだの」

「陛下にお出しするような品ではないのではと、恐縮する次第でして……」

「物に身分などない。美味しければ、それを出された方も嬉うれしいのでな」

「我が領の特産品ですから」

「なるほどの。蒸かしただけでこの上品な甘さ。下手なお菓子などよりも、余はこちらの方が好みであるな」

　関係者が集まったので、話を続けることにする。

　オイレンベルク邸の居間を会議室として、その壁際にはワーレンさん、エル、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマ、ブランタークさん、カタリーナが配置され、もしここに暗殺者が襲撃しても一瞬であの世に送られるはずだ。

　エリーゼは、オイレンベルク卿の奥さんと共にお茶やお茶請けである蒸かしマロイモの給仕を行っていた。

　大物貴族ばかり見て卑屈になっているオイレンベルク親子に比べると、奥さんの方は愛想よく陛下と接している。

　いざとなると、女性の方が度胸があるのはどの世界でも同じだ。

「しかし、あまり市場では見ないの」

「イーナは知っていたよな？」

「ええ。滅多に出回らないけど、一回だけ市場で見て名前だけは覚えていたの」

「そうなんだ」

「購入してはいないんだけどね。子供のお小遣いでは厳しかったから」

　マロイモは作られている場所が少なく、この辺ではオイレンベルク領だけなので、極たまにブライヒブルクの市場に並ぶくらいなのだという。

　王都周辺だと、さらに市場に出る頻度が下がるそうだ。

「美味しいのにね」

「少し栽培条件が特殊らしいわよ。ですよね？　オイレンベルク卿」

「はい。斜面の畑で、夜と朝に気温が大きく下がる土地でないと上う手まく栽培できないのです。他にも、土質や栽培方法などを間違えると甘くなりません」

　オイレンベルク領は、リーグ大山脈に接している。

　その斜面に作った畑で栽培しているのだが、本来の山の斜面だと飛竜やワイバーンが飛来して農作業にならない。

　ところが、オイレンベルク領にある斜面は古代魔法文明崩壊後にできたものなので、飛竜もワイバーンも飛来しない。

　だから栽培可能なのだと、オイレンベルク卿は説明した。

　彼もようやく少し慣れてきて、イーナが相手ならそこまで卑屈にならなくなったようだ。

　というか、身分でいえば当主であるオイレンベルク卿の方が偉いんだが……。

「地方限定か。貴重な品なのだな。確かに上品な甘さが美味しい」

　ルックナー財務卿たちも、マロイモの美味しさを気に入ったようだ。

「さて、話をトンネルの件に戻すが、ブライヒレーダー辺境伯、この問題の本質はなんなのだ？」

「簡単に言いますと、トンネルのもう一つの出入り口がうちなら、ここまで揉もめませんでした」

「すみません！」

「だからですね。別にオイレンベルク卿の責任ではなくてですね……」

　オイレンベルク卿にとって、周囲にいるのは全員が偉い人なので、経験のなさも重なって余計畏縮してしまうのだろう。

　だが、ブライヒレーダー辺境伯たちからするとそこまで卑屈にされると逆に困ってしまう。

　同じ王国貴族なのだから当然だ。

　こんな話が外に漏れると、自分たちが傲ごう慢まんだと世間で噂うわさされ、評判が落ちてしまう。

　大物貴族ほど世間の評判を気にするものだという。

「トンネルは巨大なものらしいの」

「はい」

　片側が五車線ずつあり、故障車両専用の避難車線まである。

　照明や空調設備も揃そろっていて、それらを動かす動力室には巨大な魔晶石が設置されている。

　道路やトンネルの壁面には当時最新の素材と工法が用いられ、ちゃんとメンテナンスをすればあと数千年は使えるはず。

「魔導飛行船による輸送にも限界があるからの」

「道路の整備が必要ですが、陸路でも輸送網があった方がいいですな。もし戦争になれば、魔導飛行船は空軍に徴発されてしまいますし」

　帝国内乱では、例の装置のせいで空軍による魔導飛行船の徴発案は流れた。

　だが、もし将来再び戦争があった時、そう都合よく魔導飛行船の徴発を避けられる保証はない。

　なにしろ、例の装置はもう存在しないのだから。

　もしそうなると、バウマイスター伯爵領への輸送にも影響が出るので、陸路があれば安心だとエドガー軍務卿が説明をする。

「多少時間はかかりますが、山道を歩いて輸送するよりも時間も輸送量も圧倒的に上です。魔導飛行船よりコストが安いのもいい」

　ルックナー財務卿も、トンネルの早期開通を主張する。

「魔導ギルドとしましては、調査は開通してからでもできますからな。王国経済のために、一日でも早く開通させるべきでは？」

　ベッケンバウアーさんもというか、この件で反対の人間などいないはずだ。

「開通にあたり、問題はいくつか。まずは、ものがものなので警備は必須です」

　出入り口を破壊して塞ぐなど、テロ行為が行われる危険がある。

　いくら講和を結んで停戦中でも、帝国は仮想敵国なのだから。

　他にも、バウマイスター伯爵家に敵対する貴族の妨害行動が絶対にないとは言えなかった。

「おかしな犯罪者や流民が、無秩序に出入りしても困るな」

「というわけで、双方が一定数の兵を雇って常に警備する必要があります。定期的な点検と補修も必要ですね」

「金の問題……。いや、それは通行料で賄える。逆に大きな利益が出るな」

　ルックナー財務卿は、一番の問題が金の問題ではないことを理解する。

「上り線と下り線の通行料が違うと混乱しますから、それはバウマイスター伯爵と協議して決めればいいのです。片道百セントくらいで十分でしょう」

「そうだな。そのくらいの通行料なら多くの利用者を望める。新規で商売に参入する者も多いか」

　高額な魔導飛行船の運賃や、険しい山道に躊ちゅう躇ちょしていた者たちが参入して商売の種類と量が増える。

　それは、王国全体に利益をもたらすはずだ。

「ここで問題となるのは、オイレンベルク領が小さな領地だということです」

「すみません！　小さな領地ですみません！」

　またも、オイレンベルク卿がペコペコと謝っている。

　注意しても直りそうもないので、みんな無視するようになっていた。

「人口三百人の領地で、トンネルの警備と管理をして、通行料を取るのか……」

　物理的に不可能と言ってもいい。

　新規に人を雇えばいいと言う人もいると思うが、そんな急に大勢の人を雇って、彼らを上手く動かすなど絶対に無理だ。

　なにしろ、オイレンベルク卿は……。

　領民たちと一緒に畑を耕しながらささやかに仲良く暮らしてきた、およそ世間の貴族像とは程遠い貴族なのだから。

　可哀想に、彼は自分の身の丈に合わない仕事を強制されようとしているのだ。

　跡取り息子も同じで、彼にもそういうことは似合わないというか、できないであろう。

「エドガー軍務卿、ものがものなので王国軍からも警備隊を出してなんとかしません？」

「バウマイスター伯爵、それはいいがな。トンネルの権利はバウマイスター伯爵家とオイレンベルク家にあるんだ。うちは三分の一しか出せないからな」

　それ以上兵を出すと、貴族の利権に王国が嘴くちばしを入れたと思われて統治的に好ましくないらしい。

「三分の一で、千人くらいですよね？」

「そうだな」

　管理、補修、通行料の徴収、それに不審者や密輸、違法な品の取り締まりなども合わせると、そのくらいは必要となる。

　年中無休、二十四時間交替で仕事をしないといけないのだから。

「そんなぁ……千人も新規で雇うなんて不可能ですよ……」

　人口三百人の領主が、その人数をいきなり指揮するのも難しい。

　人を雇う財力だけでなく、彼らとその家族を生活させる場所の確保なども必要である。

　そんなことは不可能だと、オイレンベルク卿は半分涙目であった。

「こうなったら、ブライヒレーダー辺境伯が業務を代行するとか？」

「そういうのはよくないですね」

　小なりとはいえ、オイレンベルク家はれっきとした貴族家である。

　そこの統治に口を出すばかりか、実際に領内に入って仕事をしてしまえば、それはブライヒレーダー辺境伯家が他の貴族家を支配下に置き食い物にしているという風に取られかねないのだそうだ。

「相手がどんなに小さな領地の貴族でも、それはいけません。そのために、紛争なんていう面倒なシステムがあるのですから」

　気に入らなくても、相手を滅ぼすのはタブー。

　だから、利権調整のために面倒な紛争をしているというわけだ。

「領地を交換しませんか？　ここよりも遥かに豊かな領地と、オイレンベルク領を交換で」

「それは王国の領分で、私は口を出せませんから。もし可能でも、私への悪評が鰻うなぎ登のぼりですよ」

　ブライヒレーダー辺境伯は、トンネル利権を貪むさぼるために立場の弱いオイレンベルク家に無理を強いた。

　そんな悪評が広まったら堪たまらないと彼は言う。

「うちは、バウマイスター伯爵が寄より子こで大分得をしていますからね。今でもやっかみが凄いですから」

「じゃあ、王国が転封し、ここを直轄領にしましょう」

「それも駄目だの」

　王国直轄領という案も、陛下自身が否定した。

「魅力的な案ではあるが、場所がよくないの」

「場所がですか？」

「うむ。ブライヒレーダー辺境伯領に囲まれておるからの。そういうことを露骨にすると、王国とブライヒレーダー辺境伯家との関係を揶や揄ゆする輩やからが現れる」

「そうですね。ありもしない緊迫状態を演出して、己の利益を狙うのがいますね」

　ここ二百年の平穏な情勢というのは、なにも運がよかっただけでそういう風になっているわけではない。為政者たちによる、神経質なほどの配慮から成り立っているのだと、俺は理解した。

「となると……どうしましょうか？」

「暫しばらくは、トンネルのチェックに、魔導ギルドもそうだが、魔道具ギルドも調査に入るであろう。その間は時間が稼げる。各々持ち帰っての宿題というわけじゃな」

　問題の先延ばしとも言えるが、他に手がない。

　会議は、今日はこれでお開きということになった。

「では、バウマイスター伯爵に送ってもらう前に、マロイモを買っておくとするか。ワーレン」

「はっ！」

　陛下の命令で、ワーレンさんはサイフを出してローゼさんにお金を払っていた。

　すぐに、執事が大量のマロイモを麻袋に入れて持参する。

　他の人もみな購入していた。

　勿論俺も買って帰るつもりだが、『マロイモ、人気すぎだろう！』と思ってしまう。

　あまり人気になると、俺が買えなくなってしまうじゃないかと。

「早速石焼きイモにして食べるんだ」

「婿殿は、相変わらず新しい料理の研究に熱心じゃな」

「趣味ですから。ところで、今日は晩ばん餐さんでも一緒にいかがですか？」

「それもいいかもな。ワシの出番はトンネル開通が進んだあとだからの。今やれることは、せいぜい両方の出入り口に巡礼所を設置するくらいか」

　トンネルなので、安全祈願も込めてそういう施設と常駐の神官が必要となるわけだ。

　たかがトンネルと思うかもしれないが、日本でも利権などを含めて政治家や官僚たちが悲喜交こも々ごもの争いをしている、それと同じであろう。

「では、マロイモを買って……。オイレンベルク卿？」

「う───む。彼には陛下の突然の来襲と、トンネルの話は重たかったようだな……」

　今日一日で様々な出来事があったオイレンベルク卿は、跡取り息子共々その場で土下座をしたまま気絶していた。

　少し可哀想なことをしてしまった気分になる俺たちであった。





第二話　オイレンベルク騎士爵領







「ワシくらいの年寄りになると、ミズホ料理の方がサッパリしていて美お味いしいかな」




　結局、開通させたあとのトンネルの管理を巡っての問題は解決しなかった。

　北側の出入り口に領地を持つオイレンベルク卿が、その能力を持たなかったからだ。

　ブライヒレーダー辺境伯家と王家は、これに介入すると発生するであろう風聞の悪さを恐れ、両者とも管理することを了承しなかった。

　トンネルの検査と補修工事に時間がかかるからと今日は結論を出さず、みんなそれぞれ王都や領地に戻っている。

　トンネル自体の管理は、ローデリヒが兵を増員したのでトーマスとニコラウスに任せ、俺たちも屋敷に戻ったのだが、ホーエンハイム枢機卿もそれに同道していた。

　夕食をご馳ち走そうするためと、他に色々と話があったからだ。

　メニューは、最近エリーゼや屋敷の料理人たちが覚えたミズホ食が主体で、これが年寄りであるホーエンハイム枢機卿に好評であった。

　彼はミズホ酒を飲みながら、ナスの揚げ浸し、揚げだし豆腐、鮎あゆの塩焼きなどを美味しそうに食べている。

　鮎は、帝国でも北方の川でないと獲とれない魚で、ミズホ伯国もといミズホ公爵領の特産品でもあった。

　ホーエンハイム枢機卿は、鮎の塩辛のウルカも美味しそうに口に入れている。

「ミズホ伯国もとい、公爵領か。産品は珍しいし、王国の貴族や金持ちがこぞって食材を購入するかもしれないな。脂っこくなくて、女性や年寄りにも人気が出そうだ」

　地球でも、ヘルシーブームで欧米人が和食を食べていた。

　この世界の人間も、ミズホ食をそういう位置づけで捉えているのであろう。

「直接貿易の権利を得て正解でした。最大の成果です」

　俺はミズホ公爵から親友認定されているので、貴重な品も安く融通してもらえる。

　いわゆる、友情価格というやつであった。

「帝国政府からの褒美の方が莫ばく大だいであろうに」

「それは、契約に従って俺たちで稼いだだけですから」

　ブランタークさんも導師も、そういう感覚でしかない。

　下手に帝国の領地や利権に下心を出すと、碌ろくな目に遭わないと思っているからだ。

「婿殿らしいか。ところで、エリーゼ」

「はい」

　ホーエンハイム枢機卿は、俺の隣の席に座るエリーゼに声をかける。

　今日彼がここに来たのは、孫娘とゆっくり話をするためでもあった。

「子供はまだか？」

「すみません。まだです……」

「それはですね……」

「事情はわかっておる。念のために聞いておいただけだ」

　まだ子供ができない理由は、今までは魔法薬で避妊をしていたからだ。

　最初は、新婚なので一年くらいは子供がいなくてもという考えで、内乱中は妊娠してしまうと戦力が減少してしまうからという、非常にわかりやすく現実的な理由であった。

「エリーゼに子供が生まれないと、関係もないのに余計な心配をするバカが増えるのでな」

「今は避妊していませんし、時間の問題でしょう」

「それは頼もしいな」

「しかし、聖職者であるホーエンハイム枢機卿がそんなことを口にしてもよろしいので？」

　一応彼は聖職者なので、差し障りがあるのではないかと心配してしまう。

「勿もち論ろん、公の席では口にせぬよ。教会には、子供ができないで相談にくる信徒も多い。ワシのような物言いをすると問題になるのでな」

　教会では建前の方が優先であるが、ホーエンハイム枢機卿は子爵でもある。

　貴族ならば、跡継ぎの心配をしても当然というわけだ。

「婿殿はまだ十七歳。実は心配はしておらぬがの。それに……」

　ホーエンハイム枢機卿は、端の席に座っているアマーリエ義ね姉えさんに視線を向ける。

　実は彼女、正式に屋敷に来るまでまだ日数があったのだが、ホーエンハイム枢機卿が屋敷に来ることになったので、急きゅう遽きょパウル兄さんの領地から連れてきたのだ。

　正妻の祖父である有力者に顔見せして、彼の黙認くらいは取りつけるつもりだ。

　勿もち論ろん俺にそんな貴族的な知恵など回らないので、ローデリヒからの献策だ。

　アマーリエ義姉さんの公式の身分は侍女長ということになったが、今日はメイド服姿ではない。

　正式に屋敷に来たら、表向きは屋敷の中で俺の身の回りの世話をする係として、バウマイスター伯爵家内では実質的な側室扱いということになる。

　今日着ている服も、エリーゼたちのものと質的な違いはなかった。

　差をつけることを、俺が禁止しているからだ。

「私は……」

「別に構わぬよ。マインバッハ卿は、常識的で貴族の道理を弁わきまえておるようだからの」

「父をご存じなのですか？」

「教会の枢機卿ともなるとな、それなりに情報は入ってくる」

　ホーエンハイム枢機卿が、巷ちまたで妖怪ジジイ扱いされる理由はここにある。

　法衣子爵にして枢機卿ではあるが、彼はずば抜けた財力や大規模な家臣団を抱えているわけではない。

　法衣子爵に、領地などないのだから。

　だが彼は、王国全土から帝国にまで広がった教会を介した情報ネットワークを握っている。

　これがあるために、過去には陛下すら煮え湯を飲まされた経験があるそうだ。

「六人か。今の婿殿には少ないくらいだな。ワシも貴族なので、奥の序列を乱さなければなにも言わぬよ。自由に子も産むがいい。なにしろ、バウマイスター伯爵家には一族が少ないからの」

　側室の子供を分家の当主にして、各地に代官などとして派遣して支配力を強めなければいけないらしい。

「バウマイスター伯爵領は広大すぎる。婿殿は頑張って子供を作らぬとな」

「なんと言いますか……種馬みたいですね」

「言い得て妙じゃな。貴族や王族などみんなそうじゃぞ。血統をコントロールして子供を産ませるのだから。おっと、話が逸それたな。お客人は肝が据わっておるの。さすがは、元公爵閣下にして次期皇帝候補と言われたお方」

　ホーエンハイム枢機卿の視線は、アマーリエ義姉さんから客人として夕ゆう餉げに招待したテレーゼへと向かう。

　さすがというか、彼女はこういう席に慣れていないアマーリエ義姉さんとは違って、元公爵に相応ふさわしい、ふてぶてしさを含んだ笑顔を浮かべていた。

「妾わらわはフィリップ公爵位を失い、捨すて扶ぶ持ちを与えられて一人バウマイスター伯爵殿にお世話になっている身。次期総司教と目されているホーエンハイム枢機卿殿が、自ら気にするような者ではないと思うのじゃが……」

「いやいや、ただのジジイが孫娘の心配をしておるだけじゃよ」

　ホーエンハイム枢機卿は、テレーゼが俺の妻になって子を産み、その子を次期バウマイスター伯爵にしようと画策するのではと、危険感を覚えているようだ。

「身分が上になればなるほど、疑うたぐり深くなる人が多いの。妾は、もうそういう世界からは逃れられたと思っておるのじゃが」

「本人がそう思っても、周囲が同じように思うのかという懸念もありますからの」

「ホーエンハイム枢機卿殿ともなると、世に心配のタネが多くて大変じゃの」

「なんの、常識の範囲内であるよ、テレーゼ殿」

　テレーゼは、ホーエンハイム枢機卿と目線を合わせる。

　見ているこちらは、その間で火花が散っているように感じてしまう。

「お爺じい様」

「人間、年を取ると疑り深くなって困りますな」

　エリーゼに声をかけられて、ホーエンハイム枢機卿は表情を崩した。

「ホーエンハイム枢機卿殿の孫娘への思いがよくわかるというもの。妾の祖父はすでに他界しておるので、羨うらやましい限りじゃ」

「そう言っていただけるとありがたい」

　二人は対立をやめたかに見えたが、ホーエンハイム枢機卿の懸念は晴れてはいない。

　バウマイスター伯爵領内の教会経由で情報を集め、なにかあったらすぐに動くとテレーゼに圧力をかけたのだ。

　もっとも、テレーゼ自身はすでにその手の権力闘争は真っ平ゴメンだと思っている節がある。

　監視するなら、どうぞご自由にという態度だ。

　以前のような露骨なアピールも止まり、エリーゼたちとも友達付き合いをするようになったテレーゼであったが、逆に迫られないことで俺はなぜか少し寂しさのようなものを感じている。

　これも、実は彼女の策なのであろうか？

　しかしながら、女性とは本当によくわからないものである。

「ここは、孫思いのところを見せるためにも情報を開示してはいかがかの？」

「それもそうですな」

　テレーゼの言う情報とは、今日出会ったオイレンベルク卿やその領地についてのことであろう。

　かの領地にも教会はあるので、ホーエンハイム枢機卿は情報を持っているはずだ。

「なんとも、可哀かわい想そうになる話じゃがの……」

　ホーエンハイム枢機卿に言わせると、オイレンベルク卿は大変に気の弱い善人なのだそうだ。

「気が弱いというか、彼らからすれば陛下は襲爵の儀で一生に一度だけ会える雲の上の人。ブライヒレーダー辺境伯や閣僚級の貴族など、一生顔を合わせない人たちだと思っておるわけじゃ」

「うちの実家と同じく田舎ですからね」

　オイレンベルク領はほぼ自給自足で、特産品のマロイモを近隣の町や村に売りに行って現金収入を得ている。

「近所の村や町はブライヒレーダー辺境伯領内にあるのだが、ブライヒブルクにいる領主様との接触はあろうはずがない」

　そんな田舎の農村で三百人の領民たちと共に畑を耕し、収穫の量に一喜一憂する。

　他の貴族との交流には興味がないらしく、大半の貴族はオイレンベルク卿など知らない。

　貴族ではあるが豪農に毛が生えた程度で、昔のバウマイスター騎士爵領よりも貴族的な部分が少ない。

　裕福でもないが、貧しくもない。

　普段の格好が農民寄りなのは、貧しいからというよりも、外の目をまったく気にしていないからだそうだ。

　領主は過酷な税など取らないし、善良で優しいから、領民たちにも不満はない。

「そういえば、温厚な方々が多かったですね」

　エリーゼは帰りにマロイモや他の野菜などを購入していたが、外部からの客人にぼるような真似もせず、直売所のように安い値段で売ってくれた。

「でもさ。ああいう統治形態だと、次男以下が困らないかな？」

「いや、困らぬな」

　ルイーゼの疑問に、ホーエンハイム枢機卿は答える。

「あの領からブライヒブルクに出るのは、さほどの難事でもない」

　オイレンベルク領でのんびりやりたければ残ればいいし、一旗揚げたければブライヒブルクで働き口を探せばいい。

　外に出ても帰省で故郷に戻ってすごす者も多く、それだけオイレンベルク領が物質的に豊かである証拠であった。

　さほどお金がなくとも生活ができ、食料にも困らないのだから。

　そのせいか、領民たちには人がよさそうな者が多かったように思える。

「買い物も、近くの村や町でできるからな」

　そういう事情を聞くと、昔のバウマイスター騎士爵領より生活に余裕があるのかもしれない。

「マロイモで現金収入か」

「あの芋、甘くて美味しいよね」

　オイレンベルク領の周辺の町などでは、とても人気がある芋らしい。

　栽培条件のせいで、この辺ではオイレンベルク領でしか収穫できないようだから希少性もあるのであろう。

「オイレンベルク卿は、無理に貴族として見栄を張るような人物でもないしな。あの息子も、特技は芋の品種改良と栽培方法の研究だそうだ」

「らしいねぇ」

「見たまんま」

　ルイーゼとヴィルマが正直な感想を述べた。

　似た者親子で気は弱いようだが、マロイモに関しての知識には素晴らしいものがあるようだ。

　しかし、こんな情報を得られるとは、さすがは教会というべきか。

「事情を聞くと、余計に可哀想になってきた」

　あの親子は、領民たちと一緒にマロイモを栽培していれば大満足なのだ。

　そんな彼らに、千人からの兵士を雇って家臣団を形成し、トンネルの管理を行うように強制する。

　あの場にいたのは大物貴族ばかりだったが、皆オイレンベルク卿に同情していた。

　彼らも過去には悪あく辣らつなこともしているはずだが、だからこそオイレンベルク卿のような人物を見ると居たたまれなくなってしまうのであろう。

「ブライヒレーダー辺境伯が泥を被かぶれば解決するのに、あの男、躊ちゅう躇ちょしおって」

「なぜなんでしょうかね？」

「婿殿のせいで、あの男は王国貴族たちから一人勝ちしていると思われておるからの。これ以上の利益はかえって毒だと思ったのかもしれぬな」

　どうせなら、このまま突っ走ってしまえばよかったのにと俺は思ってしまう。

「なんにせよ、暫しばらく様子見じゃの。あの男がトンネルの学術調査をするのであろう？」

　あの男とは、今この場にいないアーネストのことである。

　彼はトンネルの学術調査を行う準備で、自室に籠こもっている状態であった。

「アレも厄介な存在よな」

　ホーエンハイム枢機卿は、とっくにアーネストの正体に気がついていた。

「バウマイスター伯爵領内の遺跡を調査している間は大人しいかと」

「そうよな。婿殿よりも魔力が多い者など、拘束しようと考えるだけ無駄だからの」

　好きなことをしていれば大人しく、その好きなことも王国の利益になるので、現状では俺に預けるしか方策がないというわけだ。

「婿殿は、暫くはオイレンベルク領通いか？」

「はい」

　トンネルの学術調査をするアーネストの送り迎えと監視、あとは自分でもオイレンベルク領の情報収集をするべきであろう。

　領内の工事もたまにしながら、冒険者としての狩りは、リーグ大山脈のワイバーンと飛竜を相手にする予定であった。

　オイレンベルク領のすぐ近くにやつらは生息しているからだ。

「あの領も、暫くは大変であろうからの」

「その話に出てくる、朴ぼく訥とつで気が弱い親子がまた卒倒しかねないの。難儀なことじゃ」

「ふふっ、テレーゼ殿はさすがにおわかりか」

「比較的、簡単に想像がつくの」

「確かに」

　ホーエンハイム枢機卿は、エリーゼのライバルとしてのテレーゼは警戒しているが、優秀な貴族であったという点は好んでいるらしい。

　話が合うのであろう。

　彼女と楽しそうに会話を続ける。

「余計な虫が入らないように、暫くは頼むぞ、婿殿」

「はあ……」

　ホーエンハイム枢機卿の予想は現実のものとなり、たかがトンネルの開通というだけで俺たちはまた貴族たちの奔走に巻き込まれることになる。




「発掘や研究に関しては、本当に熱心な奴だな」

　定期的にオイレンベルク領の様子を見なければいけなくなり、俺たちは『瞬間移動』で現地に飛んだが、先にトンネルを調査しているアーネストの様子を見に行った。

　彼は、トンネルの警備責任者であるトーマスたち監視の下、熱心に学術調査を行っていた。

「素晴らしい造りであるな！」

「お前さんは、いつも楽しそうでいいな」

「我が輩、こういう時に庶民に生まれてよかったと、心から思うのであるな。俗世の騒動など気にせず、過去の遺跡から雄大な歴史を想像して楽しむ。考古学者の利点であるな」

「それはよかったな。大きなトンネルだ。調査に時間もかかりそうだな」

「我が輩には好都合であるな」

　面倒事に巻き込まれた俺たちは不幸だったが、トンネルの調査ができるアーネストは上機嫌であった。

「そんなに調べる場所があるのか？」

「素人にはわからない、調べるべきポイントが沢山あるのであるな」

　ただ古くて大きなトンネルなのに、学術調査には一週間ほどかかるらしい。

　つき合っても俺たちにはつまらなそうなので、監視などは引き続きトーマスたちに任せることにした。

　さすがのアーネストも、遺跡という獲物を放置して逃げる可能性は低いからだ。

　なによりも、あれやこれや興味もない考古学的な話をされることに辟へき易えきしてしまう。

「ご自由に」

「興味ないのであるな？」

「ボク、そういう高尚なお話はパス」

「残念であるな」

　ルイーゼのみならず、アーネストのつまらない考古学の話なんて、エリーゼくらいしかちゃんと聞く人はいない。

　俺も当然パスだ。

「任せたぞ、みんな」

「お任せください」

「まさか、こういう仕事で生活できるとは思っていませんでした」

　俺たちの代わりに、家臣の子弟で考古学に興味がある若者を数名、アーネストの下につけた。

　魔族の国でも学問で食うのは大変らしいが、ヘルムート王国やアーカート神聖帝国でも同様……国の経済状況を考えるともっと大変であろう。

　王国のアカデミーは狭き門で、ここは上級貴族やあり得ないレベルの天才が優先されてしまうからだ。

　他の手段としては、考古学好きの大貴族や大商人をパトロンにしたり、冒険者が探索を終えた地下遺跡などを冒険者ギルドの依頼で学術調査したりといくつかあるが、これも王国のアカデミーに優先権があったり立場的に有利だったりする。いずれにせよ考古学では飯が食えないことに変わりはなく、諦める若者は多い。

　そこで、バウマイスター伯爵家の家臣の子弟からアーネストの監視も兼ねた助手を募集してつけることにした。

　うちの家臣の子弟なら、アーネストの秘密も守りやすい。

　バウマイスター伯爵家は新興貴族なのに、考古学者のパトロンを引き受けて文化事業にも理解があるという評価にも繫つながるというわけだ。

「ただ単に、自分があまり関わりたくないからだろう？」

　とここで、エルが図星をついてきた。

「ふふふっ、パトロンは金を出しても口は出さないのが最良なのさ。じゃあ、エルは興味あるのか？　なんなら、一緒にトンネルの調査に加わってもいいぞ」

　エルも興味なんて微み塵じんもないくせに。

　そういうことを言うと、領主権限でトンネル調査に参加させるぞ。

　ちゃんとレポートもあげろよ。

「すまん、それは勘弁してくれ」

「だろう？　じゃあ、あとは任せたからな」

「新たに助手も得て、素晴らしきかな、なのであるな」

　トーマスたちもいるし、たぶん大丈夫であろう。

　俺たちはトンネルを出て、オイレンベルク領に戻った。




「いつ見ても雄大な田舎だなぁ……俺の実家よりも……」

　トンネルの外の山の斜面に広がるマロイモ畑を見ながら、エルはオイレンベルク領の田舎ぶりにあらためて感心した。

　俺はエルの実家に行ったことがないが、バウマイスター騎士爵領といい勝負なんだろうな、というのはわかる。

「山の斜面は、一面マロイモ畑ね」

　イーナも、苦労して広げたであろうマロイモ畑を見ながら感想を述べた。

　マロイモはなぜか山の斜面の畑で、さらに朝夕に気温が下がらないと上う手まく栽培できないそうだ。

　しかも昼時には温暖な気候の方が育ちがいいようで、このリンガイア大陸南部リーグ大山脈にある山の斜面は、その条件を満たしているところが多かった。

「暖かくないと駄目ということは、ミズホ公爵領ではマロイモの栽培が難しいわね」

　確か、サツマイモも寒いところでは栽培が難しかったような……。

　マロイモはサツマイモの仲間らしいので、同じような気候条件でよく育つのであろう。

「いえ、ミズホ人は食べ物に関しては不可能を可能にします」

「言い切るわね、ハルカ」

「きっと、このマロイモのことを知ったら、ミズホで栽培しようとする人が出るはずです」

「（絶対にないと言い切れないな……）」

　このところエルとの結婚の準備で忙しいハルカであったが、今日は特に用事がないそうで、エルについてきている。

　彼女は、食べ物に拘こだわるミズホ人なら、必ずや寒冷なミズホ公爵領でもマロイモを栽培できるようにするはずだと断言した。

　俺もミズホ人なら、いつかやってしまいそうな気がしてならない。

「それはともかく、ハルカならマロイモをどう料理する？」

「今、色々と考えています。お館やかた様もエルさんもお楽しみに」

「それは楽しみだな」

「ハルカさんの手料理は最高だものな」

　きっとハルカなら、美味しいミズホ風のマロイモ料理やデザートを考案してくれるはずだ。

　あとのお楽しみにしておこう。

「ヴェル、あの人は跡継ぎさんの……」

「ファイトさんだ」

「そう、その全然ファイトできないファイトさん」

「ルイーゼ、失礼じゃないの」

「だってイーナちゃん、あの土下座攻勢を見たら誰でもねぇ……」

「確かにそうだけど……」

　目がいいルイーゼが、一人重要人物を見つけた。

　斜面の畑に、昨日父親と一緒に土下座していた跡取り息子のファイトさんがいた。

　この人、ルイーゼの言うとおり名前は勇ましいのだが、見た目からして争い事などとは一切無縁の、人のいい青年にしか見えなかった。

　農民たちに農業指導をしているようだが、貴族なのに帯剣すらしていない。

　他の貴族から見られるかもという感覚すら皆無なのであろう。

「これはこれは。バウマイスター伯爵様ではありませんか」

　ファイトさんは、俺たちを見つけると怒ど涛とうの勢いでこちらに駆け寄ってきて、丁寧にお辞儀をしながら挨拶をした。

　この斜面を苦もなく走れるのだから、武芸とは縁がなさそうだが、見かけよりも運動神経と体力はあるのかもしれない。

「ファイトさんはオイレンベルク領の跡取りなのですから、あまり低姿勢にならなくても……」

　昨日の土下座よりはマシだが、どうもこの親子、あまり他の貴族との交流がなく、加えて他の貴族はすべて自分たちよりも凄すごい人だと勘違いしているようだ。

　立場的には同じ貴族なので、そういう態度はやめてほしいのだが……。

「すみません。つい癖で……」

「まあ、おいおい慣れていただければ……」

　いきなり貴族っぽい言動にしろと言われても難しいからな。

「なんかさ、カタリーナとは完全に逆だよね」

「そう、カタリーナを半分くらい見習ってもいいかも。全部見習うと過剰」

「散々な言われ方ですわね……」

　ルイーゼもヴィルマも、結構酷ひどいことを言うな。

　確かに、カタリーナは家が没落していた時でも貴族としての誇りを失わず、貴族らしい言動を貫いていた。

　全部とまでは言わないが、少しくらいなら見習った方がいいかもしれない。

「このようなことになってしまい、これからファイトさんも他の貴族と接する機会が増えることと思います。彼らに対しあまりに卑屈な態度を取ると、舐なめられて利用される危険があり、それは領民の不利益となりますわ」

「おおっ！　出た！　カタリーナの正論」

「正論だけど、ちょっとモヤっとする」

「もういいですわよ……」

　またも二人から酷いことを言われてしまうが、カタリーナは完全に諦め顔であった。

「そうですね。尊大なのはよくありませんが、あまり遜へりくだるのもどうかと思います。今から少しずつ気をつけていきましょう」

「わかりました」

　やはりここは、神官で人徳もあるエリーゼの独断場だな。

　優しいエリーゼから上手く説得されると、気が弱いファイトさんもすんなりと忠告を受け入れた。

「私も、同じことを言っていますのに……」

「カタリーナは見た目が派手すぎ。こういう時にはエリーゼ様が一番適任」

　というか、純朴で外の世界を知らないファイトさんは、ド派手な格好のカタリーナに引いているんだろうなと思う。

　その点、エリーゼのような神官はこの領地にもいるからな。

　ただ、ファイトさんの低姿勢な態度を直すには時間がかかりそうだなと思いつつ、話題を変えて他の話を振った。

「広いマロイモの畑ですね」

「はい、曽そう祖そ父ふの代から数十年、苦心してここまで広げました」

　ファイトさんによると、ワイバーンや飛竜が来ない山の斜面を一から開拓し、ここまでマロイモ畑を広げたそうだ。

「栽培は難しいと聞きました」

「実は、ただ育てるだけであれば、よほど寒冷な気候でもなければ大丈夫です。でも甘くするためには、気候条件や畑の場所以外にも、色々と注意が必要ですね」

　ファイトさんは、マロイモの話になると饒じょう舌ぜつになる。

　剣を振るうよりも、芋を作る方が好きなのであろう。

「（貴族よりも、研究者になれば幸せなのに……）」

　イーナがボソっと漏らすが、確かに貴族よりは研究者向きであろう。

　日本なら、大学の農学部に進んで博士にでもなっているような人だ。

　テレビのバラエティー番組で、マロイモ博士とか紹介されるタイプだと思う。

「マロイモは、タネ芋を直接植えてもほとんど収穫できません」

　ファイトさんが案内してくれたのは、サツマイモを発芽させる室ムロに似た施設であった。

　室は畑の脇にある小屋の中に複数あり、小屋で囲っているのは降雨で室の土を水分過多にしないためだそうだ。

「このように、室でタネ芋を発芽させてツルの部分を畑に植えるのです」

「その辺は、サツマイモと同じなのか」

「そうですね。マロイモは、サツマイモの突然変異種なので」

　だから、サツマイモと栽培方法が似ているわけだ。

「ツルを植えてから、三ヵ月ほどで収穫です」

　大陸南部は、朝晩が寒い山地などを除くと一年中温暖な気候だ。

　つまり、マロイモは年に三回くらい収穫できることになる。

　いや、上手くやれば四回穫とれるか？

「室での発芽、斜面の畑、朝晩の温度差。他に必要な条件は？」

「土の質ですね。これを見て小まめに追肥を行います」

「若様ぁ───！」

　とそこに、近くで農作業中の農民が姿を見せた。

「オラの畑の土の様子を見てほしいんだべ」

「土が駄目なのかい？」

「ちいと、追肥が足らねえかもしれねえだ」

「すぐに見よう」

「すまねえだ、若様」

　ファイトさんはその農民の畑に行き、土を手に取ると口に入れて味を見始めた。

「それでわかるんですか？」

「ええ。もう少し追肥が必要だな。川魚を発酵させたのは駄目だよ。落ち葉と草で作った肥料の方を追肥しないと」

「さすがは若様だべ。すぐに追肥するだ」

「そうだね、早く対処すれば甘くなるから」

　土の質を見るのに味見をする。

　そんな人が、昔いたような気がする。

「大変なんですね」

「ただ栽培するだけなら問題ないのですが、甘くするのが難しいのです」

　その代わりに、苦労して育てた甘いマロイモはすぐに売れてしまうそうだ。

　そのせいで、ブライヒブルクにも滅多に入荷しないのだから、よほど人気なのであろう。

「おかげで、一日中畑にいますね」

　と、こんな感じで彼から説明を受けたのであるが……。




「もの凄い罪悪感を感じますね……」

「ヴェル、あの人にトンネルの警備と管理なんて無理」

「完全なミスマッチだよ」

「他の人に任せるべき」

「絶対に引き受けないと思いますわ」

　トンネルの前で、オヤツにマロイモの石焼きを作りながら輪になって話をしているのだが、エリーゼたちから出てくる言葉は、『トンネルの管理をファイトさんに任せるのは、まず無理だし可哀想』であった。

「確かにな。俺でさえ散々苦労したのに、いきなりなんの経験もないあの人に千人も指揮するなんて無理」

　内乱で少数ながら軍勢の指揮を執ったエルからすれば、いきなりファイトさんが千人もの警備隊を指揮し、トンネルの警備と管理がちゃんとできたら奇跡だと言いたいのであろう。

「その前に、本人が望まないよな」

「胃に穴があくんじゃないのか？　あの人」

　エルは精神的にもタフなのでなんとかなったが、ファイトさんは大物貴族を見ると土下座をしてしまうような気の弱さがある。

　父親も同じなので任せられず、こうなるとトンネルの出入り口は、ブライヒレーダー辺境伯か王国に是が非でも所有してもらうしかないであろう。

「みんな急にいい人ぶってな。マロイモが沢山栽培できそうな広い領地に転封してあげた方が、あの親子は幸せじゃないのか？」

「だよなぁ……」

　残された課題を宿題だと持ち帰った、陛下やルックナー財務卿からの連絡はこない。

　俺たちも、これ以上はお手上げという状態だ。

「お館様、マロイモが焼けました」

「おおっ！　焼けたか！　いい匂いだな」

　火の番をしていたハルカが、マロイモが焼き上がったと俺に報告する。

　自作の焼き芋器の蓋ふたを開けると、香ばしく甘い香りが辺り一面に広がった。

　この焼き芋器は、俺の微妙な絵画能力で描いた設計図を参考に、バウマイスター伯爵領に招しょう聘へいした魔道具職人が作った逸品である。

　高性能の魔晶石により、一度魔力を補ほ塡てんすると長時間芋が焼ける。

　石焼きに使う石は、遠赤外線が出る溶岩石を使用。それは、俺が魔法で同じ大きさになるよう加工して作った。

　おかげで製作費が五十万セントくらいかかっているが、美味しい石焼きイモのためには許容できる範囲のはず。

　少なくとも、俺は高いとは思わない。

　それに、これは試作版だ。

　もし量産するとしたら、もっとコストは安くなるだろう。

「凄いな。このマロイモ、蜜が垂れている」

　マロイモは前世であった安納芋よりも甘みが強く、石焼きにすると蜜が垂れるほどだ。

　滴り落ちた蜜が加熱された石焼き用の石で炙あぶられ、甘い匂いが周辺に広がって堪たまらなかった。

　やはり、金をかけて焼き芋器を作らせて正解だったな。

「蒸ふかしたものよりも、こちらの方が美味しいな」

「「「「「「甘ぁ───い」」」」」」

　どの世界でも、女性は焼き芋が大好きなようだ。

　みんな幸せそうな顔をして食べている。

　勿論、俺も幸せだ。

「あなた、またお土産に買って帰りましょう」

「そうだな。このイモでプリンやケーキを作ると美味しいかも」

「帰ったら試しに作ってみますね」

　俺たちはマロイモの美味しさに現実逃避している状態だが、トンネルの管理をどうするかは陛下や大臣連中などの偉い人が決めてくれるはず。

　彼らが決めないと動きようがないので、あとは近場の山で飛竜狩りをして一日を終えた。

「なあ、ヴェル」

「なんだ？　エル」

「今ふと思ったんだが、別に毎日ここに来なくてもよくね？」

「……そう言われると……」

　今日明日で陛下からなにか言ってくる可能性も低く、ここにいてもオヤツにマロイモを食べて、飛竜やワイバーンを狩るだけの生活か……。

「……悪くないな」

「いやいやいや！　バウマイスター伯爵としてはまずいだろうが！」

　『貴族としての仕事もあるんだから』と、珍しくエルから正論を言われてしまった。

「とはいえ、こうやっていかにも貴族らしく利権の調整をしているように見せかけていれば、ローデリヒも他の仕事は振ってこないはず」

　貴族としての仕事をしているように見せかけながら、オイレンベルク領で静かな時間をすごす。

　冒険者としても、リーグ大山脈に生息するワイバーンや飛竜を狩れているから悪くないな。

「俺は全然困らない」

「問題ないけど、ローデリヒさんにそんな誤魔化し利く？　ねえ、エリーゼ」

「そうですね、きっとすぐに状況を把握して……」

　エリーゼがすべてを言い切らないうちに、俺の魔導携帯通信機に着信があった。

　すぐに出ると、聞き慣れた人物の声が聞こえてくる。

『お館様、見つかったトンネルとオイレンベルク領の状況につきましては、陛下より連絡があり詳細は把握いたしました。今日明日で事態が動くとも思えませんので、一いっ旦たんお戻りいただき、これまでと同じく、お仕事をこなしていただきたく……』

「はい……」

　イーナの予言が見事に当たり、俺たちは一旦屋敷に戻ることになった。

　オイレンベルク領に滞在を続け、マロイモを食べながら冒険者生活を続けるプランは消滅してしまう。

「ううっ……イーナがそういう予言をするから……」

「私のせい？」

「じゃないけど……そう言いたくもなる」

「ごめんね、ヴェル。ほら、アマーリエさんも屋敷に来るから、ね？」

　それは嬉うれしいけど、俺はそこまで女好きだと思われているのだろうか？

　しかも、つき合いが長いイーナからも。

「とにかく、今日は戻らないと」

「そうですね。さあ、あなた」

「は───い」

　こうして俺たちは屋敷に戻ることになったが、肝心のトンネル問題は結論が先送りとなったままであった。





第三話　二刀流ドラゴンキラーガール







「お館やかた様、お茶のおかわりは？」

「アマーリエ義ね姉えさん、ここは屋敷の中だからいつもどおりの呼び方でいいですよ」

「でも、エリーゼ様たちの手前もあるから駄目ですよ」

「俺がいいと言っているからいいんですよ。さあ」

「でもね……」

「なにを遠慮する必要があるのです？　俺はバウマイスター伯爵、この家で一番偉い。その俺がいつもの呼び方でいいと言っているのです。つまりこれは命令でもある。さあ」

「じゃあ、遠慮なく……ヴェル君」

「はい、お茶のおかわりはください」




　アーネストが提供してくれた情報のおかげで、俺たちはリーグ大山脈を貫くトンネルの発見に成功した。

　ところが、反対側の出入り口がブライヒレーダー辺境伯領でなく、オイレンベルク領という零細貴族領に属していたため、さて管理をどうするかという問題で躓つまずき、一いっ旦たん帰宅する羽目になった。

　あとは、陛下や大臣連中の判断待ちというわけだ。

　その帰りに、パウル兄さんの領地からアマーリエ義姉さんを連れ帰った。

　甥おいであるカールとオスカーが、教育のため遠方にあるマインバッハ家に預けられることとなり、子供たちと定期的に顔を合わせるには、俺の『瞬間移動』が必要だからという理由だ。

　俺としても都合がよく、エリーゼたちも了承したので一緒に屋敷に戻っている。

　翌朝、俺はメイド服姿のアマーリエ義姉さんから給仕を受けていた。

　彼女は実質俺の側室扱いなのだが、公式な身分は侍女長となっており、少しはお役に立たないとということで、俺の世話を専門にしていた。

「お茶、濃すぎないわよね？」

「大丈夫ですよ。実家でもあるまいし」

「そうよね。昔はお湯に色が出なくなるまで、お茶っ葉を何回も使って」

「色はあっても味はない」

「そうだったわね」

　アマーリエ義姉さんがいると、昔の話で盛り上がれるからいいな。

　昔のバウマイスター騎士爵家はケチで、マテ茶の葉を極限まで再利用した。

　最後の方になると、辛うじて色はついていたが、味はまったくしなかったと、そんな話で盛り上がっていたのだ。

「いよいよ色も出なくなったら、掃除の時に床に撒まいたり、流しに撒いて臭いを取ったりしたわ」

「へえ、そんなことをしていたのですか」

　出がらしで掃除をしたり、台所の臭いを取ったり、いわゆる生活の知恵ってやつだな。

　節約のためという理由が一番大きかったと思うが、昔のバウマイスター騎士爵領では洗剤や脱臭剤が手に入らなかったというのも大きいと思う。

「さすがに今は、もうそこまではしていないけどね」

「でしょうね」

　ヘルマン兄さんが継いだバウマイスター騎士爵家も、パウル兄さんの家も、今では普通の貴族になってしまったからな。

　そういう貧しさも、昔のよき──本当にいいのかわからないが──思い出というわけだ。

「昔の癖で、薄めに淹いれてしまうことも多いから気をつけないと」

「そうですか？」

　そう言われると、エリーゼが淹れるマテ茶よりも少し薄いかもしれないが、気になるほど薄いわけでもない。

　朝の鍛錬のあとで汗をかいたから、少しくらい薄めでも全然問題ないんだよな。

　グイグイ飲むにはむしろちょうどいい。

「汗をかいたから、このくらいでちょうどいいかも」

　と言いながら、アマーリエ義姉さんが淹れてくれたお茶を飲み干した。

　もうお茶は十分かなと思っていると、今度はエリーゼがポットを持ってこちらにやってきた。

「あなた、汗をかいたあとは十分に水分を取りませんと」

　教会にはそういう知識もあるのかと感心したが、今はちょっとお腹一杯なので遠慮したいところだ。

「ありがとう、エリーゼ。でも、あとでいただこうかな？」

　ところが、そうは問屋が卸さなかった。

「あなた、遠慮は無用ですよ」

　と言いながら、空になっている俺のカップにマテ茶を注ぐエリーゼ。

　その表情はいつもどおりに穏やかな笑顔であったが、目の奥が笑っていなかった。

「（えっ？　エリーゼはどうして不機嫌なんだ？）」

　俺はなにか、彼女を怒らせるようなことをしたのか？

　ふと、同じテーブルで朝食をとっていたエルに目線で助けを求めるが、こんな肝心な時に限りハルカと楽しそうに食事をしながら話をしていて、俺の助けにまったく気がついていなかった。

「（エルぅ───！）」

　そして、エリーゼのみならず、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマ、カタリーナまでもがお茶を淹れたポットを持って俺の傍そばにやってきた。

「ヴェル、朝の鍛錬で沢山汗をかいたからもっと飲まないと駄目よ」

「そうそう、遠慮せずにグイっといこう」

「ヴェル様なら、まだまだいける」

「まさか、もう飲めないとは仰おっしゃりませんわよね？」

「はい……」

　俺は彼女たちの迫力に負けてしまい、朝からマテ茶を沢山飲み干してお腹がタプンタプンになってしまうのであった。




「どうしてこんなことに？」

　まだお腹はタプンタプンであったが、どうしてこういうことになったのか気になったので、経験豊富そうなテレーゼに相談してみることにした。

　こういう時、彼女の屋敷が近いと便利だな。

「相変わらず、お主はどこか抜けておるの。エリーゼたちは、心の中の葛藤をひとまず置いてアマーリエを受け入れたのじゃ。それなのに、ヴェンデリンがアマーリエとばかり仲良くしていい気分のはずがあるまいて」

「でもさ、そこは屋敷に来たばかりのアマーリエ義姉さんが孤立とかしないように気を使わないと」

　ボッチは辛つらいからな。

　経験者は語るだ。

「それは逆じゃぞ。アマーリエというそなたの義姉は新参者なのだから、最初は給仕だけさせ、エリーゼたちを優先するという姿勢を見せなければ。実際にそうしておったのであろう？　アマーリエは」

「そう言われるとそうだな」

　俺の世話に徹しており、そういえば遠慮して俺を『お館様』と呼んでいたが、普段どおりの『ヴェル君』に直させたのは俺自身だ。

「アマーリエも、お主に命令されたらそう呼ばざるを得ないではないか。いいか、ヴェンデリンよ。お主は当主なのだから、家の者たちに対し自由に命令できるが、その命令で今朝のような不都合が起こることもある。それは覚えておけ」

　奥さんが複数いて羨うらやましいな、と思う人が大半だと思うが、序列とかバランスとか、気を使わなければいけないことが多いのも事実だ。

「エリーゼもみなもいい妻ではないか。そこでアマーリエに当たれば、お主が悲しむと思ったからこそ、ヴェンデリンに沢山のお茶を飲ませることで誤魔化したのだから」

　ヤキモチを焼いたように見せ、俺に釘くぎを刺したわけか。

「俺には過ぎた奥さんたちかな？」

「そう思ったら、次からは気をつけるのじゃぞ」

「反省します」

「わかればいい。素直に反省するヴェンデリンか。可愛かわいいではないか」

　どうも最近、テレーゼがお姉さんぶることが多いような……。

　中身はともかく、実際に年上だから問題ないんだが、俺の精神年齢って成長していないのかな？

「ううっ……年上だからって……」

「複数の奥さんがいる貴族というのは多いが、ヴェンデリンのところみたいに全員の仲がいいところなど珍しい。派閥を作って対立するケースも多いからの。そういうことがないのをありがたく思うがいい」

「わかったよ」

　こういう時テレーゼに相談すると、すぐ答えが出てありがたいな。

　初日は問題があったが、無事にアマーリエ義姉さんはバウマイスター伯爵家に受け入れられ、俺がテレーゼに相談をするケースも増えていくのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「それで、俺は土木工事をすればいいのか？　それとも、毎度毎度の貴族的なお仕事とか？」

「実はですね。かなり冒険者寄りの、お館様たちにとても向いた仕事の緊急性が高まりました」




　屋敷に戻った翌日、俺たちはローデリヒから今日のスケジュールを聞いた。

　いつもどおり、領内の土木工事かと思ったら、別の仕事があるという。

　しかも、冒険者としての要素が強い仕事だとか。

「冒険者的な仕事ってことは、魔物の討伐とかかな？」

「端的にいえば、ルイーゼ様の仰るとおりです。リーグ大山脈の各所に生息するワイバーンや飛竜が、ここのところ急に活動が活発化していまして、急ぎある程度の数を間引きする必要があるのです」

「もしかして、魔導飛行船もよく飛び交うようになったから、彼らを刺激してしまったのかしら？」

「下級とはいえ、竜がそう簡単に増殖するとも思えませんので、概おおむねイーナ様の仰るとおりかと」

　バウマイスター伯爵領の開発が進んで、リーグ大山脈上空を複数の魔導飛行船が飛ぶようになったため、それに刺激されたワイバーンや飛竜の活動が活発化したわけか。

「ワイバーンや飛竜は、それほど繁殖力は高くありません。しかし、生まれる数が少なくても、他の動物や魔物と違って天敵は人間くらいしかいませんので常に結構な数がいるのです。周囲が騒がしくなり、彼らが刺激されたというのが一番あり得そうな理由ですな」

「縄張りを侵されたと思っているのかもね」

　ルイーゼの考えが正しいのか？

　魔物の生態は、野生動物とそう違うものではないからな。

「さらに言うとだ。餌になりそうな人間が沢山、動き回っているからな」

「おい」

　エル、それは事実だと思うが、ちと発言が不謹慎だぞ。

「トンネルが開通したら、さらに活動が活発になるかもしれないわね」

「トンネルの入り口を探り当てるまでにも、結構な数を相手にした」

　トンネルの入り口を探している時、山から度々ワイバーンと飛竜が飛来して、ヴィルマたちも応戦していたからな。

　今後もっと開発が進むと、ワイバーンや飛竜に襲われてしまう人が出てしまうのか。

「それは聞き逃せないお話ですわね。ワイバーンも飛竜も強力な魔物。対応できる者は少ないでしょうから、先日のように私たちの出番ですわ」

「出た！　カタリーナ必殺の『高貴なる者の義務』ってやつが！」

「必殺って……エルヴィンさんも、貴族の家の生まれではないですか」

　エルにからかわれたカタリーナは、自分も貴族じゃないかと反論した。

「今の俺はバウマイスター伯爵家の家臣で、成人した時に貴族じゃなくなってるからなぁ。お館様の命令があれば行くよ」

「もっとやる気を出してくださいまし！」

　この二人、どうも相性が微妙な部分があるようで、カタリーナがエルにつっかかっているのをよく目にする。

　ただほとんどの場合、エルが上う手まくかわしてしまうのだけど。

　エルはコミュニケーション能力も高いので、逆にボッチ資質のカタリーナでは歯が立たないのかもしれない。

「俺もハルカさんもそうだけど、極めて現実的な理由で、ワイバーンや飛竜の相手をする時には集団行動が原則だからさ」

「そうですね。私たちは剣士なので、対人および、地上にいる魔物などの相手が主体ですからね。ワイバーンなど飛べる敵が相手ともなりますと、攻撃された時、回避に合わせて一撃食らわせるのが精一杯です」

「魔法が使えない俺とハルカさんは飛べないからな。ここは、カタリーナの奮闘に期待するよ」

「ワイバーンの羽を切って地上に落としていただけたら、私たちでも対応可能ですね」

「なるほど。そういうことでしたら、風の魔法が得意な私の領分ですわね」

　さすがは夫婦になる二人というべきか、上手く話を合わせてカタリーナの機嫌を元に戻してしまった。

「今回は一匹、二匹狩って終わりという仕事ではなく、集団で効率よく狩る必要があります。ここは一回大々的に間引いて数を減らしておこうというわけです。まあ無理でしょうが、全滅させるのは勘弁してほしいですけど」

「どうしてでしょうか？」

「経済的な問題があるからです」

「ワイバーンと飛竜を定期的に狩り、その素材を市場に流すことで生活している方々もいるでしょうから」

「エリーゼ様の仰るとおりで」

　その昔、リーグ大山脈で飛竜やワイバーンが狩られることなんて滅多になかった。

　それが今では、バウマイスター騎士爵領には常駐の竜狩り専門の冒険者グループが多く滞在するようになった。

　バウマイスター騎士爵領以外にも、リーグ大山脈沿いにそういう拠点を作ろうという計画がある。

　そこで狩られたワイバーンや飛竜が解体され、肉や素材が他の市場へも流れることで、広く流通し始める。

　つまり、多くの人たちの生活の糧になっていくかもしれない矢先に、全滅なんてさせたら彼らが生活できなくなってしまう。

「飛竜やワイバーンがなるべく人間に被害を与えないように間引きつつ、産業としての竜狩りが衰退しない数を狩る。高度な判断が必要なのです」

　多少政治的な判断も必要になるけど、今までの土木工事とは違ってかなり冒険者寄りの仕事だな。

　どの程度の数を狩るのかは全体を把握しているローデリヒの領分で、現場にいる俺たちには判断できないのだが。

「お任せくださいな、ローデリヒさん。貴族たる者、ここぞという時にその力を振るい、下々の生活を守らなければいけないのですから」

　こういう時にこそ、その力で民を救うのが貴族としての義務。

　こういうのを、ノブレス・オブリージュとかいうんだっけか？

　カタリーナがどのくらいの数を狩るか判断するわけじゃないけど、彼女自身は貴族に相応ふさわしい仕事だと捉えているらしく、実に上機嫌だ。

「さすがはカタリーナ様」

「お───ほっほ。私、これでも貴族ですから」

「そのくらいのことはしないと、税も取れない」

「それはそうなんですけど……身も蓋ふたもありませんわね、ヴィルマさん」

　こういう仕事を積極的にこなしてこそ貴族であると言明し、さらにその態度をローデリヒに褒められてテンションが上がるカタリーナであったが、ヴィルマが身も蓋もないことを言ってしまい、すぐに大人しくなってしまった。

「ヴィルマさんも貴族でしょうに……あのエドガー軍務卿の養女なのですから、もっと気合を入れても……」

「養女だし、歴史の長い大物貴族ほど、意外とその辺は醒さめている。それに……」

「それになんですか？　ヴィルマさん」

「これはお仕事。冷静に、効率よくこなすのがいい」

　カタリーナとヴィルマ、仕事に対する考え方に大きな差があるというわけか。

　どちらが正しいってわけでもないんだろうけど。

「それで、ローデリヒさん。私たちはどこでワイバーンと飛竜の駆除を行うのでしょうか？　それと、私たちだけでは手が足りないのでは？」

　とここで、エリーゼが仕事の詳細についてローデリヒに質問をした。

「当然、お館様たちだけではありませんよ。バウマイスター伯爵領側でのワイバーンと飛竜の出現ポイントは複数あり、多くのベテラン冒険者と竜狩り専門のグループを配置いたしました」

　さすがのローデリヒも、この大仕事を俺たちだけに任せるわけがないか。

　すでに、俺たち以外の人員は配置済みだと語った。

「決められた数までは、素材の買い取り金額増額で対応します」

　そこで駆除する予定数まで素材の買取で優遇し、予定の数を早く狩り終えるようにするわけか。

　素材買い取りの優遇が終わってしまえば、ベテラン冒険者たちは魔の森に戻った方が効率もいいから、無理に竜狩りは続けないだろう。

　竜狩り専門のグループも、自分のホームに戻った方が経費もかからないので、狩りすぎを防げるわけだ。

「それはいいんだけど、竜狩り専門のグループって大丈夫か？」

「そうよね。また騒動でも起こされたら」

　エルとイーナが竜狩り専門のグループにいい印象を持たないのは、以前、バウマイスター騎士爵領でブロワ辺境伯家の連中──トーマスたちのことだが──が反乱を起こしたからであろう。

　彼らは竜狩り専門のパーティを装って、バウマイスター騎士爵領に紛れ込んだのだから。

「エルヴィン、イーナ様。あれは、竜狩り専門のグループを名乗った偽物ですから。本物の連中は、あんなリスクばかりで得になりそうもないことはしませんよ。竜狩り専門のグループってのは、シビアな連中の集まりなので」

　集団で、なるべく効率的に竜を狩り、その報酬を喧けん嘩かしないように分け合う。

　確かに、本物の竜狩り専門のグループが犯罪に手を貸すわけがないか。

「ローデリヒさん、詳しいんだね」

「ルイーゼ様、拙者はこれでも昔、短期間でしたが有名な竜狩り専門のグループに所属していたことがありまして」

「ローデリヒさん、経験豊富だなぁ」

　まさか、そんなところでも仕事をしていた経験があったなんて。

　ルイーゼは、ローデリヒの職歴の豊富さに驚いていた。

「そんなわけでして、顔見知りのグループにも今回の仕事を頼んでおります。お館様たちがあちこち移動する必要はありません。お館様たちの担当は、地図でいうとこの付近ですね」

　ローデリヒは地図を広げ、俺たちが担当するエリアを指差した。

「ちょっと人里離れているな」

　位置的にいうと、バウマイスター騎士爵領とパウル兄さんの領地の中間地点くらいか。

　まだ全然開発が進んでおらず、人もまったく住んでいない場所だ。

「この場所ですか？」

「どうしてなのかわからないのですが、ここは人ひと気けもないのにワイバーンと飛竜の活動が活発化していまして、ある程度駆逐した方がいいと判断しました。お館様たちがここを担当するのは、エリーゼ様がいらっしゃるからです」

「治癒魔法ですか？」

「はい」

　人が住んでいる場所に近いエリアなら、冒険者に治癒魔法使いがいなくても、負傷者をそこに運んで治療することができるが、人里離れた場所となると、治癒魔法使いがいないと治療に支障がでる。

　負傷者の生存率にも大きな差が出るというわけだ。

「いくら竜狩り専門のグループでも、治癒魔法使いが所属しているところは少ないですからね。臨時で参加する冒険者ならなおのこと。そこで、エリーゼ様がいるお館様たちが、一番人里離れているポイントの担当というわけです」

「なるほどね。どうせ陛下やブライヒレーダー辺境伯がなにか言ってこないと、トンネルの件は進まないのだし、気分転換に竜退治と洒落しゃれ込むか」

「なにか状況が進んだら拙者から連絡いたしますので、今はこちらの仕事をお願いします」

「わかった、じゃあ出かけるか」

　というわけで、俺たちはワイバーンと飛竜の間引きに参加することになった。

　ローデリヒが指定した場所は、バウマイスター騎士爵領とパウル兄さんの領地の中間地点くらいにある山の斜面。

　先にベテランの竜狩り専門のグループが向かっているということなので、まず『瞬間移動』でバウマイスター騎士爵領へと移動して、そこから魔導四輪で行くことにする。

「すみません、今日は時間がなくて。これ、お土産です」

「仕事があるのならしょうがないさ。帝国のお土産か、すまないな」

　途中ちょっとだけバウマイスター騎士爵領に寄り、ヘルマン兄さんに帝国のお土産を渡しつつ、これからの仕事について話し合った。

「ここは大丈夫なのですか？」

「ああ、あの事件以降、本物の竜狩り専門パーティが交代で常駐するようになったからな。定期的にワイバーンや飛竜が狩られているから、俺たちには活動が活発になった実感がないのさ」

　新当主となったヘルマン兄さんは、バウマイスター騎士爵領を発展させるため、ハチミツとハチミツ酒の増産、農地の開墾、竜狩りを専門とする冒険者たちへの宿舎提供、狩った獲物の解体請け負いも始め、帝国内乱前に比べるとかなり領地が発展していた。

　正直なところ、昔のバウマイスター騎士爵領と比べたら雲泥の差というやつだ。

「ただ、うちから人をまわす余裕はないな。ここが手薄になったらワイバーンや飛竜の襲来に対処できないから」

「そうですね。ですが、そこはご安心を」

　ローデリヒ曰いわく、凄すご腕うでの竜狩り専門パーティを送り込んだので、俺たちと共闘すれば楽勝だということだ。

　ローデリヒがそこまで言うのだから大丈夫のはず。

「では、現場に向かいますので」

「気をつけてな。暇になったら遊びに来てくれよ。子供たちも楽しみにしているから」

　俺たちは、ヘルマン兄さんの見送りを受けながら、ワイバーンと飛竜の活動が活発化している場所へと向かったのだが……。




「って！　あの魔導四輪、えらくスピードが出ていないか？」

　現場へは歩いて行くと時間がかかるし、今まで『瞬間移動』で行ったこともないので、トンネルの時と同じく魔導四輪を使うことにした。

　みんな、ちゃんと練習したはずなのだが、エルたちが乗っている魔導四輪のスピードが妙に速いような……。

　この前ちゃんと全員で練習したんだが、どこか見落としがあったかな？

「ねえ、ヴェル」

「どうした？　ルイーゼ」

「ハルカって、ちゃんと練習したの？　ボクはそんな記憶ないんだけど」

「……」

　そう言われてみると確かに、魔導四輪で練習しながら例のトンネルに向かった時、ハルカは結婚の準備で参加していなかった。

　ということは、彼女は今日、初めて魔導四輪の運転を？

「それにしては、上手じゃないか？」

「えらく速いけどね」

　それは、きっとあれだ。

　ハルカは普段大人しいけど、ハンドルを握ると人格が変わってしまうというか、スピードを出しすぎてしまう人なんだろう。

　この世界にだって、馬に乗ると人格が変わる人もいるから珍しい話でもない。

「特に不都合はないな」

　走っているのは平原で、ほとんど障害物もない。

　交通事故など、そう簡単に起こらないはず。

　初めてにしては運転も上手だし、一番の安心要素は、俺たちが乗っている魔導四輪ではないという事実であった。

「あのさ、ヴェル。ちょっと不思議だなって思うことはないかしら？」

「不思議？　なにが？」

　もう一台、俺、エリーゼ、イーナ、ルイーゼが乗っている魔導四輪も、順調に走っているじゃないか。

　やはりちょっとスピードが速いような気もするけど、今のところは特におかしな点もない。

「エリーゼは、なんでも上手だな」

　今日は珍しく、エリーゼが志願して運転していた。

　でも、彼女は完璧超人だからな。

　ちょっと静かすぎるのは気になるけど、特におかしな点はないわけで……ないよね？

「スピード出しすぎのハルカに、普通に追いついているんですけど」

「離されてはぐれると面倒だからだよ」

　ここは山の斜面じゃないけど、目標に近づけばいきなりワイバーンや飛竜に襲われる可能性もなくはない。

　その点を、エリーゼも考慮しているのであろう。

　ハルカに離されないよう、上手く運転しているじゃないか。

「さすがはエリーゼだな。なにも言わなくても対応できている」

　ところが、それからすぐに状況が変わった。

「ヴェル、向こうの魔導四輪の助手席に座っているエルの顔が青いような気がする」

　ここからだとよく見えないが、エルが運転をしているハルカになにか話しかけているような……。

「エルの奴、運転している人に話しかけるなよ。気が散って危ないじゃないか」

　いくら障害物がない平原でも、それは最低限のルールだ。

　あとで注意しておかないと駄目だな。

「ボクには、ハルカを止めようとしているように見えるけどなぁ……」

　とルイーゼが言ったその直後、ハルカの運転する魔導四輪のスピードが一気に上がった。

　まるで、ドイツのアウトバーンでも走っているかのような速度だ。

「速度メーターを振り切って、さらにスピードが出ているな！　すげえ！」

　地球の車に負けない性能を発揮した魔導四輪に対し、俺は驚きを隠せないでいた。

「ヴェル、感心している場合じゃないって。ほら」

　目がいいイーナが指差した先には、後部座席で地蔵のように固まっているヴィルマと、こちらを向いて助けを求めるカタリーナの姿があった。

「これは予想外だったな……」

　まさか、ハルカがスピードマニアだったなんて……。

「エリーゼ、無理に向こうに合わせなくてもいいからね」

　障害物もない開けた土地だし、最悪事故ってもカタリーナが魔法でなんとかするから……しなきゃ大怪我なのでするはずだが……こちらは安全運転でねとハンドルを握るエリーゼに話しかけたのだが、なぜか彼女は無言のままであった。

　いや、なにか独り言を言っているな。

「……追いつけない……もっと、もっと速度を出さなきゃ……負けられない……もっと行けるはず……」

「あの……エリーゼさん？」

　いつもと、声のトーンが違いませんか？

「大丈夫、まだまだいける……行きます！」

　いきなり叫ぶと、エリーゼは一気にアクセルを全開にした。

「うわっ！」

「「きゃぁ───！」」

　突然の加速で俺、イーナ、ルイーゼは座席の背もたれに押しつけられてしまったが、エリーゼの運転する魔導四輪は、一気にハルカが運転する魔導四輪を抜き去っていく。












「抜いてどうするのよ！」

「あはは……イーナさん、離されてはいけませんから……」

　イーナからの抗議には答えてくれたエリーゼであったが、よく見ると彼女の目は完全に据わっていた。

　笑い方も、いつもと違って変だ。

「エリーゼも、速いのが大好きだったのか！」

　まさか、エリーゼまでスピードマニアだったとは。

　思わぬ事実が発覚してしまったが、この状態で運転を変わるのは不可能であり、さらに……。

「ハルカの魔導四輪が、また抜いた！」

　そして抜き際に、エルの顔面蒼そう白はくな表情と、やはり地蔵のように固まっているヴィルマ、杖つえを抱えながらブツブツ独り言らしきものを言っているカタリーナの姿が確認できた。

　さすがはスピードマニア、しかもハルカは他人に抜かれるのが嫌で堪たまらないタイプのようだ。

　再びエリーゼを追い抜いていく。

「ちっ……」

「ルイーゼ、舌打ちなんて下品だぞ」

「ヴェル、ボクじゃないよ。エリーゼだって」

「はあ？　まさか」

　大貴族の令嬢として厳しく育てられてきたエリーゼが、舌打ちなんてするわけがないと思いつつ、再びハンドルを握る彼女を見ると……。

「私を抜くなんて……やりますね。ですが……」

「……完全に運転手の人選を誤ったな。次から気をつけるか……」

「ヴェル！　それどころじゃないって！」

「事故ったら、なんとかする」

　俺もカタリーナと同じく、杖を取り出して万が一の事態に備えた。

　俺の場合、魔法の発動に杖は必要ないんだが、あった方がコンマ一秒でも早く魔法を発動できて事故の怪我から救われるかもしれない。

　それに……杖でも抱えていないと不安で仕方がないんだ。

「ヴェル、あのジェットコースターの時よりも冷静ね」

「慣れたみたいだな……嫌な慣れ方だけど……」

　あの遊園地のジェットコースターは嫌な事件だったな。

　でも、あれのおかげでエリーゼの暴走にもある程度耐えられているわけで、そう悪いことでもない？

「抜けない……」

「エリーゼ！　抜かなくてもいいのよ！」

「駄目ですよ。この魔導四輪には私たちの旦那様が乗っているのですから……バウマイスター伯爵家の当主が先頭でなくてどうするのですか？」

　家臣の魔導四輪が、主君の乗った魔導四輪の前を走るなどあってはいけないってことか。

　一応筋は通って……。

「ないな……エルは護衛だから俺の前に出ることの方が多い」

　ただエリーゼが、ハルカの運転する魔導四輪を抜きたいだけか。

「ねえ、ヴェル。遊園地の時はこんなんじゃなかったよね？」

　きっとアレだ。

　エリーゼは、自分でハンドルを握ると一番速く走らないと気が済まない性格なんだ。

　今まで、エリーゼが運転したのは練習の時くらいだったから気がつかなかった。

「普段人格者で優しいエリーゼにこんな面があったなんてな」

　あと、ハルカもか。

　普段穏やかな人の方が、こういう風になりやすいのか。

「勉強になるな」

「感心している場合じゃないわよ！」

「ヴェル、ボクが変わろうか？」

「いや、それができたらとっくにやっているから」

　俺も怖くて仕方がないんだが、こういう風に色々と考えながら現実逃避しているのだから。

「ちっ！」

　とここで、またハルカの魔導四輪がこちらを追い抜いたので、エリーゼの機嫌が悪くなった。

　再びアクセルを全力で踏み、ハルカの運転する魔導四輪を追い抜いていく。

　追い抜き様、エル、ヴィルマ、カタリーナの顔を見るとすでに諦めの境地に至っていた。

「（エリーゼとハルカは、以後魔導四輪の運転は禁止かな？）」

「（ヴェル、必ず徹底してよ！）」

「（絶対だよ！）」

「あなた、前を見るとこんなにも青い空が」

「うん……そうだね……」

　ここは無人の草原で、ハルカの運転する魔導四輪を追い抜いたからな。

　前にはなにもなく、空がよく見えるとエリーゼは上機嫌だ。

　それから目的地に到着するまで、エリーゼとハルカは抜きつ抜かれつ、まるで某走り屋漫画のように激しいデッドヒートを繰り返すのであった。




「予定よりも早く到着しましたね、あなた」

「そうだね、エリーゼ」

　俺たちは、予定よりも大分早くワイバーンと飛竜の大量発生ポイントに到着した。

　単純に考えてだ。

　魔導四輪を運転するエリーゼとハルカが、ほぼ全力で競争しながら移動したのだから当然と言えなくもない。

　早く到着したのはいいのだが、二人以外は魔導四輪から降りると眩暈めまいでフラフラだった。

　アーネストから貰もらった酔い止めが効いたのが救いであったが、そうでなければ運転者以外全員、その場に倒れていたはずだ。

「（そりゃあ、あれだけスピードを出し続ければねぇ……）」

「（そっちもかよ、ハンドルを握っているエリーゼの目が据わっていたから、ハルカさんと同じかなって……）」

「（普段とのギャップが激しい）」

「（まだフラフラしますわ）」

　エリーゼとハルカに聞こえない場所で、エルたちが酷ひどい目に遭ったと話をしていた。

「あなた、運転ってとても楽しいですね」

「エリーゼはそう思うんだね、そうか」

「あなたは、そう感じられないのですか？」

「ほら、魔導四輪って移動の道具だからさ。馬に乗っているようなものだから」

「あなたは、そんなに乗馬が好きというわけでもありませんからね。でも、あの速さがたまりませんよね」

「速いのはいいよね」

　スピードマニアであることが判明したエリーゼであったが、魔導四輪から降りるとまるで憑つき物が落ちたかのように、普段どおりの笑顔で俺に話しかけてきた。

　もしかすると、運転で普段のストレスを解消したのかもしれない。

「帰りも、私が運転したいです」

「ええと……」

　どうやってエリーゼを傷つけないように断ろうか考えていると、複数の視線を感じた。

　そちらを見ると、エルたちがなにかを訴えかけている。

　間違いなく、『必ず断れ！』と俺に言いたいのであろう。

「（俺も同じ意見だから安心しろ）ワイバーン退治をしている間に、オイレンベルク領に動きがあるかもしれないから、帰りは『瞬間移動』を使って移動時間を短縮しないと。運転は他の機会に、ね？」

「それもそうですね。私としたことが、すっかりトンネルの件を忘れていました」

「気に入ったのなら、空いている時間に趣味で運転したら？」

　魔導四輪は貴重な発掘品なので、貴族の趣味に相応しいはず。

　乗馬みたいなものだ。

　それに、一人で運転している分には他人を巻き込むこともないわけだし。

「よろしいのですか？」

「そのくらいなら大丈夫さ。元々これは俺たちが発掘したものなのだし」

　屋敷の庭に一台置いて、空いている時間にバウマイスター伯爵夫人が趣味で運転するくらい全然問題ないわけだ。

　帝国内乱以来、エリーゼもストレスが溜たまっているかもしれないので、魔導四輪の運転でそれが解消されるのなら安いものだ。

「エリーゼ様、羨ましいですね」

　その話を聞いたスピードマニアその２であるハルカが、とても羨ましそうな顔をしていた。

「ハルカも一緒にやればいいじゃないか」

「よろしいのですか？　お館様」

「全然構わないよ」

　この二人だけでスピード争いをしてくれれば、俺たちが被害を受けることもないからな。

　逆に大歓迎だ。

「エリーゼ様、楽しみですね」

「はい、私も今から楽しみでなりません」

　と言いながら、キャッキャッと喜ぶ美少女二人。

　ただし、ハンドルを握ると二人とも人格が変わります。

　まあ、二面性のない人間はいないわけだし、たまに運転した時だけそうなっても大した問題ではない。

　それに、俺は絶対一緒に乗らないのだから。

「夫婦二人きりで『ドライブ』っていいですね。この前、アーネストさんからトンネルにあった資料を見せてもらったのです」

　あのクソ魔族！

　余計なものをエリーゼに見せやがって！

　ドライブってことは、俺もつき合わないといけないじゃないか！

　そこはスポンサーに配慮して空気読めよ！

「『どらいぶ』ですか？　エリーゼ様」

「夫婦や結婚する男女が、魔導四輪で遠くに出かけることを『ドライブ』というそうです」

「私も、エルさんと一緒にどらいぶしたいです」

「それはいいですね。二台で一緒にどこかに出かけるっていうのも」

　エリーゼとハルカが運転する魔導四輪でドライブかぁ……確実にスピード競争になってしまうじゃないか！

　しかも、俺は参加することになっているし！

　ふとエルを見ると、どうやら一緒に参加することが決まった奴も顔を青くさせていた。

　まさか、ハルカからの願いを断れるわけないからな。

「（みんな！　って……なぜ視線を逸そらす？）」

　イーナ、ルイーゼ、ヴィルマ、カタリーナは、俺とエルから視線を逸らした。

　その表情には安あん堵ども混じっており、自分たちは巻き込まれないで済んだと思っているのであろう。

　もうハルカとエリーゼの運転する魔導四輪には乗りたくない。

　彼女たちの認識はそれで一致したようだ。

「早くドライブの時間が取れるといいですね、ハルカさん」

「そうですね、エリーゼ様。今からとても楽しみです」

　二人はとても嬉うれしそうであったが、俺とエルは近い将来、それも定期的にあの暴走運転に巻き込まれることが確定したので、今から憂ゆう鬱うつな気分であった。
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「あんたらが、バウマイスター伯爵様御一行か。ローデリヒから話は聞いているぜ……もう疲れているのか？　伯爵様。そんなに遠かったのか？」

「色々と事情がありまして……」

「貴族様ってのは大変だな」

　魔導四輪を降りた俺たちは、少し歩いてワイバーンと飛竜の発生ポイントに到着した。

　ローデリヒの話どおり、そこには数十名規模の竜狩り専門のパーティがテントを張っており、そのグループのリーダーが、俺たちを出迎えてくれた。

　年齢は五十前後。よく焼けた肌と、鍛えられた細身の体に、左目が見えないようで眼帯をしていた。

「『竜リュウ闘トウ団ダン』のリーダーをしているゴルフだ。竜狩り専門のパーティとしては有名な方だな」

「『ドラゴンバスターズ』のリーダーをしているヴェンデリンです」

「そっちが正式名称か、バウマイスター伯爵様。悪いな、ローデリヒからとっくに話を聞いているからさ」

　今日は冒険者としての仕事なのでパーティ名を名乗ってみたが、久しぶりに『ドラゴンバスターズ』の名を出したような気がする。

「その名称、実は忘れてたな」

「こらっ！」

　忘れるとは何事だ。

　俺は、エルを叱しかっておいた。

　……実は俺も忘れかけていたけど。

「ここの領主様とお仕事か。実力のほどは聞いているから、こちらとしてもありがたい。で……人里離れた場所への移動だったから疲れたのか？　俺たちも休んでいるから、こちらへどうぞ」

「すまないな」

　俺たちは、ハルカとエリーゼの運転のせいで心身ともに疲弊していたので、ゴルフさんたちが先にテントを張ってくれていて助かった。

　彼の案内で、大型のテントに案内される。

　『竜闘団』は竜狩り専門の大規模パーティなので、キャンプ地となった現場には複数のテントが張られていた。

　食事の支度もしており、いくつか炊煙もあがっていたが、調理をしている人はとても手際よく作業している。

「大規模なパーティだから、食事も専門の人がいるのですね」

　俺たちの中で一番料理をするエリーゼが、初めて見る大規模パーティの様子に感心していた。

「奥方様は、他の冒険者とはちょっと目のつけどころが違うんだな。いつもこの人数で動くからな、食事は専門のメンバーに任せているのさ。若いが、ここで金を貯ためて店を開きたいと思っている奴だから腕もいい」

「戦闘は？」

「さすがに、料理人志望だから戦闘は素人だな。一応自衛用に武器を持たせてはいるが、狩りの時には退避させているのさ」

　この人数だと、冒険者パーティというよりは小規模な軍隊だからな。

　狩りに参加しない後方支援要員も存在するわけだ。

　大型テントに入ると、すぐに若い見習い団員がお茶を出してくれた。

「他にも、武器、防具、罠わなの整備をしているのとか、食料などの物資調達、経理なんかを担当している奴もいる。ローデリヒは、経理だけじゃなく狩りにも参加してたけどな。昔から器用な奴で、俺はあいつなら『竜闘団』の次のリーダーにしてもいいと思ってたんだが、今じゃバウマイスター伯爵家の家宰様か。完全に雲の上の人になってしまったな」

　早速ゴルフさんは、ローデリヒが『竜闘団』にいた頃の話をしてくれたのだが、昔からなんでも器用にこなしていたのだと感心してしまった。

「ローデリヒさん、どこでも生きていけそうだね」

「ローデリヒが、生きるのに困るってことはないんだろうな」

　その分、若干、器用貧乏の気けがなくもないけど。

「ヴェル様も生きるのには困らないはず」

「まあね」

　ヴィルマの言うとおり、俺は魔法使いなので冒険者をしていれば十分贅ぜい沢たくに暮らせるはずだ。

「それを言うなら、カタリーナもそうかな」

「魔法使いは単独でも十分に生きていけますからね。稼ぐ手段にも事欠きませんし」

　それに加えて、カタリーナは俺よりもしぶとそうだし、ボッチ耐性もありそうだからな。

「ヴェンデリンさん、今なにか失礼なことを考えていませんでしたか？」

「滅相もない。あ───、お茶が美お味いしい」

　俺はカタリーナの追及を誤魔化すようにお茶を飲み干した。

「ゴルフさん、我々は休んでいて構わないのですか？」

「大丈夫さ、お嬢さん。お嬢さんはミズホの方かな？」

「よくご存じですね」

　ハルカは、自分をミズホの人間だと気がついたゴルフさんに驚いていた。

　ヘルムート王国で、ミズホを知らない人は意外と多いからだ。

「竜専門のパーティってのは、有名になると依頼の関係で貴族と知己になることが多い。報酬で、ミズホの産品とかを現物で貰うこともあるのさ」

　貴族が竜退治や竜の素材を求め、報酬の一部としてミズホ焼きなどを渡すわけか。

「なるほど、そうだったのですか」

「俺も何個か焼き物を持っているしな。ちょっと変わっていて好きなんだよ」

　有名な竜狩りパーティのリーダーともなると、他の冒険者よりもインテリというか、稼ぎが違うんだろうなと思った。

　非戦闘要員も合わせて数十名をちゃんと動かし、竜を狩ってパーティを維持しているのだ。

　無能には務まらない仕事というわけか。

「我々も、数時間前にここに到着してキャンプを設置したばかりだからな。明日の狩りのために準備させているし、今日は休んで明日に備えるというわけだ」

「慎重なのですね」

「当たり前さ」

　ゴルフさんは、イーナの問いに当然だと断言するように言った。

「俺たちはそんなに強くないからな。無茶はしないよ」

「弱いのですか？　でも、竜狩り専門のパーティだって……」

「当然、俺も含めてその辺のベテラン冒険者よりも強い奴は何人か存在するさ。でも、弱いのもいるし、新人も常に何名か交じっている。竜狩り専門パーティにおいて必要なのはチーム力だからな」

「チーム力ですか」

「おうよ。バウマイスター伯爵様レベルの魔法使いなら、ワイバーンくらい一人で倒せるだろう？　それを俺たちはこの人数でやっているんだぜ。強いわけがないじゃないか」

　と、イーナに説明をするゴルフさんであったが、さすがに弱いは謙けん遜そんだと思う。

　他の魔物なら、もっと簡単に狩ってしまうはずだ。

　竜という最強に近い魔物を、なるべく犠牲を出さず、効率よく狩れるようチーム戦闘に特化した存在。

　それが、『竜闘団』というわけだ。

「念のため交代で見張りは立てるが、ここにはワイーバーンも来ないから、ちゃんと休んで明日に備えた方がいい。今回はバウマイスター伯爵様たちも参加するから、かなり楽になるけどな」

「ゴルフさん、準備をしている方々がいらっしゃると、さっき仰っていましたが……」

「奥方様、我々は分業制なのでな。今、明日の準備に忙しいメンバーもいるが、明日仕事をする我らは、今はちゃんと休むことが大切。それが仕事でもあるのさ」

「個々のメンバーが確実に自分の仕事をこなすわけですね。ところで、具体的にはどうやってワイバーンを倒すのですか？」

「それはなぁ……」

　活動が活発化したワイバーンと飛竜をどうやって倒すか。

　その方法は、彼らの獰どう猛もうさを生かしておびき寄せるそうだ。

「ここから一キロくらい先、リーグ大山脈に近い森に仲間が罠を設置しているところだ」

　森の大木の間に、多数の頑丈な金属製の網を張るのだと、ゴルフさんは説明してくれた。

「金属網の張り方は、これはうちの団の秘密ってことでな。当然それだけじゃあ捕まえられないので、餌で釣る」

　事前に用意してある、生きた大型の野生動物、魔物などを餌として置く。

「ちょっと残酷なんだが、生かしたままワイヤーで吊つるして、半殺しの状態にするのさ」

　なるほど、そうやってから吊るすと、餌の動物や魔物は大量の血を流しながら大声で鳴き、血の臭いと合わせてワイバーンと飛竜を呼び寄せるわけか。

「バウマイスター伯爵様の奥方様は教会の方だって聞くから、ちょっと説明しにくいんだがね」

　教会において、生きるための糧として動物や魔物を狩ることは悪ではない。

　ただ、いくら竜をおびき寄せるためとはいえ、わざと死なないように傷つけるのは可哀かわい想そうだと、たまに神官から説教を食らうそうだ。

「確かにちょっと感心できませんが、このままだとワイバーンと飛竜が人のいる場所に出現してしまうかもしれない以上、やむを得ないかと」

「奥方様にそう言っていただけると助かるぜ」

　ゴルフさんは、エリーゼに怒られなくてよかったと安堵の表情を浮かべた。

「あらかじめ、魔物の血を準備しておいて撒くとか、鳴き声を声真似するとかでは駄目？」

「なるほど、それならいちいち魔物を惨むごたらしく殺さなくてもいいですわね」

　ヴィルマの出した代案に、カタリーナが感心していた。

「血は、餌の傍に追加で撒いているんだ。ところが、血を撒くだけだと上手くいかないんだよな。竜に見抜かれているのかも。鳴き声も同じでな。その方法が通用するのなら、とっくにそうしているさ。俺たちも好きこのんでこんなことをしているわけじゃない」

　いくら野生動物や魔物でも、時間をかけて死ぬように惨たらしく殺すような真似はしたくないわけだ。

「魔物、生きたまま捕らえるんですよね？」

「これが結構骨でな」

　魔物を捕らえる時に殺してしまったり、あまり弱らせてしまうと餌に使えないのだと、ゴルフさんはエルに説明した。

　いくら大人数でも、大型の魔物や野生動物を生かしたまま捕らえる実力があるのだから、やっぱりゴルフさんたちが弱いはずないのだ。

「餌の仕込みは、明日の作戦直前にやるし、罠の設置はこちらに任せてくれればいい」

　俺たちの仕事は、おびき寄せられて網に引っ掛かった竜にトドメを刺すことというわけだ。

「もしくは、森には引き寄せられたが網に掛からなかった個体の討伐だな。バウマイスター伯爵様たちは魔法使いも多いから、そっちをメインに頼みたい」

　そういえば、『竜闘団』には優れた魔法使いはいないように感じられた。

　初級が一人だけ……いや、もう一人いるか。

　二人いるだけでも大したもの。うちのパーティの魔法使いの数は、ある意味異常だからな。

　それでも竜退治専門パーティとして『竜闘団』が有名なのは、チーム力とゴルフさんの指揮能力のおかげというわけか。

「魔法使いは二人だけですか」

「二人？　ああ、優れた魔法使いは他の魔法使いの気配に敏感ってわけか。それが、うちには一人しか専属の魔法使いがいなくてな」

　若い男性らしいが、まだ冒険者としては新人なので育てている最中だそうだ。

「そこで、知己の冒険者に助っ人を頼んだんだよ。若いけど、竜狩りに慣れているからな。できればうちに入ってほしいんだが、どうも一匹狼おおかみが性に合うみたいだ。顔が広いし、助っ人は断らない奴なんだが……」

「邪魔するぜ」

　ゴルフさんが助っ人冒険者の話をしていると、テントの中に話題の魔力持ちが入ってきた。

　そして俺は、その人物の外見に驚くことになる。

「女性？」

「別に女が冒険者なんて珍しくもないだろう？　ゴルフさん、もうすぐ罠を張り終えるってさ」

「すまないな、カチヤ。わざわざ知らせに来てくれてよ」

「ついでだからな。あたいは網に掛からなかった獲物の担当だからな。それにしても、噂うわさには聞いていたけどすげえな。こんなに魔法使いばかりいるパーティなんてさ」

　と言いながら俺たちを見ている少女は、カチヤという名前のようだ。

　言葉遣いはかなり勇ましいというか男性っぽいのだが、見た目はまるでお人形さんのように整った容姿をした美少女であった。

　身長は百五十五センチほどしかなく、黒に近い茶髪をツインテールにして膝ひざ下したまで伸ばしている。

　服装や装備品は典型的な冒険者のそれであり、白いタンクトップとデニム地に似た短パン、防御力を補強したブーツと、手には薄手の防御用の手てっ甲こう、胸部用のプロテクター、あとはなぜか鉢はち金がねもしていた。

　ミズホ公爵領からでも輸入したのであろうか？

　メインの武器は、細身の長い剣を背中に二本差しているようだ。

　鞘さやについたベルトが、体の前側で十字にクロスしていた。

「あれはサーベルだな」

「サーベルかぁ……」

　剣の収集を趣味にしているエルが、カチヤが装備する二本の剣がサーベルであることを教えてくれた。

　そう言われると、武芸大会の時に見たような気がする。

「エル、サーベルって珍しいのか？」

「一応、剣の一種だから貴族が使っても問題ないけど、なぜか人気がなくて一段下に見られるな」

「そうなんだ」












　普通の剣のように、重厚さがないからだと言われているそうだ。

　探せば重厚感のあるサーベルもあると思うのだが、とにかく普通の剣よりも一段低く見られるので、貴族で使っている人は極端に少ないらしい。

　だからほとんど見たことがなかったのか。

「似たような扱いの剣に、エストックもあるな。細くて突きが主体の剣だから、卑ひ怯きょうに思われるんだよな」

「別に卑怯じゃないだろう」

「貴族が勝手にそう思っているだけさ」

　そんなわけで、貴族で使っている者はほとんどいないそうだ。

　確かに、王都で腰にサーベルやエストックを差している貴族を見たことがないし、武芸大会でも使っている人は少なかった。

「あの双剣は軽量化重視だな」

　日本刀とは違う形の、斬きるを重視する剣の形というわけだ。

　カチヤの戦闘方法は、軽量化された防具を見るにスピード重視であった。

　エルのように叩たたきつける大剣は、その体に合わないのであろう。

「あとは、腰の部分を見てみろ」

「短剣？　ナイフ？」

　カチヤが腰に巻いているベルトには、小さな投とう擲てき用の小剣が十本ほど差してあった。

「スピード重視の戦闘をするから、遠方から投擲して接近するんだ」

　小さなナイフでも、無視すれば刺さってしまう。

　特に顔を狙われることが多いので、カチヤと対戦した相手は、顔を狙って飛んでくるナイフを剣で弾はじくという動作を強要される。

　それでできた隙すきを突いて、接近を図るというわけだ。

「なるほどな」

　エルの解説に、俺は納得した。

　さすがは、剣の才能をワーレンさんに認められているだけのことはある。

「ヴェンデリンさん」

　続けて、カタリーナが俺のローブを引っ張った。

　彼女の言わんとしていることはわかる。

　それは、彼女が魔力持ちだということだ。

　わずかに中級には届いていないが、その魔力を剣の腕前に上乗せすれば相当強いはずだ。

「紹介するよ。たまにうちの助っ人をしてくれるカチヤだ」

　俺たちがお互いに相手を値踏みし終えたところで、タイミングよくゴルフさんが助っ人の美少女カチヤを紹介してくれた。

「それでだ、同じく助っ人をしてくれる……」

「知ってるよ、バウマイスター伯爵様たちだろう？」

　カチヤは、俺たちのことを知っていたようだ。

「色々と話題に事欠かない有名人だからな。実力は折り紙つきだから、あたいも獲物を奪われないよう注意しないと」

「カチヤなら大丈夫だろう？　それに今回は獲物が沢山いる」

「みたいだな。久々の大商いだ」

　竜狩りが大商いとは、このカチヤという少女、その佇たたずまいといい相当な実力者だ。

　見た目で騙だまされないようにしないと。

「あの……あなたも魔法使いですわよね？」

　ここで珍しく、カタリーナがカチヤに対し最初に声をかけた。

「あたいの場合、使える魔法が少ないから、厳密に言うと魔法使いじゃないかも」

「身体強化……スピードを増す魔法ですか？」

「へえ、さすがは『暴風』だな」

「私のこともご存じですか」

「これでも冒険者歴はあんたたちよりも長いからな。『暴風』は有名な魔法使いだ」

　俺はカチヤを同じ年か少し年下だと思っていたんだが、実は年上だったようだ。

　それと、俺たちは実感が薄いのだが、実はカタリーナって魔法使いとしてはかなりの有名人であった。

　俺たちと一緒にいると、周りに強烈な個性を持つ人が多いから目立たないけど。

　主に導師とか。

「ゴルフさんよ。いつもよりも沢山狩れそうじゃないか」

「他の場所で竜狩りをしているパーティや冒険者には負けたくないからな。素材の買い取り価格も大盤振る舞いだし。漏れた分はカチヤに任せて、俺たちも頑張らないと」

「じゃああたいは、落ち穂拾いを頑張るかな」

　網に引っ掛からないで漏れたワイバーンや飛竜を落ち穂扱いとは……どうやらカチヤは、思った以上の実力者のようであった。




　その後、罠を張り終えたメンバーも見張り以外は戻ってきた。

　見張りがいるのは、せっかく張った網に他の動物が引っ掛からないか監視するためだそうで、明日の朝、現場に餌を置いて獲物を呼び寄せるまで監視しておくのだそうだ。

　ほぼ全員が揃そろったので夕食の時間となったが、俺たちと同じく助っ人として加わっているカチヤは、こちらで一緒に食事をとり始めた。

「悪いな、エリーゼさん」

「いえ、大人数で食べた方が美味しいですから」

　どうやら、カチヤはカタリーナとは真逆の性格というか性質をしているようだ。

　さり気なくこちらに加わって夕食を一緒にとり始めたが、エリーゼたちはすんなりと彼女を受け入れていた。

　あまり図々しいとか、馴なれ馴なれしいとか思われない得な性格をしており、自然に人の輪に加わるのも上手だった。

「あっちは、男所帯でな」

「そう言われると、男性ばかりね」

「男女が交じると面倒だからだろうな。特にあれだけ大人数だと」

　数名規模のパーティなら男女混合も珍しくないのだが、『竜闘団』規模のパーティになると、女性が交じるケースが少ない。

　竜退治で人里離れた場所に長期滞在するケースが多いので、女性が交じっていない方がトラブルも少ないと考えられているからだ。

「あたいは普段、一人でやっているからな。冒険者パーティに臨時で助っ人に入る時は、大抵女性がいるから、食事や寝るのが一緒になることが多いのさ」

「不ふ埒らちなことを考える男性冒険者がいるかもしれないからね」

　と言いながら、ルイーゼはエルに視線を送った。

「こらっ！　とんだ風評被害だぞ！　俺はそんなことはしねえ！　というか、ヴェルにも言え！」

「俺こそ、風評被害もいいところだ」

　だから、これ以上嫁はいらないんだって！

　というかその前に、俺はエルたち以外と一緒に冒険者の仕事をしたことがないのだが。

　それで、どうやって他の女性冒険者に手を出すというのだ？

「もしそうなると、あたいがそいつをボコボコにしてしまって戦力が落ちるからな。臨時で加わった手前、距離を置いて気を使うわけだ」

「不覚は取らないわけだね」

「あんたもそうだろう？　ルイーゼ」

「それもそうだね」

　夜陰に紛れてこっそりとルイーゼに襲いかかる。

　まず常人には不可能だよな。

「もっとも、ボクとしてはそこでヴェルが夜よ這ばいとかかけてくると、それはそれで嬉しいかも」

「私もいるんだけど……」

　野営の時、いつもルイーゼの隣で寝るイーナが、ルイーゼに抗議した。

「じゃあ、三人で」

「しないわよ……」

「するか！」

　いくら休憩中でも、仕事中にそんなことをするか。

　屋敷に戻ってからするわ！

　俺は仕事に真面目な日本人なんだからな。

「みんな、仲がいいんだな」

「エル、ルイーゼ、私とヴェルは、一番最初にパーティを組んでいるからね」

「そこに私が加わって」

「次に私が加わった。終わり」

「ヴィルマさん、私もいますけど……」

「忘れてた」

「忘れないでください！」

　格好は派手なのにボッチ体質のカタリーナが、自分の存在を忘れたと言ってのけたヴィルマにツッコミを入れた。

　本当に忘れているわけではなく、この二人はいつもこんな感じなのだ。

「あたいも冒険者になってから色々なパーティに参加してみたんだけど、なかなかしっくりくるところがなくてな。今の助っ人に入るパターンが定着してしまったのさ。これが意外と性に合っていてな。稼げる仕事にも困らないし」

　実際の戦闘力は明日にならないとわからない部分もあったが、ゴルフさんと知り合いだったり、他にも冒険者の知己が多いようで、カチヤはいわゆる『コミュニケーション能力に優れた人』なのであろう。

　日本で転職活動とかすると、すぐにいいところに就職できるかもしれない。

　逆に、カタリーナとかは苦戦しそうだけど……。

「ヴェンデリンさん、今なにか失礼なことを考えませんでしたか？」

「いえ、滅相もない」

　俺はブルブルと首を横に振った。

「なにかデザートがあった方がいいですね」

　夕食も終わりみんなで話を続けていたが、さすがは女性比率が高い冒険者パーティ。

　しかも、臨時に加わった人も女性とあって、甘い物を欲し始めたようだ。

　エリーゼが俺を見たので、魔法の袋からなにかを出してほしいのであろうと理解した。

「飯をご馳ち走そうになったから、あたいが準備するかな」

　とここで、カチヤがデザートを準備すると言った。

　どこにそんなものがと思うと、彼女は魔法の袋を取り出した。

「魔法の袋か、もしかして汎はん用ようとか？」

「勿もち論ろん汎用さ。あたいの魔力量で魔法使い用の袋を使うと、容量が少なすぎてな」

　カチヤは、軽くエルの質問に答えた。

　魔法使い用の魔法の袋は、その人の最大魔力量で収納量が決まってしまう。

　カチヤくらいの魔力だと、少なくともワイバーンや飛竜を狩る時には袋の容量が足りなくなってしまうはずだ。

「かなり高かったけど、便利だからな」

「買えるって時点で凄すごいけどな」

「そうですね。ミズホでも汎用の魔法の袋は高価ですから」

　さすがのミズホでも、量産性に優れコストを下げた汎用の魔法の袋ってのは難しいようだ。

「デザートを準備していただけるとか。では、お茶を淹れましょう」

　甘いデザートにはお茶が一番。

　そして、俺たちの中で一番お茶を淹れるのが上手で、お茶に一家言あるのはエリーゼである。

　彼女はいつもどおり丁寧にお茶を淹れ始めた。

「悪いな、エリーゼ。今日の昼、向こうの若い奴がお茶を淹れてくれたんだけど、濃く淹れれば美味しいだろうくらいに思っているみたいで、不ま味ずかったんだよなぁ」

「その方は慣れていなかったのでしょう」

「新人にお茶くみか。ありそうな話だ」

　と言っているエルだが、実はお茶なんてろくすっぽ淹れた経験がない。

　どうせ不味いので、誰も淹れてくれと頼まないのだが。

「新入りだから、雑用を任されたわけだ」

　日本でもそうだったな。

　俺も新入社員の時、お茶を淹れるのが下手で上司から怒られたものだ。

　『お茶くらいちゃんと淹れられない奴が仕事ができるのか？』と。

　当時はあまり関係ないと思ったが、これも悲しきサラリーマンの宿命。

　『そうですね』って言いながら、それなりに淹れられるようになったものの、残念ながらエリーゼにはまったく勝てないわけだが。

「でも、お茶は女性が淹れた方が美味しいよな」

「確かに、エルの言うとおりだ」

　あくまでも、気分的な問題……実はそれもかなり重要ではあるが。

「たまには、俺がお茶を淹れてもいいけど」

「その必要はないかな」

　お前も、その『竜闘団』の新人と同じで、お茶は濃く淹れればいいと思っているからな。

「エルさん、私もお茶を淹れますね」

「やったぁ───、ハルカさんもお茶を淹れるのが上手だよな」

　ハルカ、ナイスフォロー。

　エルがお茶を淹れると、マテ茶の不自然な甘さと苦さが混じって、お茶請けのデザートが不味くなってしまう。

「それでお茶請けはなんだ？」

「これだ」

　カチヤは魔法の袋から拳大の塊をいくつか取り出したが、俺たちには見覚えがあった。

「マロイモか」

「バウマイスター伯爵様、よく知っているな。あたいの故郷の特産品なんだ」

　なんとカチヤは、あのオイレンベルク領の出身だという。

「そうなのか、あの領は今大変……うぐっ！」

　エルが余計なことを言おうとしたので、ヴィルマとカタリーナが慌てて口を塞ふさいだ。

「（どうして？）」

「（トンネルの件は内緒。そのくらい子供でもわかる）」

「（いくらカチヤさんがオイレンベルク領の領民でも、不用意に秘密を漏らせば陛下から叱られますわよ）」

「（すまん……）」

　カチヤの口から他の貴族に情報が漏れると困るからな。

　彼女は竜退治をしている関係で、貴族の知り合いがいるかもしれないのだから。

「どうかしたのか？」

「いいや、なんでもない」

「カチヤさん、実はこのマロイモ、我が家に献上してくれた方がいたのです」

　ここで、エリーゼが上手く誤魔化してくれた。

　本当は、神官であるエリーゼは噓うそをつくのは嫌なのだろうが、貴族の正妻としては今回は仕方がない。

「バウマイスター伯爵様は有名だから、そんな人もいて当然か」

「このマロイモ、甘くて美味しいですよね」

「うちの故郷って農地しかない田舎だけど、これだけは自慢の特産品でな。早速調理するよ」

　カチヤは、再び魔法の袋から大きめの鍋と、なにか大きな葉っぱを取り出した。

「あら、魔の森に生えている木の葉っぱですわね」

　最初にカタリーナが気がついたが、これは魔の森に生えているバナナの葉っぱであった。

「あたいはオイレンベルク領の出身だから、マロイモを甘く蒸ふかす方法は親から教わっているのさ」

　まずカチヤは、用意したマロイモを水で軽く洗ってからフォークで数ヵ所穴を開けた。

　次にそれをバナナの葉で包み、底に木の枝を敷いた鍋に入れて蓋をする。

　弱火にしたたき火で鍋ごと温め、時おりフォークでマロイモを刺して火の通り具合を確認していた。

「随分と本格的ね」

「そうか？　オイレンベルク領だと、みんなこうやってマロイモを蒸すんだぜ。葉っぱは他の木の葉を使うけど」

「地元ならではのやり方なのね」

　イーナが感心しているが、実はサツマイモを甘く蒸かす方法によく似ている。

　サツマイモを甘く蒸かすにはゆっくりと火を通さなければならい。だから火を弱くし、葉で包み、鍋底にマロイモが触れないよう木の枝を敷いたのであろう。

「ヴェル、相変わらず変なことに詳しいね」

「いいじゃないか」

　せっかくマロイモを食べるのだから、甘いに越したことはない。

「さてと、そろそろ完成かな」

　最後にカチヤがフォークで火の通りを確認し、これで蒸かしマロイモの完成となった。

「この前里帰りした時に大量に持ってきたから遠慮なく食べてくれ」

「貴重な品なのでは？」

「外ではそうなんだけど、地元の人間はよく食べているからな。あたいも、こうやって家族から大量に持たされているし」

　自分の家で栽培しているのだから、気軽に手に入るのは当然か。

「「「「「「「「いただきます」」」」」」」」

　早速蒸し上がったマロイモを食べてみるが、この前、自分たちで調理した時よりも甘かった。

　俺もカチヤの調理方法を見るまで、サツマイモを甘く蒸かすコツを忘れていたからな。

　次からは、ちゃんと蒸かすようにしよう。

　いや、待てよ。

　専門の調理機具の製造を急がせるか……。

「甘くて美味しいですね、あなた」

「さすがはマロイモの産地が故郷なだけはあるな」

「このくらいなら、誰でも覚えられるだろう？　今度からこうやって調理してくれ」

「なかなか手に入らないですけど」

　エリーゼの言うとおりで、今度オイレンベルク領に行ったら売ってくれるかな？

「あたいは、オイレンベルク領の出身だからな」

「実家はマロイモ農家なの？」

「まあ……そんなところだな」

　ルイーゼの問いに対し、少し言い淀よどんだか？

　気のせいかな？

「食い終わったら、明日に備えて寝ようぜ」

「そうですわね、明日は早いですし」

　ちょっと気になったが、カチヤがオイレンベルク領の出身なのは間違いないであろう。

　マロイモを食べ終わった俺たちは、明日に備えて早めに就寝するのであった。
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「うへえ、残酷なんだね」

「可哀想だが、新鮮な血が必要でな。この血の臭いが、ワイバーンや飛竜を呼び寄せるのさ」




　翌日、俺たちは簡単な朝食を終えてから、昨日『竜闘団』のメンバーが網を張った森へと移動した。

　北にリーグ大山脈が見えるこの森に活動が活発化したワイバーンや飛竜を呼び寄せるわけだ。

「この網、こんなに糸が細くて大丈夫なのかしら？」

　イーナが、木と木との間隔が広く、ワイバーンや飛竜が通れそうなポイントに張られた網を指で触りながら疑問を口にした。

「イーナさん、不用意に網に触らない方がいいぜ。皮膚が頑丈な竜ならともかく、人間の肌なんて簡単に切れてしまうから」

「そうなんですか？」

　『竜闘団』の若い団員に注意され、イーナは慌てて網から手を離した。

「竜に見えにくいよう、網に使う金属の糸は細いんです。その分、網目の間隔は狭くしてありますけど」

「壊れないの？」

「相手は竜なので壊れますよ。何組も予備を持っていて、使い終わったら修繕に出すんです」

　特殊な合金を使った網のようだし、修繕費用は高いんだろうな。

　それでもこの網に引っ掛かってしまえば、あとは弓や槍やりの投擲で遠距離から攻撃できる分安全か。

　そしてワイバーンと飛竜を呼び寄せる餌は、同じく昨日生け捕った熊であった。

　前に、ヴィルマが一撃で首を刎はねた熊と同じくらいの大きさだ。

　これを逆さにして木に吊るし、首筋や手、足の頸けい動どう脈みゃくがある場所を切り裂いていく。

　熊は大声で鳴きながら大量の血を流した。

「臭うね」

「臭う」

　ルイーゼとヴィルマは、敏感に血の臭いを感じていた。

「ワイバーンと飛竜はもっと臭いに敏感だからな。さて準備も終わったから、全員所定の位置につけ」

　ゴルフさんの命令で、『竜闘団』のメンバーはあらかじめ決められていた位置に待機する。

　俺たちも、事前に指定されていた場所に移動した。

「どのくらいで来るんだ？　ヴェル」

「十分くらいだそうだ」

　俺は、ゴルフさんから聞いていた情報をエルに伝えた。

「あの鳴き声を聞くと、俺が餌でなくてよかったって思うよ」

「あの鳴き声も、ワイバーンを引きつける餌だから仕方がない」

　体中を切り裂かれ、出血が激しいのに殺してもらえない熊が可哀想な気もするが、とてもよく考えられた狩猟法でもあるなと、俺は思った。

「効率いい方法だと思う」

　同じく狩猟のプロであるヴィルマは、『竜闘団』の考えた戦法を褒めた。

「そうだな」

　沢山の人を指揮できる優秀なリーダーが不可欠だし、装備品や物資が大量に必要で、網も毎回修理しないといけないが、理論的には魔法使いがいなくても竜が退治できるわけだ。

　勿もち論ろん、いた方がいいだろうけど。

「それでも危険には違いないですわ」

「それは当然さ」

　仕掛けた網が破れてしまったり思わぬ反撃を受けて、怪我くらいで済めばいいが、たまに死者が出るそうだ。

　それでも、頭割りにすれば新人でも普通の冒険者よりも圧倒的に稼げる。

　下級扱いのワイバーンと飛竜とはいえ、自分の命をチップに、竜を退治して稼ぐというわけだ。

「ヴェル、来たよ」

「相変わらず『探知』が早いな」

「ボクの得意技だからね」

　みんなで話をしているうちに、ルイーゼがここに迫る竜の反応を確認した。

　続けて俺も気がついたが、反応からしてワイバーンが三匹か。

　普通の冒険者からしたら厄介で脅威だが、今日は割のいい獲物でしかない。

「血の臭いに釣られてきたわね」

「餌は新鮮な方がいいんだな」

「そうね」

　投擲用の槍を構えるイーナが、生きたまま吊るされてから体を切り裂かれ、大量出血した熊を見ながら言った。

　地球なら動物愛護団体が抗議してきそうな光景だが、この世界では竜を罠に嵌はめるのにもっとも効率がいい手段というわけだ。

　リーグ大山脈から滑空して森まで降りてきたワイバーンは、自分たちが通れそうな木の間を器用に潜くぐり抜けながら飛行し、餌である熊との距離を詰める。

　そして、通り道である木と木の間に仕掛けてあった網に引っ掛かった。

「「ギャァ───！」」

　二匹のワイバーンが網に引っ掛かった。

　普通の網なら簡単に破られてしまうだろうが、特殊な金属で編まれた網は、竜でもそう簡単に突破できない。

　網に引っ掛かったワイバーンが、怒りと痛みを伴った鳴き声をあげる。

「今だ！」

　ここでゴルフさんからの掛け声が響き、隠れるように配置されていた『竜闘団』のメンバーが、矢と投擲用の槍で網に引っ掛かったワイバーンを一斉攻撃する。

　あまり動けないワイバーン二匹の体に、次々と矢と槍が突き刺さった。

「心臓を狙え！」

　ゴルフさんが、まだ暴れているワイバーンに早くトドメを刺すように命令した。

　本当は頭部を狙うのが一番確実なのだが、頭部は剝はく製せいにしたものが貴族や金持ちにいまだに高く売れる。

　剝製を作る職人は傷がない頭部を高く買ってくれるそうで、稼ぎを増やすためゴルフさんは心臓を狙わせているというわけだ。

　作戦が成功してワイバーンはほとんど動けないので、早く心臓に矢と槍を突きさせばそう危険でもないか。

「とは言ってもなぁ……」

「難しいですね」

　久しぶりに弓を使っているエルと、同じくミズホ製の和弓に似た弓を用いて矢を放つハルカであったが、ここはちょっとワイバーンの心臓を狙うには場所がよくなかった。

　ワイバーンの体には突き刺さっているが、心臓に命中させられないで苦戦していた。

「ハルカって、弓も使えるんだね」

「抜刀隊に所属していると、基礎ではありますが他の武器の稽古もありますので」

　基礎だけという割には、ちゃんとワイバーンに当てているので腕はかなりよかった。

「（弓を構えるハルカさん、凛り々りしくていいなぁ……）痛っ！　ヴェル、なにするんだよ？」

「早くワイバーンの心臓に当てろよ！」

　エルが時おり弓を構えるハルカを見てニヤけていたので、俺が後ろから拳げん骨こつを落としておいた。

「ここは位置が悪いって」

　確かに、ちょっと位置が悪いのは事実か。

　死角というほどではないが、ワイバーンがなかなかこちらに胸を晒さらさないからだ。

「俺が魔法で狙うか？」

「ヴェル、ちゃんとゴルフさんの指示に従えって」

「わかったよ」

　ゴルフさんの見立てでは、これから次々とワイバーンと飛竜がここに来るそうなので、俺、ルイーゼ、カタリーナは網にかかった竜に手を出すことを禁止されていた。

　『竜闘団』と、助っ人のエル、ハルカ、イーナ、ヴィルマだけで対応できるうちは、俺たちは手を出さない。

　俺たち三人は、あくまでも最後の切り札というわけだ。

　当然エリーゼは治癒魔法担当なので、戦闘には参加していなかった。

「今よ！」

　とここで、イーナがわずかなチャンスを物にして、ワイバーンの心臓に槍を突きさすことに成功した。

　イーナの魔力が増えた分、投擲した槍の貫通力も上がっており、心臓に命中すれば一撃というわけだ。

「よっしゃ！」

　続けて、『竜闘団』のメンバーの一人がもう一匹のワイバーンにトドメを刺すことに成功し、まずは二匹の討伐に成功した。

「やったな」

「でも、ヴェル様。ワイバーンはもう一匹いる」

　そういえばそうだった。

　三匹山から降りてきて、網にかかったのは二匹。

　もう一匹は、運よく網が仕掛けていない木の間をすり抜けて逃げたようだ。

「残念」

「戻ってきても、ヴェル様なら一撃」

「それもそうか」

　みんなで網にかかったワイバーンと飛竜の相手をしている時、網にかからなかった個体が戻ってきたり、追加でワイバーンと飛竜がやって来た時のために俺たちはいる。

「でも、心配ないかも」

　ヴィルマは、残り一匹のワイバーンが逃げていった方向を見ると、すぐさま大おお斧おのを構え直した。

　俺の『探知』にも反応がある。どうやら戻ってきたようだ。

「急いで外せ！」

　『竜闘団』のメンバーが、トドメを刺した二匹をまだ網から外している最中なので、ここは俺の出番というわけか。

　俺はいつでも魔法を放てるように身構えた。

「ヴェル様、必要ないみたい」

「……そういうことか」

　狩りが始まってからカチヤの姿を見かけなくなったが、ようやくここで仕事開始のようだ。

　死んだワイバーンを網から外している『竜闘団』のメンバーに接近しつつあった三匹目のワイバーンであったが、ある位置まで接近したところで上から落ちてきた影と交差した瞬間、首から真っ赤な血を噴き出しながら地面に落下し、数十メートルほど地面を抉えぐりながら滑って停止した。

　どうやら木の上に潜んでいたカチヤが加速しながらワイバーンの首近くに落下し、瞬時に得物の双剣でワイバーンの首を切り裂いたようだ。

　いくら竜でも、首の頸動脈を大きく断ち切られれば大量出血を起こして死んでしまう。

　ワイバーンは、まさしくその状態になったというわけだ。

「速い」

　木の上で気配を殺して獲物を待ち、魔法を使って強化した落下速度と、双剣の切れ味で、一瞬で頑丈なワイバーンの首を大きく断ち切る。

　なかなか普通の冒険者にはできないことだ。

「魔法で加速までかけて落下したのに、地面に叩きつけられないのか」

　硬いワイバーンの首を切り裂かなければいけないので、相当な加速をかけたはずだ。

　常人なら地面に叩きつけられて、大怪我か死んでしまうであろう。

　潜んでいた木もかなりの大木で、随分と高い場所から攻撃を仕掛けていたし。

「ヴェル様、もう一度カチヤが落下した時、地面を見ればわかる」

「ヴィルマは見えたのか」

「ルイーゼも見えたはず」

　二人とも、動体視力がとてもいいからな。

　どうも戦闘センスでは、二人に勝てそうにない。

「また来た！」

　イーナが一匹、『竜闘団』が一匹、カチヤが一匹のワイバーンを始末し、死骸を魔法の袋に回収し終わったところで、また血の臭いに釣られてワイバーンと……。

「飛竜も交じってるな」

「倒し方は同じですわ。今度は私たちの出番があるといいですわね」

「どうせもう少しすれば、嫌でも忙しくなるさ」

　今は仕事がない俺たちだが、みんな疲労してくるだろうからすぐに忙しくなるはず。

　どうやら、この近辺のリーグ大山脈に生息する多くのワイバーンと飛竜が、血の臭いに気がついたみたいだ。

「というわけで、俺たちは最後の切り札というわけだ」

「エリーゼさんの出番がないといいですわね」

　カタリーナは、エリーゼの治癒魔法が必要な怪我人が出ないことを祈っていた。

　とはいえ、そう簡単に全員が無傷というわけにもいかない。

「大丈夫ですか？」

「ああ、完全に死んだと思って油断した。尻尾で張り飛ばされて骨折とは情けない」

　森の木の間に張った網にワイバーンと飛竜を追い込み、離れた場所から大量の矢と槍、一部魔法でトドメを刺す。この方法で『竜闘団』は次々とスコアを稼いでいたが、時おり負傷者が出てエリーゼに治療されていた。

「今回は優秀な治癒魔法使いがいるから楽だな。ありがとう」

「いきなり全力で骨折した腕を動かさないでください。元通り動くまで少し時間がかかりますので」

「無茶はしないようにするよ」

　エリーゼに治療してもらった中年男性がお礼を言いながら竜狩りに戻っていく。『竜闘団』に所属している人の稼ぎは多いが、その分リスクも高いというのがよくわかる。

　ちょっとした油断が、いきなり死に繫つながるかもしれないからだ。

　それでも彼らは、次々と網に引っ掛かったワイバーンと飛竜にトドメを刺していき、死んだ獲物を網から外して、『竜闘団』が保有する魔法の袋に回収していく。

　これだけの巨体を現場に残すと網に新しい獲物が引っ掛からなくなるし、賢い竜は同類の死体を見て逃げ出すケースもあるらしいので、すぐ魔法の袋に仕舞うそうだ。

「慣れてきたな」

「そうですね」

　エルとハルカは、久しぶりに扱う弓矢にも慣れてきたようで、上手く命中させられるようになってきた。

「活動が活発化したって聞いたけど、本当に数が多いのね」

　イーナも次々と槍を投擲し、網にかかったワイバーンと飛竜にトドメを刺していく。

「私も久しぶり」

　大斧を投げると網が壊れやすくなるという理由で、ヴィルマも久しぶりに鉄弓を使ってワイバーンと飛竜を狙撃し始めた。

「上手ですわね。魔銃と比べるとどうですか？」

「どっちも、一長一短」

「納得したような、しないような……」

　帝国内乱ではデータ収集目的でミズホから魔銃を預けられたヴィルマであったが、今は試作品を返却して鉄弓を使っていた。

「矢が切れちゃった」

「俺、持ってる」

　『こんなこともあろうかと！』ではないが、暇な時間に作っておいてよかった。

「ヴェル様最高、愛している」

　俺から予備の矢を貰ったヴィルマは、そのまま鉄弓による狙撃を続行した。

　矢もすべて鉄でできているため、竜に当たると普通の矢よりもよく貫通していた。

「ヴェル様、あそこ」

　ちょっとだけ射撃をやめたヴィルマが指差した場所では、再び木の上に戻ったカチヤが、森の奥に逃走しようとする飛竜の首を切り裂いていた。

　かなりの高度から魔法で加速しながら落下するカチヤがどうして怪我をしないのか。最初は気がつかなかったが、それは地面にぶつかるギリギリで、わずかに『飛ひ翔しょう』に似た魔法を発動させていたからだ。

「地面への激突や、落下時のショックを防ぐだけか……」

　カチヤは速度アップの『身体強化』しか使えないと言っていたから、空を自由に飛べる『飛翔』は使えないであろう。

　あくまでも、地面への激突を防ぐ揚力を一瞬だけ作り出す、クッションのような魔法というわけだ。

「基本戦術は待ち伏せから、魔法で速度を強化して急所を攻撃、『飛翔』モドキで体勢の立て直しとダメージの軽減を図る、か」

「効率いい」

「そうだな」

　カチヤは『竜闘団』の助っ人というか落ち穂拾いで来ているけど、その気になれば単独でもワイバーンや飛竜を狩れるからな。

　『竜闘団』のメンバーよりも、圧倒的に稼いでいるであろう。

　まさしく凄腕の冒険者というわけだ。

「冒険者の世界は広い」

　確かにヴィルマの言うとおりだ。

　こんなに凄い冒険者がいるなんて知らなかった。

「バウマイスター伯爵様、頼むぜ！」

「わかった。ルイーゼ、カタリーナ」

「ようやくボクの出番か」

「本命登場ですわ」

「それはヴェルなんじゃないの？」

「これでも私、カチヤさんと同じくみなさんよりも先輩なので」

　餌である熊の血の他に、これまでの数時間で倒したワイバーンと飛竜の血も合わさり、さらに濃くなった血の臭いに釣られ、リーグ大山脈からワイバーンと飛竜がこちらに次々とやってくる。

　普段の『竜闘団』なら、危険なのでここまで粘らないそうだが、今日は俺たちがいるので長時間狩りを続けていた。

　だが、さすがに限界らしく、あとは俺たちに任せたと言ってきた。

　怪我はエリーゼが治療できるが、疲労感は治癒魔法では取り除けない。

　休憩が必要というわけだ。

「さてと、なるべく無傷で、首は綺き麗れいな方がいいのか」

　俺を餌だと思って接近してくる飛竜に対し、『ウィンドカッター』を操って攻撃した。

　飛竜は俺が放った『ウィンドカッター』をかわして余裕そうな顔をしたが、ここまでは計算どおりだ。

　一旦回避した『ウィンドカッター』がブーメランのように戻ってきて、後方の死角から飛竜の首を一撃で刎ねた。

　首を失った飛竜は、その切り口から滝のように血を噴き出しながら地面に落下する。

「それでは私も」

　カタリーナも同じ魔法でワイバーンの首を一撃で刎ねる。こうなると、あとはどちらが多く狩るか競争であった。

「ヴェンデリンさん、私が勝ったら今度バウルブルクにオープンした喫茶店に『私だけ』連れていってくださいね。内装がお洒落で女性に人気のお店だそうで」

「もしかして、店内は女性ばかりか？」

　負けた罰ゲームとしては全然大したものじゃないから勝負してもいいけど、そういう女性しかいない店に行くのは苦手なんだよな。

　居場所がないような気がして。

「それなら負けなければよろしいではないですか」

「それはそうなんだけど……」

　こういう技術やコントロールを必要とする魔法勝負だと、まだ経験者であるカタリーナに分があるんだよな。

「そういうことなら、ボクもその勝負に参加するね」

「ルイーゼは勝ち目がないじゃないか」

　ルイーゼは近接戦闘オンリーなので、カチヤと同じく木の上から下を通るワイバーンと飛竜を倒していた。

　気配を殺して、まるでフワっと羽のように首の後ろに着地、そのまま首をへし折るという方法でスコアを稼ぎ『竜闘団』の面々を驚かせていたが、この方法は魔法よりも効率が悪い。

　どうしても、魔法に手数で負けるのだ。

「そうだった！　じゃあ、カタリーナのスコアと合算で！」

「狡ずるいなぁ……」

「三人になってしまいますが……それでもよろしいですわ」

　俺の意思は確認されないまま、ルイーゼとカタリーナが組むことになり、この時点で俺の負けは確定した。

　ちょっと理不尽である。

「バウマイスター伯爵様、浮気をしてその可愛らしい奥さんを怒らせると、首をバキっと折られるわけか」

　俺たちの話を聞いていたゴルフさんにからかわれてしまった。

　というか、よく聞こえたな。

「ゴルフさん、ボクはそんなに懐の浅い女じゃないよ。ヴェルに女性が近づくなんてしょっちゅうだから、いちいち嫉妬していたら保もたないもの」

「そうですわね。冷静に判断してからの対処が必要ですわ」

「バウマイスター伯爵様、よくできた奥さんたちでよかったな。訂正するぞ。あんたは浮気なんてできないんだな」

「……」

　そんなことはないぞ。

　俺だって、その気になれば……無理か……。

「今日の狩りは夕方までだ。暗くなると木にぶつかるから、ワイバーンと飛竜は血に寄ってこなくなるんだよ」

　あの大きさだと、暗くなってから木の間を飛行するのは危険だと判断するわけか。

「頑張って倒すよ」

「ルイーゼさん、ヴェンデリンさんに負けないようにしませんと」

「二対一で負けると格好悪いからね」

　その後は、休憩を終えたエルたちと『竜闘団』も加わり、わずか一日で多くのワイバーンと飛竜を狩ることができた。

　その数は当初の予想を大きく上回り、俺たちは予定よりも短い四日間で目標の数を狩ることに成功したのであった。




「さすがはお館様、他のポイントよりも早く予定の数を狩ることに成功しましたな」

　無事ワイバーンと飛竜狩りを終えた俺たちは、バウルブルクに新設された冒険者ギルド支部の隣にある魔物の解体場でローデリヒと話をしている。

　他のポイントを担当した冒険者やパーティは、まだ予定の数を狩れておらず、俺たちが一番で解体場に獲物を持ち込んでいた。

「俺たちも、パーティや戦術を強化してこれまでの記録を上回る数を狩ったんだが、やはり高位の魔法使いには負けるよな」

「ゴルフ殿、実際に見ると凄いでしょう？」

「ローデリヒほどの男が仕官した理由がよくわかったぜ」

　俺の『瞬間移動』を用いて一緒に戻ってきたゴルフさんも話の輪に加わって、昔の部下であるローデリヒと話し込んでいる。

「ざっと計算してみたのですが、拙者の予想よりも少し成果が多いような……」

「ローデリヒは鋭いな。あの娘だよ」

　ゴルフさんが視線を送った先には、助っ人として参加し、自分が狩った獲物の報酬を今冒険者ギルドの職員から受け取っているカチヤがいた。

　単独で竜を狩れる彼女は、この四日間でかなりの成果を得ていた。

　嬉しそうに貰った金貨の枚数を確認している。

「ほほう、なかなかの腕前で」

　ローデリヒは、カチヤの実力を値踏みするかのように見ていた。

「ちょくちょく一緒にやっているんだが、あのとおりの実力者さ」

「予定よりも早く終わってよかったですな」

「一日延びると、増える経費もバカにならないからな」

　同じ数の獲物を狩るのに、日数が短ければ経費もかからないのは当然だ。

　一人二人なら大した差でもないが、『竜闘団』は大所帯だ。

　その辺の経費計算はシビアになって当然。シビアでなければ『竜闘団』は潰つぶれてしまうかもしれないのだから。

「見た目は、いかにも前衛戦闘専門って感じなのにね」

「昔はそうだったさ」

　ゴルフさんはルイーゼに、昔は自分も体を張って前線で戦っていたさ、と語った。

「片目が見えなくなったのも、若気の至りってやつでな。竜を狩るパーティのリーダーは指揮能力と組織運営に長たけていないと駄目なのさ」

「腕力もないと駄目そうだね」

「ルイーゼ殿はよくわかっている」

　竜狩りは危険だが、報酬が多いのが魅力なので人は集まりやすい。

　ただ、これは他の冒険者も同じなのだが、参加する人間は海千山千で、犯罪者予備軍みたいなのや、自分だけ楽をして分け前を得ようとする者も多い。

　そういう不ふ逞ていの輩やからが派閥を作り、パーティを私物化することもあるそうで、時にはそういう連中を実力で排除する必要もあった。

　それができなければ、最終的にそんなパーティは潰れてしまう。

　リーダーは、自分も強くないと務まらないということだ。

　ゴルフさんは両方の資質があり、だからこそ『竜闘団』はヘルムート王国でも有名な竜狩り専門パーティとして名を馳はせたわけだ。

「うちの家臣になっても上手くやれそうだな」

「俺の唯一の欠点は、貴族様の家臣のような堅苦しい生活が苦手ってことだな。引退したら隠居して楽できるくらいの金は稼いだ。素直に後進に譲るさ」

「息子さんに譲るのですか？」

「いいや、俺の息子や娘の婿たちはまったく別の仕事をしているぜ」

　エリーゼの問いに、ゴルフさんは迷うことなく自分の子供と娘婿には『竜闘団』を継がせないと答えた。

「お子さんに継がせないのですか？」

「そこが、貴族や商人と違うところだな。俺の子供に才能がある奴がいなかったのさ。無理に継がせても不幸になるだけだからな」

　竜狩り専門のパーティは危険も多い。

　ゴルフさんの息子というだけで才能がないならば、リーダーになったとしても、いきなりパーティが全滅という危険もあった。

「実力一本の世界なのさ、この世界は。カチヤならいけるか？」

「あたい？　あたいには、多くの人を使うとか、経理とか無理だから」

　自分の報酬を確認し終わったカチヤが、こちらにやってきた。

　ゴルフさんから『竜闘団』のリーダーを継がないかと尋ねられたが、すぐに断ってしまう。

「あたいは、一人の方が気楽だね」

「お前は一人でも竜を狩れるからな」

　カチヤの場合、わざわざパーティを組む必要がないんだよな。

　だからたまに助っ人で参加するくらいで、固定のパーティを組んでいないのであろう。

　ただ、助っ人の依頼はあまり断らないようで、おかげで随分と顔が広いようだ。

「さすがに、属性竜は無理だぜ」

「バカ！　あんなのは極一部の、バウマイスター伯爵様のような魔法使いじゃないと無理だよ」

「だよな。戦績は聞いてたんだけど、最初は伯爵様が自ら狩りに参加して結構な御身分だなって思ったのさ。だけど、実際に手際を見ると感心する腕前だったな。バウマイスター伯爵様のパーティ、『竜闘団』が百個くらいあっても歯が立たなそうだな」

「言えてるな」

　俺たちは、随分とカチヤから評価されたみたいだな。

「私、全然戦っていませんが」

「エリーゼレベルの治癒魔法使いと狩りができるなんて、冒険者からしたらすげえ幸運だぜ。滅多なことでは死ななくて済むしよ」

　カチヤは普段一人で冒険者をしているので、余計エリーゼのありがたみがわかったと述べた。

「戦わないエリーゼを役立たずなんて思う冒険者は、すぐに死ぬからほっとけって。『竜闘団』にはそんなバカいないと思うけどな」

　カチヤは一人で冒険者をしているからこそ、治癒魔法使いなどの後方支援要員のありがたさを理解していた。

　やはり、彼女は優秀な冒険者だな。ちょっと見た目と口調にギャップがあるけど。

「それはそうだ。特に今回はありがたかった。でも、バウマイスター伯爵様はいいよな。狩りのあとでも、屋敷でも、こんなに綺麗な嫁さんに癒いやされて。俺なんて、家に戻っても三十年以上も見慣れた古女房しか待ってないからよ」

　ゴルフさんはエリーゼを妻にもつ俺を羨ましがり、『竜闘団』の他のメンバーも一斉に首を縦に振った。

「でも、団長、家に帰ると奥さんが作ってくれる料理が楽しみだっていつも言っているじゃないですか」

「前にご馳走になったけど、団長の奥さんは料理上手ですよね」

「年齢は仕方ないですけど、昔は相当な美人だったんじゃないですか？」

　同時に、ゴルフさんの奥さんもそう捨てたものではないと、数名のメンバーがフォローしていたが。

「古参のメンバーは、みんな奥さんの世話になっていますからね」

「団長、そこは褒めてあげないと駄目ですよ」

「うるせえ！」

　恥ずかしいのか、ゴルフさんは、自分の奥さんを褒めたメンバーを怒鳴りつけたが、それがわかる彼らは笑っていた。

「とても素晴らしい奥様のように思えますけど」

「腐れ縁ってやつか？　こんな滅多に家に帰ってこない俺に文句も言わないからな」

　エリーゼから奥さんのことを褒められると、ゴルフさんも満更ではないようだ。

　それに、彼ほど稼ぐ人が、奥さんが一人なんて珍しい。

　わざわざ『古女房たち』ではなく『古女房』って言っているから、奥さんは一人なのであろう。

「今回は沢山稼げたから、ちゃんと家族にお土産を買って帰るかな」

「ゴルフさんも、見かけによらないよな。家族に優しいじゃないか」

　見た目に似合わず、家族にお土産を買って帰るというゴルフさんをカチヤがからかった。

「俺のことはどうでもいいけどよ。カチヤこそ、そろそろ身を固めろって」

「あたいが？　というか、それを女であるあたいに言うか？」

「お前も、もうそろそろ二十じゃねえか。女冒険者は嫁いき遅れやすいんだからよ。それも、腕がいい奴ほどな」

　全然そうは見えないのだが、カチヤはカタリーナよりも一つ上、十九というから凄い。

　そして、優秀な女冒険者にはよくある独り者、恋人や結婚の予定はなしであった。

「あたいは、まだ若いし……」

「そんなことを言っていると、実家の両親が見合いでも予定していたりな」

「そんなわけないし、あたいは無視するけどな。それじゃあ、あたいはこれで」

　カチヤは俺たちや『竜闘団』のメンバーと別れ、バウルブルクの雑踏に消えていった。

　これから、実家のあるオイレンベルク領に戻るのであろうか？

「向こうでカチヤと出会ったりしてね」

「かもしれないけど……」

　トンネルの件は、オイレンベルク騎士爵家の問題だ。

　本当は領民全員の問題でもあるのだが、この世界は民主主義ではないから領主であるオイレンベルク卿が判断するしかない。

　領民の娘であるカチヤには関係ないはずというか、口は出せないであろう。

「カチヤがいくら優秀な冒険者でも、トンネルの件で口を出したら領主に対する不敬に当たるから駄目よ」

「その前に、詳しい事情も教えてもらえないでしょう」

　イーナとエリーゼの言うとおりで、トンネルの件は領民には一切伝えられていない。

　開通はしてしまっているのだが、トーマスたちが警備兵を置いているから領民は近寄りもしないそうだ。

　お上に従順というか、危うきに近寄らずというか、農作業の方が重要というか。

「ヴェル、屋敷に戻ろうぜ」

「そうですね。いつ陛下から連絡があるかわかりませんし」

　予定よりも一日早くワイバーンと飛竜退治は終わったが、今すぐにでもトンネルの件でなにか命令を受けるかもしれない。

　疲れも溜まっているし、早く屋敷に戻るとするか。

「じゃあ、俺たちはこれで」

「今回は助かったぜ。さすがは竜殺しの英雄だな。俺は、もう少し時間を潰して……そうだローデリヒ、久々に飲もうや」

「いいですな」

「いいツマミもあるからな。『竜闘団』の手伝いをしていた一介の浪人が、どうやってバウマイスター伯爵家の家宰にまで上り詰めたか、気になるぜ」

　ローデリヒとゴルフさんは、夜一緒に飲む約束をしていた。

　いつも忙しいローデリヒがわざわざ時間を作るということは、昔ゴルフさんに相当世話になったようだな。

「ヴェンデリンさん、お二人の邪魔をしてはどうかと思いますので、屋敷に戻りましょうか？」

「ヴェル様、お腹空すいた」

「ヴィルマさんは、いつもお腹が空いているイメージですけど」

「カタリーナは、いつもダイエットをしているイメージ」

「そんなことはありませんわよ」

　ヴィルマの指摘を、カタリーナは全力で否定した。

「今日はちゃんとした夕食を食べたいよね」

「そうですね。きっとドミニクたちが気合を入れて料理人たちに作らせていると思います」

「それはいいな。あと、今日はベッドの上で寝られるな」

　今では野宿も慣れたものだが、やはりベッドの上で寝た方がよく眠れるのは確かだ。

「今夜は、アマーリエさんと一緒に寝る？」

「……そんなわけないじゃないか。俺は奥さん優先ですよ」

　イーナめ、答えにくいことを聞いてくるな。

　そうだったな、もうアマーリエ義姉さんがずっと屋敷にいるのだった。

「なんてね。テレーゼも退屈だろうから、夕食に呼びましょうか？」

　ローデリヒらと別れた俺たちは、屋敷までの道をわいわいと話しながら戻っていく。

　肝心のワイバーンと飛竜退治は、それから三日ほどで他のポイントを担当した冒険者たちからも討伐成功の連絡が入る。これでバウマイスター伯爵領の領民が襲われる危険性は大幅に低くなっただろう。

　俺は領主としての義務を無事に果たしたわけだが……。




「結局、オイレンベルク領のことはなにも解決していないけどね」

「それ、俺にはどうにもできないから」

　念のため、そればかりは今の俺にはどうにもできないと、ルイーゼに説明するのであった。





第四話　リア充なんて、明日隕いん石せきが落ちてきて死ねばいいと思う







「アーネスト、調子はどうだ？」

「順調なのであるな。余計な邪魔がないのが最高なのであるな」

「邪魔の入りようもないからな」




　リーグ大山脈において活動が活発化したワイバーンと飛竜を退治し終わった翌日、トンネルの学術調査をしているアーネストと助手たちに食事やオヤツの差し入れに行ったが、彼は相変わらずマイペースであった。

　トンネルの管理をどうしようかと俺たちが悩んでいても、その間はトンネルも静かなので調査し放題だ、くらいにしか感じていないのだ。

「さあ、どうぞ」

「奥様自らとは光栄です！」

　エリーゼが助手たちにお茶を淹いれて回っているが、彼らは全員バウマイスター伯爵家家臣の子弟なので緊張していた。

　主君の奥様だから仕方がないのか。

「どうぞ」

「これは恐縮です」

「奥方、我が輩は少し温ぬるいお茶がいいのであるな」

　学者バカであるアーネストはそんなことは一切気にしないので、平然とエリーゼにお茶の細かい注文を出していた。

「温めですね。どうぞ」

「ちょうどいいのであるな」

「それはよかったです」

　エリーゼもアーネストの無礼なんて気にする女性ではないし、これまで何度か彼にお茶を淹れてその好みを把握している。

　素早く温いお茶を出していた。

「我が輩、思うに……」

「悟りでも開いたか？」

「古いにしえの人間たちが作ったこのトンネルを調査し、その悠久の歴史を想像している横で、醜くもその所有権を争う人間の子孫たち。それもまた人間といえばそれまでであるな」

「うるせえ」

　急に、わけのわからないことを言い始めやがって。

「魔族も人のことを言えるのか？」

「言えないのであるな。これがまた」

　俺は、別にオイレンベルク領側の権利なんていらないんだ。

　ブライヒレーダー辺境伯家、オイレンベルク騎士爵家、どちらでもいいから早く責任者を決めてトンネルを開通させてほしいだけなのだから。

「そんなわけで、まだなにも決まっていないわけだ。決まるまでは、好き勝手に心置きなく調査していいぞ」

「それは好都合なのであるな。このまま永遠に揉もめていていいのであるな」

「お前なぁ……」

　アーネストと話をしていると疲れるな。

　摑つかみどころがないうえに、たまに毒を混ぜてくるからだ。

「じゃあ、俺とエリーゼはオイレンベルク領に戻るから」

「わかったのであるな。奥方、今度はミズホ茶を差し入れしてほしいのであるな。お茶請けはミズホのお菓子がいいのであるな」

「はい、わかりました」

　相変わらずマイペースで次の差し入れに細かい注文を出すアーネストであったが、エリーゼは笑顔で了承した。

「エリーゼ、あいつは我わが儘ままだから断ってもいいんだぞ」

「このくらいの注文でしたら、よろしいではないですか」

　ミズホのお茶とお菓子で逃走しないっていうのなら、費用対効率は悪くないのか。

　エリーゼの場合、ただ優しいだけだと思うけど……。




「ヴェル、どうだった？」

「相変わらずマイペースだったさ」

「急に、あの魔族の性格が変わるわけもないか」

　俺の返答に対し、エルが納得したような表情を浮かべた。




　しばらくして、オイレンベルク領側の出口から外に出ると、そこではエルたちがオイレンベルク領の領民たちから入手したマロイモを調理していた。

　エルは、ワイバーンと飛竜退治をする前にバウルブルクの魔道具職人に注文していた焼き芋機の様子を見ている。

　俺とエリーゼの護衛は、トンネルの各所にトーマスが指揮している兵が置かれていたから必要なかった。

　それよりも今は、石焼きイモの焼け具合の方が重要だ。

「いや、その考えはどうかと思うけどな……」

「しかしだな、エル。これは主に女性陣からの要求なのだ」

　石焼きイモが生焼けだったり、焼きすぎて焦げても面白くない。

　エリーゼたちとハルカはマロイモを使ったお菓子を作っているので、焼け具合の監視はエルの仕事というわけだ。

「肝心の陛下からの返答はどうなんだ？」

「さあな？」

「『さあ？』って……」

　それを決めてくれそうな大人たちは、みんな考えが纏まとまらないようで連絡すら寄越さない。

　なので俺たちも動きようがなく、ある意味仕方なしにマロイモの調理研究に没頭しているのだ。

　本当に仕方なくで、決して個人的な願望でそうしているわけではない。

　マロイモの調理方法が進歩すれば、それを楽しみ幸せになる人たちが増える。

　これぞ、大貴族に相応ふさわしい功績といえよう。

「だって、勝手に決めるわけにもいかないわけだし」

　俺もサラリーマン気質が抜けていないから、上からの指示待ちには慣れている。

　自分で決断するのって、案外プレッシャーだからな。

　人が決めてくれるのに越したことはないケースもある。

　それにだ。元々オイレンベルク領側のトンネルは、俺たちのものではないのだから。

「エルが、陛下やブライヒレーダー辺境伯に意見するか？」

「できるか！」

「そんなわけで俺たちはここで待機しているわけだが、時間は有効に使わないとな」

「言い訳って便利だな」

「エルさん、マロイモでヨウカンを作ったんです。ひと口味見をどうぞ」

「やったぁ───！　美う味まそうだな、ヴェル。早く食べようぜ」

　最初は文句を言っていたくせに、ハルカが手作りしたお菓子を持ってくると、エルは大喜びでそれを試食しようと俺に言ってきた。

　本当にいい性格をしている。

「まあまあ、エリーゼたちもマロイモを使ったお菓子を試作しているから」

　ハルカは、さすがはミズホ人とでもいうべきか、マロイモでヨウカンを作った。

　日本にもイモヨウカンがあったから、それのマロイモバージョンだ。

　エリーゼたちも、それぞれマロイモを使った料理を試作している。

　焼き芋機以外にも、バウルブルクの職人たちに作らせた野外専用調理器具の使い勝手は悪くないようだ。

「あなた、完成しましたよ」

「じゃあ、オヤツがてらみんなで試食するか」

　早速、魔法の袋からテーブル、椅子などを出して並べ、オヤツの時間を楽しむことにする。

　時おり、オイレンベルク領の領民たちがこちらを見ていたが、貴族とは常に見られるもの。

　たとえ野外でも、優雅にお茶とオヤツを楽しまなければならない。

「エリーゼはマロイモのケーキか」

「はい、なるべくマロイモの甘さを生かして作りました」

　生地とクリームにマロイモを練り込んであるのか。

　甘さは控えめで、モンブランに似た味がする。

「お茶とよく合って美お味いしいな」

「気に入ってもらえてよかったです」

　俺がケーキの味を褒めると、エリーゼは満面の笑みを浮かべる。

「次は私ね」

　イーナは、マロイモを使ったプリンを作った。

「マロイモの身の鮮やかな黄色が美味しそうだな」

　食べてみると、これもとても美味しかった。

「ボクはクッキーね」

　ルイーゼは、マロイモを生地に練り込んだクッキーを作った。

「なるほど、マロイモを使ったクッキーだから、クッキーなのにモチモチした食感で変わっていていいな」

　プリンもクッキーもとても美味しく、エルも満足そうに食べている。

「私はこれ」

「おおっ！　スイートポテトか」

　この世界にもサツマイモはあるので、スイートポテトは存在した。

　ヴィルマはマロイモでそれを作ったのだが、このところエリーゼからお菓子作りを教わっていたのでとても美味しそうに仕上がっていた。

「ヴェル様、どうぞ」

「これも美味しいな」

　今日は品数も多いので、ヴィルマは砂糖や生クリームを使わないでスイートポテトを作ったようだ。

　何品か食べたあとでも、あっさりしていて美味しく食べられるのがいい。

「私はパイを焼きましたわ」

「本格的だな」

「帝国名産のアップルパイのマロイモバージョンです。ポテトパイのマロイモ版とも言いますけど」

　この世界では、リンゴは北方の果物で帝国から輸入しないと手に入りにくかった。

　そこで、カタリーナはマロイモを使ったアップルパイモドキを作ったわけだ。

「（見た目、料理とか苦手そうなのにな……）」

　エルが小声で呟つぶやいた。

　確かに第一印象ではそう思われがちなカタリーナであったが、お家復興を目指して節約していたので、大抵のことは一人でできることを俺は知っている。

　だが、貴族は料理なんてしないという考えなので、あまり部外者には見せないけど。

「パイに入っているマロイモがホクホクして美味しいな。これもなかなかのものだ」

「そうですね、王都の料理人が真似しそうです」

　エリーゼも、カタリーナのパイを褒めていた。

「ただのアレンジですわ」

　とか言いつつも、みんなから褒められて満更でもないカタリーナであった。

「最後は、ハルカのマロイモヨウカンと……」

「あと、キントンも作りました」

　いかにも、和菓子の王道といった感じだ。

　この世界だとミズホ風というのが正しいのだが、ハルカがミズホ茶も淹れてくれたので、俺は日本的なオヤツの時間を楽しむことができた。

「さすがはハルカさん、おかわり」

「はい、どうぞ」

　これまで色々と食べてきたのに、エルはヨウカンとキントンのおかわりを要求した。

　ハルカの作るものならいくらでも食べられるってことなのであろうか？

　こうして多くのマロイモデザートを堪能した我々であったが……。

「クッキーもプリンも美味しかったですが……」

「エリーゼの作ったケーキも美味しかったけど……」

「ハルカの作ったキントンとヨウカンも美味しかったね……」

「でも、それを上回るのが……」

「石焼きイモですわね……」

「最高の食材の場合、調理に手間暇をかけるよりも、かえって素材を生かした単純な調理方法の方が美味しいことがあります」

「私、真理を聞きましたわ」

　食後、どのマロイモデザートが美味しかったか話し合っていたのだが、結論から言うと、焼き芋機で焼いた石焼きイモが至高の調理方法という結論に至った。

　その意見には、俺も賛同する。

　プリンもケーキもキントンもヨウカンも、十分に美味しいと思うけど。

「じゃあ、優勝は石焼きイモということで」

「「「「「「賛成」」」」」」」

　こうして、女性陣の賛成多数で一番美味しいマロイモデザートは決まった。

「というか、マロイモの調理方法しか進歩してないけどな」

「それだけでも進歩したら上等だと思うぞ」

　エルには文句というか不満のようなものがあるみたいだが、これはとても重要なことだと俺は思う。

「いや、それは貴族としてどうよ？」

「人間、食べないと生きていけないじゃないか！　トンネルの所有権なんてたかだか数十年、数百年で移ろうものだけど、至高の料理方法は、何千年、何万年も人々の記憶に残る文化となるのだ！」

　自分でもとてもいいことを言ったなと、俺は自分の発言を自画自賛した。

　もしかすると、バウマイスター伯爵語録として後世に伝わっていくかもしれない。

「そもそも、俺たちは関係ないしな」

　俺の領地の話じゃないから、関係者だけで決めてくれって話だ。

「それを言われるとそれまでなんだが、状況は進んでいるのかね？」

「いいや、全然」

「……あれ？　ブランタークさん？」

「おうよ」

　とここで、ブランタークさんが姿を見せた。

　俺の『瞬間移動』に頼らず、自力でこのオイレンベルク領まで来ていたとは意外だ。

「むしろ、厄介事が増えたかも」

「厄介事ですか？」

「ああ。見てくれよ、イーナの嬢ちゃん」

　ブランタークさんは両手に大量の冊子のようなものを抱えていたが、どうやらそれはお見合い写真のようだ。

「ブランタークさん、奥さんを増やすんですか？」

「俺にじゃねえよ。ファイト・フランク・フォン・オイレンベルク殿にだ」

「もうかよ……」

「もうだよ」

「ヴェル、どういうことだ？」

「それは……」

　さすがに俺でも察しはつく。

　つまり、なんらかの理由でオイレンベルク領に関する情報が漏れて、ファイトさんと自分の娘や妹などと政略結婚させようと企たくらむ貴族が現れたのだ。

「誰が漏らしたんです？」

「こういう情報は、なぜか漏れてしまうんだよな。全員が犯人かもしれないし、そうじゃないかもしれないし」

「そんなことはどうでもいいか……」

　見合い写真は、あくまでもオイレンベルク家に来たものだ。

　俺たちが判断するわけにはいかない。

　とりあえずオイレンベルク家へ向かうか。




　着いて早々、ブランタークさんは自分はブライヒレーダー辺境伯からの使いだとオイレンベルク卿に挨拶をしてから、見合い写真の束を渡した。

　少なく見積もっても、三十枚以上はあるであろう。

「あの……バウマイスター伯爵様？」

「はい」

「どうしましょうか？」

「どうしましょうかって……」

　俺が決められるはずがない。

　これはオイレンベルク家に来た見合い話なので、オイレンベルク卿自身が決めなければいけないからだ。

　彼の気弱そうな顔を見たブランタークさんは、こちらに顔を逸そらして溜ため息いきをついた。

「（伯爵様、このおっさん大丈夫か？）」

「（大丈夫とは保証できません）」

「これまでのオイレンベルク家当主の婚姻などを参考に、受ける受けないを決めればよろしいかと」

　エリーゼが至極当たり前の返答をするが、オイレンベルク卿の不安そうな表情に変化はなかった。

「オイレンベルク家って、ブライヒレーダー辺境伯家の寄より子こですよね？」

「はい」

「（その割には、ブライヒレーダー辺境伯がよく知らなかったような……）」

　同じ僻へき地ちにあっても、バウマイスター騎士爵家は、もっとブライヒレーダー辺境伯の記憶に残っていたと思うのだ。

　そりゃあ、先代のせいで商隊を出したり、借金を肩代わりしているんだ。忘れはしないだろう。

　過去に迷惑をかけ、その後、沢山迷惑をかけられたバウマイスター騎士爵家は、ブライヒレーダー辺境伯の記憶に残って当然というわけだ。

　これを、悪目立ちしているとも言う。

「（オイレンベルク領は、今回の件がなければお館やかた様の視界に入らなかっただろうな）」

　リーグ大山脈に接した人口三百人ほどの小さな貴族領で、彼らは人に迷惑をかけているわけでもかけられているわけでもない。

　本当に穏やかに、日々、平々凡々と農作業をしながら暮らしてきたので、忙しいブライヒレーダー辺境伯からすると、逆に手がかからなすぎて記憶に残っていなかったのだと思う。

「でも、貴族家ですから婚姻の斡あっ旋せんとかあったでしょう？」

「それが……うちは今まで、他の貴族家と婚姻をしたことがないのです」

「え───っ！　そんなことってあるの？」

　昔のバウマイスター騎士爵家でも嫁を迎え入れる時期になれば一人前に悩んだのに、オイレンベルク家はそれをしたことがないというのだ。

　俺はちょっと驚いてしまった。

「どこから嫁入りさせているのですか？」

「我がオイレンベルク家を知っている貴族家は少ないですし、こちらも畑仕事が忙しいので他に頼みに行く余裕もなく、近隣の町の商人の娘とか、領内の名主の娘とかですね」

「それで済むのね……」

「咎とがめる人もいないんだね……」

　イーナもルイーゼも、貴族としての常識から外れたオイレンベルク家に驚きを隠せないようだ。

　普通、跡取りの正妻に貴族家の娘を迎え入れない貴族など問題になるはずだが、オイレンベルク領を知っている貴族がいないので、問題にする人がいなかったというわけだ。

「（まさに、ステルス貴族だな……）」

　どこかの王太子殿下も、そんな感じではあるのだけど……。

「ヴェル様、ファイト様の婚約者の有無とか聞いておくべき」

「そうだな」

「というわけで、誰かいますか？」

　ヴィルマに言われ、俺は当事者であるファイトさんに婚約者がいるかどうか聞いてみた。

「います」

「いるのか……」

　ファイトさんはすでに二十を超えているはずで、婚約者くらいいても不思議はないであろう。

「はいっ！　領内の名主の娘で幼おさな馴な染じみの……」

「ファイト様！」

　ちょうどそこにタイミングよく、その婚約者らしき娘が飛び込んできた。

　年齢は十六くらいであろう。

　服装は平民のそれに準じているが、なかなかに可愛かわいらしい娘である。

「マリタじゃないか。どうしたんだ？」

「あの……オラ、おっとうから、ファイト様が貴族の娘様とお見合いをするって聞いて」

「いや、まだすると決めたわけでは……」

「だども、そんなに簡単には断れねえって。……わたすは潔く身を引くだ」

　マリタという娘は、自分はファイトさんの妻にならないと宣言した。

　本当に身を引く必要があるのかは正妻になる貴族の娘次第だと思うが、常識的に考えて貴族の娘ではないマリタがファイトさんの正妻にはなれるはずがない。

　生まれてくる子供の継承順位などで揉めないようにするため、正妻に子供が生まれてから側室として入るくらいが常識であろう。

「マリタ、私たちは子供の頃に約束したじゃないか。二人で結婚してささやかにこのオイレンベルク領を治めていこうって」

「だども……」

「マリタは、あの時のことを忘れたのか？」

「いんや。ファイト様がまだ四歳のわたすに、『お嫁さんになってほしい』ってプロポーズしてくれたこと、今でも覚えているだ」

「なら！」

「んだども……」

「オイレンベルク領に、他の貴族の娘なんていらないよ！　私はマリタとだけ結婚したいんだ！」

「ファイト様！」

　まるでメロドラマのような会話を展開した二人は、その場でぎゅっと抱き合った。

　ブランタークさんは『そんなの通用するかね？』という表情を浮かべ、エルも同意見のようだ。

　ただ、なぜかエリーゼたちは『とてもいいものを見た』と感動している。

　この辺が男女の違いなのかもしれない。

　特にイーナとか、そういう恋愛物語とかが大好きだからな。

「ファイトさん、今までのオイレンベルク領の慣例に従っても問題ありません」

「えっ？」

　ここで意外にも、こういう時に一番貴族の常識を口にしそうなエリーゼが、二人の味方を表明してしまう。

　どうやら、幼馴染同士の純愛を間近で見て感情の方を優先してしまったようだ。

「そうよ！　このままお見合いはすべて断ってしまえば」

「トンネルの話が出てから、急にお見合い話を持ってくる強欲貴族たちなんて、無視するのが一番だよ！」

「ブライヒレーダー辺境伯様経由で話を持ってくるのが卑ひ怯きょう。ここは戦うべき」

「そうですわ！　決めるのはあくまでもファイトさんなのですから。あなたの男としての度量が問われているのです！」

「ミズホでも、当事者のやる気が政略結婚を捻ねじ曲げる例もあります！　頑張ってください！」

「みなさ───ん、冷静に考えてくださ───い」

　エルが勝手に盛り上がるエリーゼたちを抑えようとするが、あまり効果はなかった。

　まさか、真面目なエリーゼやイーナ、ハルカまでもが賛同に回ってしまうとは思わなかったからで、女性陣を説得する言葉が思いつかないようだ。

　俺も、女性陣全員がファイトさんとマリタの結婚に全面的に賛成するとは思わず、口をあんぐりとさせてしまった。

「ヴェル、お前が止めに入れよ。夫なんだから」

「そうだな、ここは強くいくぞ」

「おおっ！　珍しく嫁たちに逆らうか！」

「エル君、俺はバウマイスター伯爵なのだよ」

　まったく、大貴族の令嬢たるエリーゼまでもが感情に流されてしまうなんて。

　俺はバウマイスター伯爵であり、この目の前にいる、貴族としての慣習を守らないオイレンベルク家の跡取りを正しい道に導く必要があるのだ。

　と、決意したのだが、ここで思わぬ反撃を食らってしまった。

「ヴェルの鬼！」

　ルイーゼ、鬼はないだろう。俺は普段、優しい旦那様じゃないか。

「ルイーゼ、なんとでも言うがいい」

　普段、人に貴族としての常識や道理をさも偉そうに説く貴族たちよ。

　今日は俺が、オイレンベルク家の嫡男に貴族としての道を説くことにしよう。

「いいかね？　ファイト殿」

「バウマイスター伯爵様」

　覚悟を決めたらしいファイトさんは、マリタを後ろに隠して俺と対たい峙じする。

　その守るべきものができた目は、たとえ相手が俺でも一歩も引かぬという意思を表明していた。

　明らかに向こうの方が格好良かったが、俺は大貴族であり、時には悪役や憎まれ役もしなければいけないのだ。

　決して、ファイトさんのリア充ぶりに嫉妬したわけではないぞ。

「いいかね？　ファイト殿」

「伺いましょう」

「貴族が自由な恋愛をするなんて、これ以上の我儘はないのだ」

「しかし、どうしてもできないわけではない」

「そう。だけど、今のオイレンベルク領の状況を考えれば、それは不可能に近い」

　トンネルの管理が独自にできない以上、たとえ欲深貴族の娘でも素直に受け入れ、妻の実家の助けを借りるしかないのだから。

「いいえ。私はその道を選びません！」

「では、どうするのかね？」

「私はマリタと夫婦になって、マロイモの栽培ができればいいのです！　代替の領地を準備していただければ、そこで私たちは暮らします」












「ファイト様。せっかく、斜面の畑の土が出来上がってきたんだ。それをわだすのために捨てては駄目だ」

　マリタとかいうお姉ちゃん、その覚悟は潔しなんだが、これまで耕した畑は多分なくなると思うな。トンネルを開通するとなれば、工事で畑を潰つぶさないといけないのだから。

　……なんか言いそびれてしまったな。

「マリタ、土は十年もあればまたできるよ。移転先についてこない領民がいるかもしれない。今よりも貧しい生活になると思うけど、ついてきてくれるよね？」

「……喜んで」

「ありがとう、マリタ」

「ファイト様、わだしも幸せだ」

　ファイトさんとマリタは抱き合い、エリーゼたちは二人に惜しみない拍手を送った。

　ふと見ると、ブランタークさんもいつの間にかエリーゼたち側に寝返っており、何食わぬ顔で一緒に拍手なんてしている。

　情勢を見て裏切るなんて、酷ひどいオヤジである。

「ファイトさんの覚悟に俺は感動しました。俺もできる限りお館様を説得します」

「エルぅ───！」

　そして、ハルカの尻に敷かれているエルも素早く俺を裏切り、逆に説得するという。

　お前、そんなに嫁が怖いのか？

　最初の態度はなんだったんだよ！

　まるで、俺が悪役みたいじゃないか！

　ああ、悪役か……。

　どうやら俺はこの件ではボッチ確定らしいが、俺は幼少の頃よりボッチを嗜たしなむ男。

　バウマイスター伯爵として筋は曲げないからな。

「あなた、たまには貴族の慣習を外れても構わないと私は思います」

　エリーゼ、その『たまに』って曖昧な理由はどうかと思うんだけど……。

「そうよ。二人が可哀かわい想そうじゃないの」

　イーナまで感情的になるとは……。

「ヴェルの薄情者！」

「ヴェル様、酷い！」

　ルイーゼにも、ヴィルマにも、俺は一方的に責められているな。

「こういう時のための、バウマイスター伯爵としての力と名声ではないですか！」

「そうですよ！　内乱平定の功績で力があるのですから、ここはお館様の力で押し切ってしまいましょう」

　カタリーナに、ハルカもか。

　どうやら俺は、すべての女性陣を敵に回してしまったようだな。

「伯爵様、これは流れ的にだな」

「ブランタークさん、裏切るなんてずるいですよ……」

「俺は常に女性の味方だし」

　ブランタークさんは、口笛を吹きながら俺から視線を外してしまう。

「お館様は、なにが不満なんだ？」

　突然エルの奴が、俺の心の奥底にあるものを鋭く突いてきた。

　そう、確かに貴族としての慣習を守るという建前はあったさ。

　だが、それ以上に俺には気に入らない点があった。

「年下の幼馴染……」

「えっ？　なんだ？　ヴェル？」

「小さい頃に結婚の約束とか、そんな羨うらやましい奴には制裁だ！」

　俺は自分の思いを露あらわにする。

　異性の幼馴染がいて、しかも小さい頃に結婚の約束とか、そんな物語や映画のようなシチュエーション。お前らは一体、どこのリア充なのだと俺は怒りを露わにしてしまう。

「俺なんて！」

　ヴェンデリンとしての幼年期は、完全にボッチで友達すら一人もいなかったというのに。

　そして前世であるが、どう記憶を穿ほじくり返しても女の子の幼馴染など出てこない。

　出てくるのは、男友達との思い出ばかりだ。

　そこに、可愛い女の子なんていやしない！

「か───っ！　マロイモの研究のついでに、幼馴染の研究も完璧ですかって！　畜生！　俺なんて！　俺なんて！」

　なんであろう？　この心の奥底から湧き上がってくる、やり場のない怒りは？

　俺は、何がなんでもこのカップルの結婚を阻止しないといけないと思ってしまう。

　そう、『リア充に試練を！』だ。

「すみません。うちのお館様、たまに変な発作が出るんです」

「気にしないでくれよな。普段はまともなんだが、たまにおかしくなるんだ」

　俺の心からの魂の叫びは、エルとブランタークさんによってボロソクに言われてしまう。

「ブランタークさん、その見合い写真の束、早く渡さないと！」

「これは、一応持っていけとお館様から言われただけで、別に誰かを選ばなくても、それはファイト殿の意思を尊重するって」

「ファイト殿、綺き麗れいな子がいるかもよ」

「ヴェル、ここでその発言はないわ」

　だが、俺の実力行使はエルとブランタークさんによって阻止され、俺もなし崩し的に二人の結婚を支援する羽目になってしまうのであった。





第五話　ようやく解決したと思ったら、思わぬ事態に……







「結局、そういう結論に至りましたか……」




　発見されたトンネルの管理は、オイレンベルク家側の希望により、他家に譲渡されることとなった。

　この場合は地理的な要因により、ブライヒレーダー辺境伯家が管理することとなる。

　王国直轄地にすると王家とブライヒレーダー辺境伯家の対立が噂うわさされてしまうので、妥協点として警備と管理の人材は、王国、バウマイスター伯爵家、ブライヒレーダー辺境伯家が均等に出すことになった。

　王国警備隊の経費は、バウマイスター伯爵家とブライヒレーダー辺境伯家で分担するなどの条件が出されるはずだ。

　いわゆる生臭い政治的なお話であり、なるほど、オイレンベルク家の人たちは嫌がるはずだ。

　他の貴族とさえ滅多に顔を合わせない彼らに、王家やブライヒレーダー辺境伯家との政治交渉なんて不可能なのだから。

　ただその代わりに、ブライヒレーダー辺境伯家はオイレンベルク家がマロイモを栽培できる代替地を準備しなければならない。

　今よりも条件がよくて大規模な場所を準備する必要があるし、資金援助なども必要だ。

　ファイトさんとの婚姻を希望する貴族たちに、事情を説明して回る必要もあるであろう。

　どう補佐しても、オイレンベルク家の人たちにそんな芸当は無理だ。

　海千山千の貴族たちに翻ほん弄ろうされ、おかしな約束でもされると困ってしまう。

　結局、ブライヒレーダー辺境伯がなんとかするしかなかったのだ。

「こういう予感はしていましたけどね……」

「ここを乗り切れば、大きな利益になりますよ」

「バウマイスター伯爵はいいですよね。ローデリヒさんに任せればいいのですから……」

　うちは新興だし、まだ十七歳でしかない俺の領主としての実力など未知数である。

　だから、ローデリヒが積極的に動いて勝手にやってくれるので楽であった。

「将来、傀かい儡らいにされますかね？」

「バウマイスター伯爵を傀儡に？　無理でしょう」

「俺は、貴族としての仕事をあまりしない駄目領主ですからね」

「いいえ、それは違いますね」

　ブライヒレーダー辺境伯は、俺の発言をきっぱりと否定する。

「聞けば、バウマイスター伯爵は内乱時に参謀として事務処理などもしていたとか？　あなたは、その辺の貴族よりもよっぽど頭がいいではないですか。ただ、能力が、冒険者や魔法使いの仕事の方に割かれているだけです。敗戦知らずで巨大な武勲も立てていますし、よほどのバカでなければバウマイスター伯爵を傀儡にしようとは思いません。ローデリヒさんは、極めて有能な方ですしね。人格面でも信用に足る人物です」

　俺もローデリヒも、ブライヒレーダー辺境伯からえらく評価されているようだ。

　別に俺の頭がいいわけではなく、現代日本での教育と商社での仕事が役に立っただけであろう。

　そう思うと、現代日本ってかなり教育レベルが高かったわけだ。

「そうなんですよね。だから俺は楽ができる」

「楽というのはどうですかね？　私なら、巨大地下遺跡で死にかけたり、一万人の軍勢に魔法をかけたり、ヘルタニア渓谷を解放したり、内乱で主戦力になったりとか嫌ですけど……」

　改めて他人から言われると、これまで俺たちは色んなことをやってきたんだなと思ってしまう。

「要は、役割の分担というわけです。バウマイスター伯爵が色々と派手に動いて、結果的にバウマイスター伯爵家が多くの利益と利権を得る。それを、ローデリヒさんが上う手まく運用して領地が発展する。ただ……」

「ただ、なんですか？」

「こういうやり方は、初代だからこそ通用するやり方なんですよね」

　俺の子供が魔法使いになるかどうかはわからないし、ローデリヒのような全権を持った家宰という存在は、後には災いとなる可能性もある。

　次世代からは、色々とやり方を変える必要があるというわけだ。

「ローデリヒさんのことですから、エリーゼさんが産むであろう跡継ぎには厳しい教育を施すでしょうね。あとは、自分の仕事を若い家臣たちに分割して後継者を指名、それぞれに教育を施すとか。これで、次世代以降はバウマイスター伯爵の跡継ぎが家臣団を指揮して領地を運営していくわけです」

「恒久的な統治システムの構築ですか」

「領主の権限は強いですけど、領主一人ではなにもできませんからね。おっと、話が逸それましたね。トンネル利権の譲渡ですけど、私も考えましたが、これはあくまでもオイレンベルク家からの要望があったから、という言質が必要なのですよ」

　オイレンベルク家側が、『うちでは無理だ！　だからブライヒレーダー辺境伯家に任せます！』と公式に白旗をあげる必要があった。

　それがないと、ブライヒレーダー辺境伯は他の貴族たちから非難を雨あめ霰あられと受けることになってしまう。

　大物貴族が、零細貴族を脅かして利権を奪ったという悪評が流れてしまうからだ。

「面倒な話ですね」

「貴族は本当に面倒です。王国を交ぜるのだって、警備隊長などのポストを増やしてやるのと、彼らの経費は我々が負担するでしょう？　そうすることで、王国に利益供与しているのですよ。王国貴族は有事の際には諸侯軍の派遣が義務になっているので、王国に対する上納金は必要ないのですが、その決まりを破らないためです」

　それは聞いたことがある。

　昔は、軍役と、領地の規模に比例した上納金の制度があったのだと。

　ただ、当時は帝国との長年にわたる戦争が続いており、その負担の重さから一部貴族が王国からの離脱を計画したことがあったらしい。

　その動きは上納金制度をやめることで収まったそうだが、その制度をブライヒレーダー辺境伯家が復活させたと言われてしまっては堪たまらない。

　だから、駐留警備隊の経費負担というわけだ。

「こういう時には、教会相手の方が楽です。ここに巡礼所や教会を建てましょうで済みますから」

　あとは、寄付金を出しておけば丸く収まる。

　よくも悪くも、教会の運営システムは洗練されている。

　『俗っぽい』と同義語でもあったが。

「では、オイレンベルク領に行きますか」

　思わず長話になってしまったが、俺はブライヒレーダー辺境伯を迎えにきていたのだった。




　彼を連れてオイレンベルク領へと戻ると、過大な仕事を押しつけられずに済んだオイレンベルク卿とファイトさんの表情は明るかった。

「ブライヒレーダー辺境伯様」

「飛竜やワイバーンが飛来せず、マロイモの栽培に適した斜面があり、他の作物も沢山作れる代替地ですね。我がブライヒレーダー辺境伯領も、リーグ大山脈に接している場所は多いですからね。探せば必ずありますよ」

「よかった」

　ファイトさんは、顔を綻ほころばせていた。

　彼からすれば、トンネルの管理よりもマロイモの栽培なのであろう。

「すぐに新しい領地で土造りを始めませんと。ようやく土造りのノウハウを獲得しましたが、マロイモが今の甘さになるには十年はかかりますし」

「それでしたら、バウマイスター伯爵に畑の土を運んでもらったらどうですか？　その方法で、領地一つ分の畑の土を運んだこともありますし」

「凄すごいことができるのですね、バウマイスター伯爵様は」

　農業で一番面倒なのは、土造りである。

　なら、移転時にそれを運んでしまえというのが俺の考え方だ。

　そして、それが可能な俺をファイトさんは仰ぐような眼差しで見ていた。

　今までは怖がられてばかりだったので、初めて尊敬されたような気がする。

「どのみち、オイレンベルク領は大規模な工事をしないといけませんし……」

　今はただ土砂を魔法で取り除いただけなので侵入禁止にしているが、今後トンネルの出入り口を広げ、山崩れを防ぐ工事などが必要になる。

　他にも道を広げたり、農地や宅地を潰つぶしてトンネルを通る人たちが利用する宿や馬車の待機場などの施設も作らないといけない。

　それを怠れば、利用者たちがトンネルに入る前に大渋滞を引き起こす可能性があった。

　荷を保管する倉庫群、宿泊施設だけでなく、飲食店街、歓楽街なども必要か。

　これら必要なものを作るのに、やはり領民たちには移転してもらわなくてはいけないのが現実であった。

　バウマイスター伯爵領側にも同様の施設が必要なので、すでに建築家でもあるレンブラント男爵に依頼を出して設計図を書いてもらっているところだ。

　それが出来上がれば、俺は基礎工事で暫しばらく働かないといけない。

　建物なども、職人が多い王都で建造させてからレンブラント男爵の『移築』で運ぶという短縮工法が、ローデリヒの考案で始まっていた。

　実は、もう色々と動いている状態なのだ。

「トンネルの管理のみならず、そういった開発も合わせると、ますますうちには無理でしたね」

「領内にそういうものを作ると、マロイモの栽培は難しくなるという点もあります」

　オイレンベルク卿は自分たちの能力の限界を超えていると嘆き、ファイトさんは建設工事をするとマロイモの畑が消えてしまうことを憂慮していた。

「今マロイモの畑がある斜面は、土砂崩れを防ぐために補強工事をしないといけません。どうせ一いっ旦たん削るので、土は持っていってください」

「ありがとうございます」

　ブライヒレーダー辺境伯の厚意に、ファイトさんが礼を述べる。

　最初は色々とあったが、これでようやく難題が解決した。

　よかったよかったとみんなで喜んでいたのに、運命の女神とはなんと気まぐれなのか。

　俺たちに再び、難題が訪れる。

　突然バタンとオイレンベルク邸の玄関ドアが勢いよく開き、一人の人物が飛び込んできたのだ。

「親父！　兄貴！　正気か！　オイレンベルク家大躍進のチャンスなのに、なに嬉うれしそうに人様に金の卵を譲ってんだよ！」

「「カチヤ？」」

「あなた、この人は」

「マジで？」

　つい先日まで一緒にワイバーンと飛竜退治をしていた、凄すご腕うでの女冒険者カチヤ。

　オイレンベルク領出身だとは聞いてたが、まさかこの場に現れるとは……。

　そして、オイレンベルク卿とファイトさんを親父、兄貴と呼び、ということは彼女は領民ではなく、なんとオイレンベルク家の娘だったというわけだ。

「カチヤ、随分と早い里帰りだね。予定では来月だと」

「カチヤ、前に渡した干しマロイモが足りなくなったのかい？」

「それはまだもう少し余裕が……って！　違うよ！　実家がこんな状態だって噂を聞いたから、急いで帰ってきたんだよ！」

　彼女にはこれらの情報は隠していたんだが、さすがは優秀な冒険者というわけか。

　ツテを使って実家であるオイレンベルク領の最新事情を知ったようだ。

　そういえば、カチヤは知り合いも多く、顔も広かったな。

　そんな大慌てで飛び込んできたカチヤとは対照的に、オイレンベルク卿とファイトさんはのん気に彼女が帰省した理由を聞いていた。

　カチヤという娘は、家族仲もよく定期的に実家にも帰省しているようだ。

　ファイトさんから干しマロイモの在庫を聞かれて正直に答えているあたり、意外と素直な娘なのかもしれない。

　しかし、干しマロイモか……。

「これは盲点だったな。帰りに干しマロイモも買って帰らないと」

「いや、今はそれどころじゃないだろうに……」

「そうは言うがな。どうせどういう事態になろうとも、マロイモの干しイモが存在する事実に違いはないから」

「お前はこんな時に……」

　エルが呆あきれていたが、サツマイモの干しイモと、甘さにどのくらい差があるのか？

　気になるところなので、早く入手したい気持ちに変わりはなかった。

「失礼、オイレンベルク卿。私の情報不足で申し訳ないのですが、そちらのお嬢さんは？」

「娘のカチヤです。ファイトの妹になります」

「娘さんですか……」

　俺の代わりにブライヒレーダー辺境伯が確認してくれたのだが、やはりカチヤはオイレンベルク家の娘であった。

　自分の寄より子こなのに、オイレンベルク家に娘がいることを知らなかったのは失態だと思うけど、ただ一つ弁護させてもらうとすれば、それを知っている貴族自体が一人もいないと思うので、みんな同罪だと思う。

　別に知らなくても、これまでは誰も困らなかったわけだから。

「カチヤさんは、外で働いていらっしゃるのですか？」

「おうよ、冒険者としてな。つい先日まで、そこのバウマイスター伯爵たちと一緒にワイバーンと飛竜を退治していたんだ」

「そうだったのですか？　バウマイスター伯爵？」

「ええ、その時はオイレンベルク領出身だとは聞いていたのですが、まさか領主の一族だとは思わなかったもので」

「なるほど、そういうことですか」

　ブライヒレーダー辺境伯は、納得したような表情を浮かべた。

　冒険者だからか、本人の気質なのか？

　カチヤは、相手がブライヒレーダー辺境伯でも口調を変えない。

　実力のある冒険者は、相手が大物貴族だからといって急にヘコヘコする人は少なかった。

　ゼロではないが、一人や二人の大貴族に睨にらまれても生活に困るわけでもないし、実力のみで評価される冒険者の世界で権力者に卑屈な態度をとる冒険者は、同業者からバカにされる傾向もあったからだ。

　さらに言うと、実はカチヤのように貴族なのを隠して冒険者をしている人も少なくなかったので、そんな冒険者が大貴族相手とはいえ遜へりくだるわけがなかった。

「これ、カチヤ。そちらの方は……」

　ブライヒレーダー辺境伯に対し堂々とタメ口を利く娘にオイレンベルク卿の顔は青くなったが、この場合、カチヤの方が正しい。

　オイレンベルク卿が卑屈すぎるのだが、これは元からそうなので仕方がない。

「ブライヒレーダー辺境伯様だろう？　生あい憎にくと、今のあたいは冒険者だからな」

「別に構いませんよ」

　ブライヒレーダー辺境伯は、彼女の口調を気にもしていなかった。

　大貴族である彼は、領内の魔物退治などで冒険者と顔を合わせる機会も多い。

　冒険者の気質など百も承知で、というか無意味に冒険者を見下し、彼らの無礼を糾弾してそっぽを向かれてしまう貴族もいるが、そういう人は損をする仕組みになっていた。

　仕事を頼んでも、『あの貴族からの依頼は嫌だ』と断られてしまうことがあるのだ。

　優秀なブライヒレーダー辺境伯が、そんなミスはしないというわけだ。

「カチヤさんは、私の家臣ではありませんからね」

「へえ、さすがは大貴族様、理解が早くて助かるぜ」

　続けて、カチヤの視線はブランタークさんに向いていた。

　魔力持ちの彼女は、ブランタークさんの実力がわかるらしい。

　それだけでも、優秀な冒険者である証拠であった。

「どうも」

　ただ、ブランタークさんは特にカチヤに興味を持つでもなく、普通に挨拶をしただけだ。

「（ブランタークさん、カチヤに興味はありませんか？）」

「（お嬢ちゃんにはねえな）」

　小声で聞いていたエルに対し、ブランタークさんが素っ気ない口調で答えた。

　ブランタークさんからすれば、奥さんの方が好みであろう。

　それにこの人は、意外にもというと変だが、おしとやかな女性が好きなのだ。

「いきなりの乱入だが、カチヤはなにが不満なんだ？」

　一緒に仕事をしたばかりの仲でもあるので、俺は単刀直入にカチヤになにが不満なのかと尋ねた。

　まず、それがわからないと対処のしようもない。

「なにがって……トンネルの利権は、誰がどう見てもオイレンベルク家のものじゃないか！　それを寄より親おやだか王国だか知らないが、力技で強引に奪い取るなんて！」

「力技じゃないんだけどなぁ……第一、オイレンベルク卿とファイトさんが、トンネルの管理を拒否しているわけで」

　どうりで、最初、ブライヒレーダー辺境伯が断ったわけだ。

　この世界にはニュースやネットなど存在しないから、トンネルの利権が零細貴族であるオイレンベルク家のものになるかもしれないという噂が流れると、寄親で大貴族であるブライヒレーダー辺境伯家が取り上げるのではないかという憶おく測そくが勝手に広まる。

　カチヤがそれを心配して戻ってみれば、自分の父親と兄が噂どおりにトンネル利権をブライヒレーダー辺境伯家に譲る相談をしていた。

　そこへ慌てて怒鳴り込んだというのが真相であろう。

「ただ無責任に、通行料だけ取ってウハウハじゃないんですよ」

「そんなことはわかってるさ！」

「本当にですか？」

「おおっ！」

　トンネルが人と物の流れを加速させる以上は、負の案件も増える。

　違法な物品や犯罪者などの移動も増えるのだ。

　他にもトンネルは、ブライヒレーダー辺境伯領とバウマイスター伯爵領を結ぶ重要なインフラとなる。

　帝国とは講和を結んだとはいえ、また戦争になればここを塞ふさぐ破壊工作が行われる可能性もあった。

　敗死したニュルンベルク公爵一派の残党が、王国と帝国を争わせて再起を目もく論ろむためにトンネルをテロの標的にする危険もあるのだ。

「だから、王国警備隊も交じっているのです。彼らがいたにしても、バウマイスター伯爵家側に権利がある魔導灯管理室などを除くトンネルの半分を、責任を持って警備、管理しないといけない。相応の手間もかかるのですよ」

「それは、オイレンベルク家で準備すれば……」

「それができないから、こういう結論に至ったのですけどね。他にもあります」

　トンネル出入り口付近の道や、利用者のための周辺設備の整備もある。

　利用者の身分や、持ち込む荷などをチェックする税関的な施設の運用も必要になるのだ。

「多額のお金と、人材、ノウハウが必要です。バウマイスター伯爵領側の出入り口が順調なのに、オイレンベルク騎士爵領側がいつも渋滞では困ります。もしそうなると、王国から職務怠慢で領地を奪われますよ」

「ううっ！」

　ブライヒレーダー辺境伯からの鋭い指摘に、カチヤはタジタジとなってしまう。

「それでも兄貴が……オイレンベルク家が管理する方法だって……」

「ないこともないですね」

「あるじゃないか」

　これでトンネルを奪われないで済むと、カチヤの顔に笑みが戻った。

「それは、ファイト殿がこのお見合い話を受け入れることが条件です」

　ブライヒレーダー辺境伯は、ブランタークさんがここに持ってきた大量の見合い写真を指差した。

「資金、人材、ノウハウを持っている子爵家以上が多いですね。ファイト殿の奥方と一緒に、その実家から資金と人材が送り込まれて彼らがトンネルを維持します。看板はオイレンベルク家ですけど、実態は奥さんの実家に乗っ取られるというわけです」

　実家が乗っ取られる。

　その可能性に、カチヤの表情は一気に渋いものへと変わった。

「ブライヒレーダー辺境伯家としては嫌な状況ですが、我慢はできます。王国軍も駐留するから困ったことにはならないでしょうし、奥方の実家側も妙なことはしないでしょう。なにしろ、オイレンベルク領はブライヒレーダー辺境伯領に囲まれていますし」

　彼らはトンネルの利権が欲しいのであって、ブライヒレーダー辺境伯家の利権に嘴くちばしを突っ込みたいわけではない。

　無用な衝突や対立は避けたいと願うわけだ。

「ちなみに、ファイト殿に奥方を送り込むという案では、我らブライヒレーダー辺境伯家が有利です。なにしろ、オイレンベルク家はブライヒレーダー辺境伯家の寄子ですし」

　寄親が寄子の跡取りに奥さんを紹介すると言えば、他の貴族は黙るしかない。

　その結果、ブライヒレーダー辺境伯家の縁戚か仲がいい寄子から資金と人材が入ってきて、実質オイレンベルク家は乗っ取られるわけだ。

「世間の評判が悪いから避けたい方法なんですけど、もしファイト殿が他の貴族家から奥さんを迎え入れると決意するならば、その策を強行することも考えました。結果は、オイレンベルク卿とファイト殿が状況をよく理解しており、最良の選択をしてくれたのでよかったですけど……」

　ブライヒレーダー辺境伯がカチヤに、『余計な横よこ槍やりを……』といった表情を向けた。

　こういう事情を聞くと、ますますトンネルの管理をオイレンベルク家が単独で行うのは困難だと感じてしまう。

「一言で言えば、身の丈にあった選択をですか……」

　オイレンベルク卿は、一言だけそう呟つぶやいた。

「それもありますし、トンネルの工事をするとその周辺の農地を潰さないと駄目ですから……マロイモの収穫量に多大な影響が出ますし……」

　農地は少なくなるうえに、農作業以外に時間を取られるのは嫌だとファイトさんは言った。

「兄貴！　そんな儲もうからない農業よりもトンネル管理だろうが！」

「農業は人の基本だよ。食べないと人は生きていけないのだから。それに、カチヤもマロイモが好きでしょう？　帰郷の際には、必ず大量の干し芋を持っていくじゃないか」

「マロイモなら、トンネル管理で儲かってから他に農地を買えばいいだろうが！」

　農業とマロイモ栽培で細く長くが基本の兄に、トンネル管理でオイレンベルク家の躍進をと考える妹。

　実家に残っている兄は保守的で、実家を出た妹は新しいことに挑戦していきたい、みたいな感じであろうか？

「カチヤさん、残念ながらそれはできません」

「周囲は全部、ブライヒレーダー辺境伯領だからか？」

「それもありますけど、貴族同士での土地の取引は王国から禁止されていますので」

「そうなのか？」

「えっ？　知らなかったのですか？」

「ううっ……」

　それはそうだ。

　貴族同士で勝手に土地を売買されて領地が増えたり減ったりすれば、貴族を管理する王国側としても堪らないであろう。

　騎士爵領が土地の買収でいつの間にか伯爵領規模になったりすれば、王国の貴族管理政策において重大な支障が出るであろうからだ。

　勿もち論ろん、例外が存在するが、それをするには紛争に勝利して自分たちが有利な裁定案を結ぶしかない。

「勝手に土地なんて売ったら、王国から罰せられてしまいますから」

「土地の交換はいいのかよ！」

「それは王国が許可しますので」

　貴族法の大本である王国が許可すれば、法に触れる行為も例外として黙認されるわけだ。

　今回のケースで、王国がブライヒレーダー辺境伯の提案を断るとは思えない。

　自分たちだって、いまだに解決案を提示していないのだから。

「畜生！　ずるいぞ！」

「ずるいって……これは、オイレンベルク卿とファイト殿が現実を踏まえて判断した決断でして、最善に近いと思うのですが……」

「親父！　兄貴！　ここは踏ん張れよ！　上手くやれば、男爵どころか子爵にもなれるぞ！　ここで諦めてどうするんだよ！」

　ブライヒレーダー辺境伯に論破されてしまったカチヤは、今度は矛先を父親と兄に向けて二人に気合を入れようとした。

　理論的に論破されたので、感情に訴える作戦に出たようだ。

　それにしても、気合でなんとかしろって……戦前の日本軍人でもあるまいし、精神論が甚だしいな。

「エリーゼ、これは、故郷を失う悲しさから意固地になっているのかな？」

　俺は、カチヤが感情的なのは故郷を失うからだと思っていて、その正否をエリーゼに尋ねてみる。

「トンネルの管理ができれば、オイレンベルク家は躍進する。自分は家を出ている人間だけど、実家が躍進してくれれば嬉しい。こんなところだと思います」

「また面倒な……」

　カチヤが出てこなければ、話は解決していたのに。

　俺は運命の神を呪ってしまう。

「兄貴が嫁を迎えると駄目なんだろう？　だったら、あたいが婿を取ってそいつを責任者にしてトンネル関連の仕事を任せようぜ」

「（なぜそうなる……）」

　俺は小声で、カチヤの意味不明な判断を愚痴った。

　そんな変則技を使っても、オイレンベルク家が傀儡化する事実に変わりはないというのに。

　ブライヒレーダー辺境伯もカチヤの無茶な提案を聞き、露骨に顔を顰しかめていた。

「貴族家の娘としての立ち位置に戻る。おかしくはないのよね……」

　イーナの言うとおりではある。

　本来ならどこかの貴族家に嫁ぐべきであったカチヤは、オイレンベルク家の特殊性によって家を出て冒険者になるという自由な行動ができた。

　それが、本来の立ち位置に戻るだけなのだから。

「というわけで、あたいに有能でオイレンベルク家のために頑張る婿を紹介してくれ。寄親のブライヒレーダー辺境伯様」

「なっ！　カチヤさん、そもそもあなたはこの話をどこで聞いたのです？」

「そう言われると、ちょっと変」

「ここに来るのが、少し早すぎですわ」

　最後に彼女と別れたのはバウルブルク。最近、冒険者ギルドの規模が順調に拡大しているが、王都やブライヒブルクに比べると冒険者の数も少ないし、情報の入手という点でもスピードで劣る。

　貴族もいるわけがないとまでは言わないが、俺の領地なのでほとんどいないはずだ。

　ヴィルマとカタリーナが疑問に思っても不思議ではない。

「実は、バウマイスター伯爵様たちと別れた直後、ちょっと顔見知り程度の冒険者とたまたま顔を合わせてな。親切に教えてくれたんだ」

　話を聞いたカチヤは慌ててブライヒブルク行きの魔導飛行船に飛び乗り、ブライヒブルクからオイレンベルク領までは、魔法でスピードを強化して駆けつけたと得意げに話す。

　カチヤめ、内乱中に伝令で来た『疾風のユーファ』と同じようなことができるみたいだ。

「教会や冒険者ギルドが抱える密偵や伝令みたいに一日千キロとかは無理だけどな。二～三百キロならそんなに大変でもないさ」

　戦闘の時、あれだけのスピードで動き回っていたからな。

　魔力を移動のみに振り分ければ、そう難しい話でもないのか。

「あたいの目の黒いうちは、そう簡単に騙だまされてたまるかっての。ちゃんと頼むぜ、ブライヒレーダー辺境伯様」

「……あのブライヒレーダー辺境伯……」

「バウマイスター伯爵、みなまで言わずとも……」

　カチヤからいきなり無茶なお願いをされ、ブライヒレーダー辺境伯はガックリと肩を落としていた。

　そしてもう一つ、カチヤに余計な情報を漏らしたのは間違いなく貴族であろう。

　どうやら陛下や閣僚たちがここに来ない理由の一つに、情報漏ろう洩えいへの対応が忙しくなった可能性も浮上してきた。

「（これ、解決するのか？　ヴェル）」

「（俺に聞かれてもなぁ……）」

　カチヤの見当違いな策と水面下での貴族たちの蠢しゅん動どうのため、トンネルを巡る情勢は余計に混乱していくこととなる。




「ただいま」

「お館やかた様、あの娘っ子の情報を貰もらってきました」

「ご苦労様です」




　結局、カチヤの乱入でトンネルの件は振り出しに戻ってしまった。

　このままオイレンベルク卿が当主権限でカチヤを黙らせればいいと思うのだが、それをするとあの暴走小娘のことなので、独自に婿探しを始める可能性もある。

　こういう混乱につけ入って利益を得ようと考える貴族は多いから、小娘一人でも注意が必要だとブライヒレーダー辺境伯が言った。

　最悪、カチヤと彼女と組んだ貴族による当主押し込めが発生しかねない。

　ファイトさんも気が強い妹には弱い部分があるようで、そのまま押し切られてしまう可能性もあった。

『カチヤを納得させないと』

　と言って、ファイトさんはオイレンベルク卿と共に説得を続けている。

　その間ブライヒレーダー辺境伯は、ブランタークさんにカチヤの情報を収集するようにと命じた。

　俺たちは先日、カチヤの戦闘技能についてはある程度把握したが、まだ知らないことが多すぎる。

　竜退治でカチヤとも一緒に仕事をした『竜闘団』を率いるゴルフさんに聞こうかとも考えたのだが、実は彼も、カチヤがオイレンベルク家の娘だと知らなかったようだ。

　彼が今どこにいるのかもわからないし、ここは冒険者ギルド本部に顔が利くブランタークさんに情報収集をお願いしたわけだ。

『ちょいとグレーゾーンだから、伯爵様は目を瞑つむってくれるとありがたいな』

　トラブルを避けるため、冒険者ギルドは冒険者の個人情報の流出を避ける傾向にある。

　特に稼ぐ冒険者ほど顕著で、それはおかしなタカリや犯罪の被害に遭って彼らが稼げなくなると、ギルドが大きな損失を受けるからだ。

『よう、オイラリー殿はいるか？』

　俺が『瞬間移動』でブランタークさんを王都にある冒険者ギルド本部まで送り届けると、彼は本部のある建物の裏口から入り、対応した若い女性事務員にある人物の名を告げ、出てきた初老の男性と内緒話を始めた。

　彼はギルドの幹部なのであろう。

　一緒にいる俺の姿を見ても特に驚いた様子がないということは、俺のような身分の高い人間に慣れているということ。

　つまり、ギルド内でも高い地位にあるということだ。

『あまり詳しい情報は出せないぞ、ブランターク』

『それがな……』

　ブランタークさんは、応対した初老の男性に事情を説明した。

『そんなことになっているのか。あの娘にそういう頭を使う仕事は無理だぞ。しょうがない……冒険者に戻るように動いてくれるのなら……あと……』

『安心しな、オイラリー殿。情報源は秘匿するから』

『懲罰会議はゴメンだからな。あとで一杯奢おごれよ』

『それは任せてくれ』

　オヤジ同士の話し合いの後に、ブランタークさんは一枚の書類を貰った。

　それを持って、俺たちはオイレンベルク領に戻ったというわけだ。




「それで、彼女はどうなのです？」

「まずいです」

　ブランタークさんが貰ってきた資料をブライヒレーダー辺境伯に見せると、彼は途端に顔を渋くさせた。

「かなり稼いでいますね……」

「資金有りか……」

　カチヤが強気の理由がわかった。

　彼女は優秀な冒険者として稼いでいて、結構な自己資金があるのだ。

「王都の冒険者予備校を卒業して、十五歳から四年間で一千万長者を超えていますか……」

　なぜこれほどの逸材が、しかも寄子の娘でもあるのにブライヒレーダー辺境伯の目に留まらなかったのかと言えば……。

「登録名がカチヤのみですか……」

　カチヤは自分がオイレンベルク領の出身とだけ語り、自分が貴族の娘だとは周囲に一切漏らさなかった。

　実力でしか評価されない冒険者にはこういう人も多く、冒険者の仁義として、本人が話さない以上、あまり詳しく尋ねない暗黙のルールもあった。

　貴族の娘の場合、女性なので家臣にはできず、カチヤに仕事を依頼した貴族側も彼女のことを詳しく調べようとは思わなかったという、この世界ならではの事情も存在したが。

　カチヤを嫁に迎え入れるにしても、あの男っぽい口調と強さでは相手の方が嫌けん厭えんしてしまう。

　貴族の娘だと知らず、向こうが『○○にしてやる』と上から目線で交渉すれば、カチヤの方が砂を蹴って断るであろう。

「どうして貴族だって言わなかったの？」

「『冒険者に出自なんて関係ねぇ！　稼げれば偉いんだ！』が口癖なんだと」

「正論だけど、面倒そうな人」

　ヴィルマの感想に対し俺たちは全員で首を縦に振ってから、続けて一斉にカタリーナの方に視線を向けた。

「なぜ私を見るのです？」

　俺たちに見られて、カタリーナは居心地が悪そうな表情を浮かべた。

　どうやら彼女は、最初に俺たちと出会った時のトラブルを忘れてしまったようだ。

「カチヤは初見では面倒じゃなかったけど、今はカタリーナ以上に面倒な存在に格上げされた」

「さすがはヴィルマさん……相変わらず容赦がありませんわね……」

　今日も、ヴィルマの毒舌が冴さえわたっていた。

　カタリーナが顔を引き攣つらせる。

「そういう性格だから、優秀な婿を受け入れて自分がトンネルの経営を行うつもりなのでしょうか？」

「一千万セント以上の資金があるのでしょう？　なら、強気になりますよ」

　いつの世でも、どこの世でも、なによりも偉いのはスポンサー様である。

　ブライヒレーダー辺境伯も、それは誰よりも理解していた。

「自己資金から必要経費を捻ひねり出すか」

「冒険者を続けて稼げば、追加の資金も出せるでしょうからね……ただ、それで上手くいったとしても……」

　紐ひも付つきでないか、紐が細い優秀な婿を入れたとしても、ここで兄と妹との対立が発生する可能性があった。

　カチヤが資金稼ぎのためにオイレンベルク領を留守にする時間が長ければ長いほど、その婿と新たに雇い入れた人材が、ファイトさんや古くからの領民たちと反目し合いかねないのだ。

「オイレンベルク領の方々は農業がしたいのに、みなさん開発で農地を奪われますし」

　やりたくもないトンネル管理を手伝わされた挙句、次期領主の妹とその婿、さらに余よ所そ者が上から目線で命令をくだす。

　暴発は必至だと、エリーゼは顔を強こわ張ばらせた。

　オイレンベルク領は、昔のバウマイスター騎士爵領とは違うのだ。

　その気になればすぐに領地を出て他の仕事を選べるという点で、そんな彼らから農業を奪えば、古くからの領民を失ってオイレンベルク領は滅んだに等しくなる。

「カチヤって、そんなに稼いでいるのですか。凄いですね」

「情報によると、バウマイスター伯爵様たちは例外としても、若手のホープという扱いだ。『神速のカチヤ』と呼ばれているらしいな」

「それは、前一緒に狩りをした時に聞いています。『竜闘団』のリーダーであるゴルフさんから聞きました」

「冒険者ってのは自意識過剰だったり、妙に目立ちたがり屋な奴がいて、実力もないのに自分で二つ名をつけて名乗っていたりする。けど、カチヤの場合は周囲が勝手に二つ名をつけてそう呼ぶようになった。本物の実力の持ち主というわけだ」

　カチヤの実力は、俺たちも実際に見ているからな。

　魔法は不得意だが、魔力でスピードを上げるのが得意で、待ち伏せから竜の首筋を狙って一気に切り裂いていた。

　あんな芸当、並の冒険者にできるはずがない。

「そんなわけで、素材の状態がいいので評判だと書いてあるな。特に得意な魔物はワイバーンと飛竜。待ち伏せして、一気に首筋を切り裂く……伯爵様たちは目の当たりにしたんだったな」

「ええ」

　その戦法では属性竜には通用しないが、別に無理に属性竜に挑まなくてもカチヤは十分に稼げるのだから問題ない。

　所持していたサーベルや装備品も、かなりの高品質なオーダーメイドであった。

　稼いでいるから、いくらでも金をかけられるわけだ。

「それにしても、カチヤさんはどうやって婿を探すのでしょうか？」

「カチヤだけに都合がいい人を、ブライヒレーダー辺境伯様が紹介するわけないものね」

　カタリーナとルイーゼは、カチヤの直情的で場当たり的な行動に疑問だらけのようだ。

　確かにブライヒレーダー辺境伯は、あの時カチヤの頼みを了承していなかった。どうせ紹介しても、ブライヒレーダー辺境伯家の紐付きだと拒絶されるかもしれないからであろう。

「冒険者としてのツテで？」

「冒険者として求められるものと、領地開発やインフラ維持に求められるものは違いましてよ」

　それが同じならば、とっくに婿を連れてきているはずだ。

　となると、カチヤは貴族側の人材を見繕わなければいけない。

「ローデリヒさんのような人を探す？」

「ルイーゼさん、ローデリヒさんのような人材はそう簡単に見つかりませんわよ」

「だよねぇ」

　最初はなんとなく雇い入れたが、あれほどの逸材はそう簡単に見つからない。

　実は俺って、かなりツイていたわけだ。

「なにかツテがあるのでしょうか？」

　ブライヒレーダー辺境伯も首を傾かしげていたが、やはりカチヤは独断専行型で行動力過多のようだ。

　のちに俺たちの度肝を抜く方法で、婿探しを宣言するのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「貴族の諸君！　オイレンベルク領の情勢は知っているな？　では、単刀直入に言う！　私の婿になりたい者は、私と戦って勝てる者のみである！」

　王都の中心にある広場の真ん中で、カチヤは多くの観衆を前に婿探しの条件を高らかに叫ぶ。

　その堂々とした物言いと、ギャップがある可愛らしい容姿、そしてまるで貴族を挑発するような態度に、それを聞いた平民たちからは大きな歓声があがった。

　基本、娯楽に飢えている平民たちは、なにか面白いことが始まると思ったのだろう。

「極秘裏に進めていたトンネルの件が……」

　逆に、ブライヒレーダー辺境伯は顔面蒼そう白はくだ。

　ややこしい政治と利権の話だから極秘裏に進めていたのに、カチヤがすべて公の場で暴露してしまったからだ。

「あのカチヤさん、一見バカそうに見えて、実は色々と計算して動いていますか？」

　カチヤがトンネルの件を世間に公表してしまったがために、トンネルを誰が管理するか平民たちに注目されることとなった。

　これでは、貴族がよく使う搦め手や裏技がすべて封じられてしまったも同然だ。

　計算してやっているのなら、実に大した手腕だと思うのだが……。

　カタリーナは、もしかするとすべて計算ずくなのではないかと思っているようだ。

「ただ勢いで動いているだけだと思う。動物と同じ」

「ですよねぇ……」

　ヴィルマの容赦ない毒舌に、ブライヒレーダー辺境伯は納得の表情を浮かべた。

「トンネルの管理なのに、カチヤさんに勝てないと駄目なの？　おかしくない？」

「それが、おかしくないんですよ、イーナさん」

　なぜなら、これには候補者を減らす目的があるからだ。

　家柄自慢だけで、実家と共にオイレンベルク家の乗っ取りを謀るようなバカを排除する狙いもあるらしい。

「要件に沿う人材を広範囲で探せば、それなりの数はいるものです」

「それもあるけど、あたいはこのとおり気が強いからな。あたいを抑えつけるくらいの旦那が欲しいじゃないか」

　発表を終えて戻ってきたカチヤが、婿を戦闘力で選ぶ理由を俺たちに向けて話す。

　文武両道で、コネも持っている。

　そんなリア充、本当に存在するのであろうか？

　魔法しかない俺には、そんな天才の存在自体が理解できなかった。

「トンネルの管理を行える能力と、自分を超える強さねぇ……。ちと贅ぜい沢たくではありませんか？」

「この国は広いんだ。一人くらい、そういう男がいそうじゃないか」

　気が強い自分を抑えられるという部分に、完全にカチヤの好みの男性のタイプが混じっているような気がする。

「（なんというか……強さが基準なんだな……）」

　基本的に他人と自分とを比べる時に、戦闘力を基準にする人なのかもしれない。

「（実は、バトルジャンキー？）」

「その条件だと、力自慢の『脳筋』しかこないと思うけどね」

　ルイーゼが、脅すわけではないだろうが、カチヤに忠告めいたことを言う。

「ですから、『貴族に告ぐ！』なんですよ」

　トンネル管理の人員を揃そろえられるコネも持つという条件で、さり気なく同業者の冒険者は排除している。

　いくらカチヤより強くても、トンネルの管理ができなければ意味がないからだ。

「商人の子弟は？」

「ルイーゼさん、カチヤさんは貴族の娘なのです。降こう嫁かならともかく、入いり婿むこが商人では駄目なのです」

　ブライヒレーダー辺境伯は、ルイーゼに商人の子弟が駄目な理由を説明した。

「厳しい条件だなぁ……」

　カチヤとしては、厳しい選考条件を貴族たちに強気で発表して主導権を握りたい意図もあったようだ。

「それだけのものだからな。零細貴族であるあたいたちが主導権を握り続けるには、このくらいはしないと」

　見栄でも、強気の態度を崩さない。

　小身の貴族としては、これが唯一できる大物貴族たちへの対抗手段なのかもしれない。

「策があって結構だけど、カチヤが勝負を行うコロシアムの予約は、俺がしないと駄目なんだけどね……」

　誰が管理するにしても、それが決まらないとせっかく開通したトンネルが使用できない。

　結果、俺が王城に行って、戦いを行うためのコロシアムの予約をする羽目になった。

　ついでに、陛下たちにも詳しい事情を説明する必要があるだろう。




「バウマイスター伯爵様、暫く世話になるぜ」

　随分と気軽に頼んでくるが、もう一つ、カチヤの婿を決める武芸大会が開かれるまで、彼女を王都バウマイスター伯爵邸で預かることになった。

　婿決め武芸大会は王都で行われるし、カチヤの独断は父や兄との意見の対立を生んでいて、実家には泊まらないと宣言したからだ。

　ブライヒレーダー辺境伯にしても、今の時点で彼女を預かる義理など存在しない。

　すんなりとその身柄を預かったとしたら、一族の男性を利用した策を目論んでいることを疑った方がいいであろう。

　ブライヒレーダー辺境伯がそんな策は用いないと思うが、カチヤも念のため警戒はしていたようだ。

「寝てたら、ブライヒレーダー辺境伯家の一族の男性に夜よ這ばいをかけられ、既成事実を作られましたでは困るからな」

「ふ───ん、用心深いんだね」

「当たり前だ。ルイーゼも女冒険者ならわかるだろう？」

「理解はできるかな」

　女冒険者が、一流になってここまで稼いでいるのだ。

　誰よりも疑うたぐり深くなって当然かもしれない。

「ヴェルのことは疑わないのね」

　イーナ、俺がカチヤに手を出すって？

　どうしてこんな面倒な女を……カチヤだけはないな。

「ここで強引にオイレンベルク領側のトンネル利権までバウマイスター伯爵家が奪ったら、周囲からの非難が凄いだろうからな。それに、ここは女性も多いし安心だ」

「（ヴェル、カチヤって意外と知恵が回る？）」

「（警戒心が強いというのもあると思います）」

　エリーゼの考えが正しいのか。

　単独で活動する女冒険者だからな。

「バウマイスター伯爵様、エリーゼ、暫く厄介になるぜ」

　俺は意外と知恵が回るカチヤに対し、あとで必ず文句を言ってやると決意するのであった。




「俺は王城に向かいます」

「大変だな、伯爵様」

「本当に、どうしてこうなるのかな？」

　俺は首を傾げながら、護衛役のエル、ブライヒレーダー辺境伯、ブランタークさんと共に王城へと向かう。

　陛下との面会を希望すると、すぐに謁えっ見けんの間へと通された。

　カチヤの大胆な口上は、王城の方でも話題になっていたらしい。

　陛下の傍そばには、導師、ホーエンハイム枢機卿、ルックナー財務卿、エドガー軍務卿などのお歴々が全員揃っていた。

「バウマイスター伯爵よ、困ったじゃじゃ馬が現れたの」

　陛下の言う『じゃじゃ馬』とは、勿もち論ろんカチヤのことだ。

　父と兄の意見に逆らい、できるかどうかもわからないトンネル管理に手を挙げ、そのパートナーとなる自分の婿を民衆の前で堂々と募集する。

　その行動は素早く大胆で、一見無鉄砲にも見えるのだが、今まで碌ろくに名前も知られていなかった零細貴族家の戦い方としては間違っていない。

　カチヤは、『世間からの目』というものを味方にしたのだ。

「おかげで、すべての搦め手を封じられたの」

「陛下も、王族の誰かを婿として送り込む案をお考えになられたので？」

「その手を考えなくもなかったが、トンネルの警備隊を王国の費用負担ゼロで置ける方が重要じゃの。婿を入れた場合、それでオイレンベルク家が強気になり、領地が隣接するブライヒレーダー辺境伯家との仲を勘繰られるのは、王国としては嫌なのでな」

「痛くもない腹を探られるのは嫌ですね」

　ブライヒレーダー辺境伯も、陛下の意見に賛同する。

　王族が当主になり権威が増したオイレンベルク家と、ブライヒレーダー辺境伯家による新たな緊張かぁ……。それなら王国軍の警備隊配置によるポスト増を選ぶというわけだ。

　それが本心かどうかは知らないが、共にそういう認識があるのは確認できた。

「というわけで、うちが管理しようかと思った矢先に、あのじゃじゃ馬が現れまして」

「しかもあのじゃじゃ馬、厳しい条件を出すものよの」

　あの完璧超人募集要項には、俺も絶句した。

「王族に、そんな者はおらぬわ」

「代々武芸が駄目なブライヒレーダー辺境伯の一族に、あのじゃじゃ馬に勝てそうな者はいませんよ」

「有象無象を減らすのが狙いであろうが、困った条件を並べ立ててくれる」

　腕の立つ代理人を出すのも禁止とカチヤは宣言して、それを聞いていた民衆は面白がって歓声をあげていた。

『あのアホ公爵と同じことをされても興ざめだからな』

『あの時は、バウマイスター伯爵様の魔法が凄かったけどな』

　民衆からすれば、偉い貴族様なのだから代理人なんてセコいことを言わず、自分で戦えよとカチヤに賛同したわけだ。

　前に俺と戦って無様を曝さらしたヘルター公爵の件もあり、代理人を出しにくい空気が作られてもいた。

　陛下からすると、それも頭が痛いようだ。

　カチヤに勝てそうな貴族の子弟で、コントロールが利きそうな者に覚えがないのであろう。

「実家のコントロールを受け付けないで、あのじゃじゃ馬に勝てる。そういうのは扱いが面倒かもしれぬからの」

　元々、跡取りがカチヤに勝負など挑むはずがない。

　予備の次男や、いらない三男以下ばかりが出るだろうから、カチヤに勝てても彼女と組んで実家を利用するだけして反逆することも考えられる。

「そうなると、その実家ともトラブルになり、トンネル周辺が余計に騒がしくなる可能性もある。不安定要素はない方が望ましいわけだが……」

「ワシらからすれば、ブライヒレーダー辺境伯家か、他の貴族の紐付きの方が扱いが楽だからの」

　ルックナー財務卿クラスになると、そんな小さな貴族家の興亡などどうでもいいのだろう。

　ただトンネルが安定して使用されて、王国経済にプラスになればいいのだから。

　彼らからすれば、カチヤは土壇場で現れた反逆者と同じなのだ。

「本人がやりたいと言うのであれば、任せればいいのである」

「それで失敗したらどうするのだ？」

「ルックナー財務卿殿。その前に、貴族のもやし共にそのじゃじゃ馬に勝てる者がいるのであるか？　某それがしはそれだけが心配である」

　導師の意見は、ある意味、一番辛しん辣らつだ。

　カチヤに勝てる貴族の子弟がいないかもしれないと、言葉を濁すこともせず言っているのだから。

「一人くらいはいるであろう。そこまで言うのであれば、導師が出てはいかがかな？」

「元より資格もないが、某はああいうじゃじゃ馬は苦手なのである！」

　導師ならカチヤに余裕で勝てるであろうが、彼が陛下の傍を離れて在地貴族になるはずがない。

　ルックナー財務卿とてそれはわかっていると思うが、半分嫌みで言ったのであろう。

「某は、普段はおしとやかな女性が好きなのである！」

　意外にも、導師の奥さんたちはそういう女性ばかりだ。

　エリーゼがお気に入りの姪めいで、実は導師はそういう女性にモテるらしい。

　人は、自分と正反対の資質を持つ異性を求めるのかもしれない。

「なんとも不安な話ではあるな。一応、王族を何人か参加させてみるかの。勝てれば問題ないのだから」

「陛下、勝てるのでしょうか？」

「一応軍人で、剣の腕はなかなかというのが数名おる。これは賭けじゃの」

　その王族たちも軍人をしないと居場所がない立場で、それでもカチヤに勝てれば王国からの支援が期待できるというわけか。

「貴族たちは、なにも言わなくても勝手に参加者が集まるであろう。ところでバウマイスター伯爵よ、そちらのトンネル開通の準備はできておるのかな？」

「はい、予定通りに」

　問題があるわけがない。

　ローデリヒが計画を立て、俺が基礎工事で明日から扱こき使われるのだから。

　心配なのは、揉もめている反対側の方だけだ。

　トンネルは、両出入り口が開通しないと使えないのだ。

「公にされた以上は、民たちもある程度は納得する結論を出さぬとな。一週間後に、コロシアムで試合形式の婿選び戦を行う。余が準備をしておこう」

　こうなっては、カチヤを倒せる強い貴族に期待するしかない。

　陛下たちもトンネル開通に関するゴタゴタに巻き込まれ、その準備に奔走することとなる。





第六話　王都に滞在することになったが、貴族ってのは手段を選ばないな







　見つかったトンネルの管理を任せる婿を、武芸大会で決める。

　という、カチヤが決めたわけのわからない条件のせいで、俺たちも王都のバウマイスター伯爵邸に暫く滞在することになった。

　武芸大会が始まるまで、カチヤを預からなければいけなくなったからだ。

　どうしてうちなのかというと、一番中立的な立場だからであろう。

　俺はバウマイスター伯爵領側のトンネル開通に向けて土木工事で忙しいから、連日工事現場と王都バウマイスター伯爵邸を『瞬間移動』で往復しているのに、カチヤは毎日楽しそうにうちの屋敷ですごしていた。

　この屋敷、俺の持ち物なんだけどなぁ……。

　持ち主が一番寛くつろげていないって、どうなんだろう？

「あなた、お茶のおかわりはいかがですか？」

「いただこうかな」

　今日は珍しく仕事が午前中で終わり、昼食のあと、庭でエリーゼが淹いれてくれたお茶を飲んでいた。

　これは、ハルカが実家から送ってもらったミズホ茶で、やはりお茶だけを楽しむには日本茶に似たミズホ茶の方がいいな。

「カチヤさん、楽しそうね」

「まあ、相手をしているエルも大変でしょうけど……」

　みんなの視線は庭で模擬戦闘をしているエルとカチヤに向いていた。

　俺の屋敷に居候している関係で、カチヤは剣に優れたエルに勝負を挑むことが多かった。

　同じく剣を扱う者同士だからなのか。加えてエルは魔法を使えず、純粋な剣術のみで戦うから、最初に勝負を挑むのに最適と思われたのであろう。エルが前座扱いされているような気がしたが、本人はそんなことよりも、カチヤと勝負する時間でハルカと特訓したいと思っているように見える。

「さすがは、バウマイスター伯爵様の護衛だな！　思った以上に強い！　堅い！」

「防ぐのに精一杯で、なかなか攻撃できないな！」

　庭で行われているエルとカチヤの模擬戦闘は、スピードで翻ほん弄ろうしながら攻め続けるカチヤと、その攻撃を防ぎながら、たまに的確な反撃を行うエルによって千せん日にち手てとなっていた。

　基礎身体能力……特にスピードでは魔力で増強しているカチヤの方が上だが、エルがこれまでの経験で得た技術を駆使して彼女の攻撃を上う手まく凌しのぎ、隙すきを見て反撃しているという構図である。

「エルヴィン殿は強いな！」

「カチヤは対人戦闘の経験がほとんどないようだな。その隙をなんとか突けたが、次からはさらに油断できないか……」

　結局、二人の勝負は引き分けに終わった。

「エルさん、お疲れ様です」

「マジで疲れたなぁ……ワーレン先生ほどじゃないけど、魔力で能力を足す剣士は面倒だ」

「確かに、厄介ですね」

　エルは、ハルカから汗を拭くタオルと、喉を潤す冷ましたミズホ茶を受け取りながら、カチヤの戦闘能力について話をしていた。

「先日、思ったとおりだ。バウマイスター伯爵家には強そうなのが多くていいな」

　カチヤは、エルのみならず俺の奥さんたちとも戦いたそうな顔をしていた。

　なるほど、それがうちに居候をしているという理由でもあるのか。

「俺よりも、うちは女性陣の方が強いからな。頑張ってくれよ」

「それは楽しみだな」

　エルの奴、これ以上カチヤの相手はゴメンだと、ルイーゼたちに押しつける算段のようだ。

「（エル、酷ひどいわね）」

「（向こうが強い奴と戦いたがっているんだから仕方がないだろう）」

　イーナがエルに対し小声で苦情を言ったが、彼はあくまでもカチヤの意思だと言って誤魔化した。

　なおハルカであるが、彼女も強い人と模擬戦闘をするのが好きな性た質ちなので、エルはとてもいいことを言ったと思っていた。

　面倒なカチヤの相手を他人に押しつけ、奥さんからは感心される。

　まさに一石二鳥の策であった。

「それじゃあ次は、誰に相手してもらおうかな？」

　小休憩を終えたカチヤは、続けてバウマイスター伯爵家の女性たちに勝負を挑むのだが、ここで彼女は立て続けに敗北を喫することとなる。

「……そんな……あたいの方がスピードはあるのに……」

「スピードがあるということは、その分動きを単純化する必要があります。ある程度目で追えれば、あとは先読みと気配の察知でなんとでもなります」

　まずは、魔力はエルと大差ないが刀術の達人であるハルカと戦い、十分ほどで彼女から死角である首筋に刀身を添えられて敗北した。

　そのあとも何度か戦ったが、やはりハルカの技術には歯が立たず、カチヤは連敗を喫していた。

「年下なのに、凄すごい技術だな」

「私は、三つの頃から刀術を習っていますから」

「そうなのか……あたいなんて、剣の師匠すら碌ろくにいなかったからなぁ……」

　正直な話、オイレンベルク卿が剣を振るっている場面など想像もできないし、ファイトさんも同様だ。

　聞けば、共に武芸大会にも出たことがないとか。

　そんな環境の中で、カチヤが本格的に剣を持ったのは成人後であったらしい。

　当然、剣の技量は素人に近いが、その圧倒的な身体能力で竜相手に勝利を重ねたというわけだ。

　幼少の頃から行っていた農業の手伝いが、彼女の驚異的な身体能力の元となったのであろう。

「あの、お館やかた様」

「はい？」

　カチヤとの勝負を終えたハルカが、俺に話しかけてくる。

「カチヤさんですが、武芸大会までこのお屋敷にいるのですよね？」

「他の家に預けられないからなぁ……あと五日ほどは」

　別に俺も積極的に預かりたいってわけじゃないけど、バウマイスター伯爵としての義務というか、度量を見せるというやつだな。

　経費が勿もっ体たいないから断ったセコイ貴族とか思われたくないし。

「それでも、まずいです」

「えっ？　どうして？」

　俺には、ハルカが抱いている懸念がわからなかった。

「成人するまで剣など碌に持ったこともなく、高速化魔法を使って斬りつけるのみであの強さですよ。さっきエルさんと戦ったせいで、私が戦った時にはわかるくらい強くなっていました」

　なまじまともな剣術の経験がないだけに、エルやハルカのような熟練者と一回戦っただけで、すぐに経験を吸収して強くなってしまう。

　このままこの屋敷で模擬戦闘を続けたら、カチヤはもっと強くなっていくだろうと、ハルカは危機感を覚えているようだ。

「今の時点でも、彼女に勝てる者が出るか不安視されているのに……」

「相手が強ければ強いほど、カチヤは得る経験が多いからな。というか、完全な独学でよくあそこまで強くなれるよな……」

　エルも、カチヤの底知れない才能に気がついたようだ。

「とはいえ、イーナたちに断れとも言えないだろう」

　所しょ詮せん、ただの練習や模擬戦闘でしかないのだから。

　そして、ハルカの嫌な予感は現実のものとなる。

「負けたぜ！　強いなイーナは。やっぱり、子供の頃から槍そう術じゅつをやっているのか？」

「はい、物心ついた頃にはもう槍やりを持っていました」

「凄いんだな。それと、あたいに敬語なんて不用だぜ」

　自分よりも強い者と戦って経験を積んで強くなる。

　それが楽しいらしく、カチヤはイーナの槍にあしらわれても、ルイーゼの妙技に翻弄されても、ヴィルマの剛力に押されても、とても楽しそうであった。

　というか、よくそんなに連戦して疲れないよな。

　さすがは、元農業ガールというわけか。

　スピードもそうだが、実家での農作業で培った驚異的な基礎体力もカチヤの強みであった。

「ルイーゼも子供の頃からか。羨うらやましいよな」

「でも、カチヤが強いのは生まれついての身体能力と、農作業で得た頑強さのせいだと思うよ」

「それもそうか。子供の頃は、親父と兄貴に斜面の畑ばかり耕させられてな。当時は、『こんな領地、絶対に出ていってやる！』って思ってたけど」












　オイレンベルク家では貴族でも農作業を行うのが家風のようで、カチヤも子供の頃は農作業ばかりしていたと話す。

「ヴィルマも強いな。あの大規模な帝国内乱で活躍したんだから当然か。義父のエドガー軍務卿に鍛えられたとか？」

「私は、先生が付いての鍛錬は十歳を過ぎてだから遅い方。狩猟は、五歳からしていたけど……」

「それも凄い話だな。強いのが納得いくぜ」

　貴族的には腹が立つことをしてくれたカチヤであったが、こうやって実際に接してみると性格がサッパリとしていてつき合いやすい。

　模擬戦闘で負けても恨み言などは言わず、相手を褒めて自分も頑張ろうとする。

　だからこそ、ゴルフさんをはじめとして冒険者に知己が多く、信用も高いのであろう。

　彼女がトンネルの件で意固地なのは、実家が弱い存在だから自分なりにどうにか守ろうと懸命だからというわけだ。

「私も戦えたらいいのですが、生あい憎にくと戦闘は苦手ですので」

「エリーゼの治癒魔法は凄いけどな。あたいなんて魔力量も少ないし、使える魔法は簡単な『身体強化』と『加速』だけだぜ。軽い怪我とかを治せたら、もっと強くなれるのに」

　カチヤは、エリーゼたちともすぐに仲良くなった。

　朝は庭で模擬戦闘がメインの訓練を行い、それが終わるとエリーゼがお茶や食事を出してみんなで楽しそうにワイワイやっていた。

　これが噂うわさの『女子会』というやつか……。

　しかも、参加者の平均年齢が低くて本当の『女子会』だ。

　前世で勤めていた会社の女性社員たちもたまにやっていたと仕事中の世間話で聞いたことがあったが、参加メンバーの年齢があまり女子ではなかったことを思い出した。

　そして、それを指摘してはならぬと、先輩女性社員から言われたことも。

「カチヤ、今日はもう訓練はしないでしょう？」

「さすがに疲れたな」

　そりゃあ、あれだけ連続して戦えばな……。

　というか、あのスタミナを実際に見ると、『農業舐なめんなよ！』というのがよくわかるような気がするな。

「それでしたら、買い物に出かけましょう」

「買い物？」

「はい。カチヤさんもあと数日はこの屋敷ですごすのですし、色々と必要なものを買いに行こうかと。カチヤさんは女性ですので」

　女性が滞在するとなれば、それなりに準備や必要なものも出てくる。

　エリーゼは、それを買いに行こうとカチヤを誘ったのだ。

「ちょっとした買い物なら、別にあたい一人でも……」

「あの……一人での行動はもう難しいかと」

　お気遣いは無用、細々とした買い物なら自分一人で十分。

　そういって断ろうとしたカチヤに対し、それはできないとエリーゼは答えた。

　いつものように笑顔は崩さないが、否定は許さないといった態度だ。

「武芸大会が開かれるまでの間、外出する時には必ず複数でお願いします」

「あたいが、その辺の有象無象に負けると思っているのか？　大丈夫だって」

「はあ……」

　エリーゼは、大きく溜ため息いきをついた。

　やはり、なにもわかっていないと。

「あなたはどう思いますか？」

「そうだなぁ……」

　武芸大会で自分の子弟が勝利できそうもないと思った貴族が、単独で行動しているカチヤを誘拐。

　しかる後に、既成事実を……まあ、無理やり関係を結び、カチヤに『やっぱり武芸大会は中止します。〇〇家の〇〇を婿にします』と言わせるとか。

　この方法なら、カチヤに武芸で勝てなくても問題ないか。

「まさに、イーナの好きな本と同じ展開？」

「私、そういうお話好きじゃないけど」

　ヴィルマの発言を、イーナは即座に否定した。

「そうだよね。イーナちゃんは、平民の娘が王子様と結婚するお話とかが大好きで……」

「別にいいじゃない……」

　それは俺も知っていたし、白昼堂々町中で若い女性が攫さらわれて十八禁な展開よりはいいと思うな。

「私の好きなお話はどうでもいいのよ！　私もカチヤが一人で出かけるのは反対」

「そうですわね。人は常に警戒しながら行動するなんて不可能ですし」

　よからぬことを企たくらみそうな貴族もバカではない。

　真正面からカチヤを戦闘不能にして拉致するなんて難しい手は使わないはずだ。

　というか、それを可能な戦闘力を持ちながら、犯罪に加担してもいいと思う人がいないと思う。

　そんな冒険者なら、無理に犯罪に手を貸さなくても狩りで生きていけるからだ。

　仮に裏社会の実力者でカチヤを攫える奴がいたとしても、トンネル利権に家の興隆を賭けているような貴族に高額の報酬が出せるのかって問題も出てくるか。

「こういう場合、出先で飲み食いしたら眠くなったとか、体が麻ま痺ひする魔法薬を塗った吹き矢で攻撃されるとかですか」

「思いっきり犯罪だけどな」

　エルが『そんなことする貴族なんているのか？』という疑いの表情を、カタリーナに向けた。

「証拠がなければ罰せられませんわ。事を成してしまいさえすれば、手て籠ごめにされたカチヤさんが世間に対しその罪を告発できるかという問題もありますし」

　この世界で、いくら凄すご腕うでの冒険者とはいえ、貴族女性が性犯罪を告発するのは難しいか。

「しかし、そこまでやるものなのか？」

　カチヤを預かっている、俺の怒りなどを考慮しないものなのかな？

　もしそんなことになれば、カチヤを預かっているバウマイスター伯爵家までもが、不手際を指摘され悪く言われてしまうのだから。

「ですから、このお屋敷にいる間はカチヤさんも安全です。一人で出かけるなとは、そういうことなのです」

　エリーゼは笑顔のままそう語るが、内心ではまったく笑っていなかった。

「こういう可能性もあります。カチヤさんが急死すれば、ファイトさんに娘を嫁がせられると」

「余計なことをしたカチヤって、貴族に嫌われたんだね」

　まあ、ぶっちゃければ、ルイーゼの言うとおりだろうな。

　『お前は、余計なことをしてくれたな！』と。

　カチヤに勝てそうな息子がいない貴族たちからすれば、平民たちの前で掟おきて破やぶりの宣言をした彼女を許せない気持ちもあるのであろう。

「堂々と宣言したからこそ、貴族も直接は手を出せない。だから、密かに毒殺とか？」

「そういうことか」

「ミズホにも、吹き矢に毒を塗って標的を狙うなんて話はありますね」

　ヴィルマもハルカも怖いことを言うな。

　でもそれなら、検死をする貴族に因果を含めておけば病死扱いにできるのか？

「えっ？　そんな大おお事ごとになっているのか？」

「いや、なっているでしょうよ」

　陛下まで巻き込んでいるのに、やはりカチヤの奴、その場の勢いで動いていたな。

「あたい、これから常に貴族に狙われるのか？」

「この騒動が終わるまでですけど」

「終わるまで？」

「つまり、カチヤさんのお婿さんが決まればというお話です。貴族たちも色々と思うところはあるでしょうが、すべてが決まってしまえば、それ以上手を出しても無駄骨なので……」

　すべてが決まってしまってから、カチヤに個人的な恨みを抱いて暗殺を目もく論ろむなんて、手間と経費の無駄。

　そんな暇があったら、カチヤの婿の実家からお零こぼれを貰もらう算段をつけた方が効率的というわけだ。

　エリーゼも、ただカチヤを脅したかったわけではなく、とにかく今は気をつけろと言いたかったのであろう。

「カチヤの選択は、自分自身で決めたことだから俺たちも文句は言わないようにするが、安全のため行動に気をつけろというエリーゼの親切を無にしてほしくないな」

「わかったよ……エリーゼ、心配かけてすまないな」

「おわかりいただけたのなら」

　それにしても、さすがは大貴族の娘。

　貴族の考え方をよく理解しているし、それをカチヤにわざわざ教えるのだから、エリーゼは本当に優しい娘こだと思う。

「あなたもご一緒にいかがですか？　できれば同行していただきたいのですが」

「いいよ」

　これから武芸大会までの数日、土木工事は午前中のみとローデリヒが決めていたからな。

　午後からは時間が空いている。

　俺が責任を持つのは、バウマイスター伯爵領側のトンネル出入り口付近だけだしな。

　オイレンベルク領側は知らん！

「（今回も下着屋？　できれば勘弁してほしい）」

「（今回は本当に生活用品だけですから。それと、危ないわけではないのですが、カチヤさんにトラブルがあるかもしれませんので……）」

　エリーゼが俺に同行を求めた理由は簡単だ。

　もしカチヤに危害を加えようとする貴族がいたとしても、俺が傍にいれば抑止力になるからであろう。

　ただ、エリーゼの言うカチヤを襲うかもしれないトラブルって……。

　一体なんなのであろう？

　俺はそれを考えながら、エリーゼたちの買い物に同行するのであった。




「女ってのは買い物が好きだよな」

「エルも剣を見たり買ったりするのが好きだし、俺も新しい食品や料理店に目がない。人は誰しも夢中になるものがあるのさ」

「いやに寛容じゃないか」

　夕食までの時間、みんなで王都の市街地まで買い物に出かけた。

　とある雑貨屋で、カチヤとハルカも含めた女性陣は、やいのやいの言いながら商品を品定めしている。

　小物とか雑貨とか、前世でもそうだったけど、女性はそういうものが好きだよな。

「こういう買い物は、ドミニクとレーアに任せておけばいいんじゃないの？」

「そう言うなよ、エル」

　エリーゼたちも、バウルブルクの本屋敷で生活している間は、どうしても料理などをする機会が減ってしまう。

　屋敷には多くの使用人とメイドがおり、あまり彼らの仕事を奪うわけにはいかないからだ。

　そこに、急きゅう遽きょ王都屋敷への滞在が決まった。

　突然のことであり、しかも一週間ほどの短期間なので、連れてきたドミニクとレーアの他には普段王都屋敷を維持している使用人しかおらず、エリーゼたちは自由気ままに料理などができるというわけだ。

「ドミニクはエリーゼの幼おさな馴な染じみだからな。そういう細かい配慮もしてくれる」

　エリーゼは大貴族の娘として過分なく振る舞っているが、本当は普通の女の子のように料理をしたり、お茶を淹れる方が好きなのを知っている。

　だからこそ、王都屋敷滞在中はストレス発散も兼ねて自由にやらせてあげたい。

　エリーゼとつき合いが長いドミニクも、それを重々承知しているはずだ。

「なるほどな、確かにエリーゼも大変だよな」

　二人でそんな話をしているうちに、エリーゼたちは買い物を終えたようだ。

「次のお店は……」

「（やっぱり……）」

　ただし、これだけ女の子が集まって買い物が一店舗で済むわけがなく、俺とエルはまだ買い物につき合わなければならないみたいだ。

「結構買ったから、もう戻らないか？」

「まだ必要なものはあるわよ」

　ただカチヤは、あまり長々と多くの店を巡る女性らしい買い物は苦手なようだ。

　もう屋敷に戻りたいと言ったが、この場では少数意見でしかない。

　彼女の提案はイーナに却下され、買い物は続行となった。

「わかったよ……」

　仕方がないといった表情を浮かべながら、購入した品を入れた袋を持って店を出ようとしたカチヤであったが、ここで思わぬトラブルに巻き込まれた。

　誰かとぶつかり、持っていた袋を地面に落としてしまったのだ。

　袋の中には割れやすい品もあり、地面に落ちた袋は『ガチャン』と音を立てた。

「これは、大変な失礼をしてしまいました」

　カチヤにぶつかったのは、若い男性……しかも、かなりの美男子だ。

　服装から見ても間違いなく貴族の子弟であろう。

　王族や貴族は美男、美女で結婚して子供を作るパターンが多く……ただし地方貴族や零細貴族は除く……容姿の整った人が多かったが、この男性はその中でもかなりの美男子であった。

「勿もち論ろん、落としてしまった品は弁償させていただきます」

「ああ……」

　突然美男子から謝られたカチヤは、どう対処していいのかわからないようで曖昧な返事をした。

　冒険者をしているせいもあって、男性同業者への対応は慣れていたが、それ以外の男性とどう接していいのかわからないのかもしれない。

　その美男子が店に戻って壊れた商品を買い直し、カチヤに新しい紙袋が手渡されたが、その間も彼女は無言だった。

「本当に申し訳ありません」

「弁償してもらったからいいよ」

「そういうわけにはいきません。ちょうどこの近くに私の屋敷がありまして。これは申し遅れました。私の名は、マンフレート・ヴィフラム・フォン・ベンカーと申します」

　完全に俺を無視してカチヤに挨拶をするイケメン貴族。

　それにしても、本当にもの凄いイケメンだな。

　どうして同じ男に生まれて、ここまで容姿に差が出るのかね？

　神ってのは、本当に不平等なことをするな。

「（美男子なんて、死ねばいいのに……）」

「（案外向こうも、魔法使いなんて死ねばいいのにって思っているかもな。というか、露骨だな……）」

　確かに、誰にでもわかる小芝居だな。

　エリーゼたちも無表情なままで彼を見ている。

「是非、我が家でお茶でも。王家御用達のお店のケーキも用意させますので」

「ええと……」

　カチヤの奴、男性冒険者からナンパとかされた経験がないのかな？

　随分と不慣れなように感じてしまう。

　そう思っていたら、傍観者に徹していたはずのエリーゼが二人の間に割って入った。

「ベンカー男爵公子殿、ご丁寧な謝罪、痛み入ります。ですが、カチヤさんは未婚の女性。いきなりお屋敷に誘うのはいかがなものかと。あとでバウマイスター伯爵家の者を返礼の使者として出させていただきますので悪しからず」

「そうですか……」

　なるほど、貴族としての礼儀に反していきなりカチヤをナンパしているイケメン貴族としては、エリーゼから礼儀に則のっとった応対をされたら強くは出られない。

「それでは、次の予定もありますので」

　エリーゼはイケメン貴族に対し優雅に一礼してから、カチヤの手を引くと店が見えなくなる場所まで急いだ。

　俺たちもそれについていく。

「やはり、こうなりましたね」

「エリーゼは予想していたのか」

　俺とエルがついてきたとしても起こるであろうトラブル。

　実際に起こったわけで、これはトラブルというか、カチヤを狙った搦め手というわけだ。

「なるほど、武芸大会の前にカチヤがあの美男子君に惚ほれれば勝ちか」

「はい、こういう巧妙な手もあるのです」

　さすがは、エリーゼ。

　王都に巣くう貴族のやり口をよく知っているな。

「えっ？　どういうこと？」

　駄目だこりゃ。

　カチヤは、どうしてイケメンが接してきたかよくわかっていないらしい。

「だから、全部仕込みなのよ」

「そうなのか？　イーナ」

「どうしてわからないのかしらねぇ……」

「男性冒険者は、こんな回りくどい手を使わないからだね」

　イーナの疑問に対し、ルイーゼが代わりに答えた。

　あとは、カチヤほど凄腕の冒険者だと、逆に男性冒険者の方が引いてしまうというのもあるのか。

　だからカチヤは、ナンパ慣れしていなかったと。

「わざとぶつかったに決まっていますわ」

　カタリーナの想像どおり、わざとぶつかって知り合う機会を作ったに違いない。

「だよな。壊した品を弁償してもらい、それだけでは気が済まないと美男子君から屋敷に招待される。一回招待されれば、次の日も、そのまた次の日も招待され、するとカチヤはあの美男子にメロメロになると」

　そうやってカチヤがあの美男子に惚れてしまえば、武芸大会なんて意味がなくなる。

　あの美男子君に、カチヤがわざと負けてしまえばいいのだから。

「カチヤさんが、あの方を気に入ったのなら仕方がありませんけど」

「凄い美男子だった」

　確かに、あの美男子ぶりは有効な武器になるかもしれない。

　美しい娘で大貴族の関心を買おうとする貴族もいれば、逆もまたあるというわけだ。

「逆ハニートラップ」

「ヴィルマは、際どい言葉を知っているな……」

　美女ではなく、美男子で女性を釣る罠わなか……。

「カチヤ、気に入った？」

「あの男をか？　あたいが？　ないない」

　そして肝心のカチヤであったが、突然のことで最初は面食らったようだが、あの美男子君に惚れたということはないみたいだ。

「その心は？」

「ヴィルマも、外で狩猟とかしているから知ってんだろう？　ああいう、顔しか取とり柄えがない奴を。女性に近づいて稼ぎを奪う。まあ、ヒモみたいなものだな」

　実力本位の狩人、漁師、冒険者の世界において、顔だけが取柄という人も当然存在し、その多くが稼ぐ女性に寄生して生きていた。

　それも取柄の一つなのであろうが、カチヤはあまりそういう顔だけの男性は好きではないと語った。

「顔なんてどうでもいいんだよ。あたいを倒せる実力、それがあればな」

　カチヤは、本気で自分よりも強い男性としか結婚したくないと思っているようだ。

　トンネルの管理は、夫婦が強ければ夫の実家から寄越された連中を制御可能だと思っているらしい。

　資金はあるのだから、あながち間違った考えでもないのか。

「あいつ、腕っ節はまったく駄目だろうな」

「そうですね。姿勢と歩き方がちゃんと武芸を習得している人のものではありません」

　それだけであの美男子君の戦闘能力がわかるなんて、ハルカはさすがだな。

　姿勢と歩き方……俺が見てもわからない。

「そういえば、エリーゼ。あいつのことを『ベンカー男爵公子殿』って呼んでいたよな。ぱっと見で、そいつが当主か子供かなんてわからないだろうから、元から知っていたわけだ」

　当主は『当主です』って名札をつけているわけじゃないからな。

　俺だってマントをつけていなければ、知らない人が見たら伯爵家の当主だとは思うまい。

　跡取りだと思う人も多いはずだ。

「はい。ベンカー男爵家は文官を多く輩出している法衣貴族家ですが……」

「なんかあったから、カチヤ狙いなんだろうな」

「ええ」

　エルの考えたとおりで、エリーゼによると、ベンカー男爵家は二代前に世襲していた職を不手際で失ってしまった。

　それ以降は、たまに親戚のツテで役所の仕事を手伝い、わずかな臨時報酬を得るという悲惨な状態に陥っているそうだ。

　年金があるので困窮はしていないはずだが、世襲職を取り戻せない今、トンネルを管理できるようになれば一発逆転というわけだ。

　そのためには、息子にあんな真似をさせてもというわけか。

「なるほど。美男子君の実家も大変だな」

「ヴェル、そんなのん気なことを言っていて大丈夫なの？」

「のん気か？　俺？」

　あの美男子君、実力行使には出なかったのだから、そう脅威というわけでもないと思うが……。

「エリーゼが心配していたのは、むしろああいう手を使ってくる人たちなんじゃないの？」

「そうですわね。カチヤさんに対し実力行使に出るような方々は、ヴェンデリンさんと私たちで排除可能ですから」

「えっ？　あんな連中が続々出てくるのか？」

「むしろ、そちらの方が多いのでは？」

　イーナとカタリーナの懸念は見事に当たってしまった。

　次の店に向かうべく道を歩いていると、突然建物の陰から何者かが飛び出してきてカチヤにぶつかる……前に、エルが動いてそれを防いだ。

　エルに弾はじかれた人は、そのまま道に倒れてしまう。

「大丈夫か？　……エリーゼ？」

　思わずカチヤがその人物に駆け寄ろうとしたが、エリーゼが無言で手を差し出してそれを止めた。

　倒れている人をよく見ると、これもなかなかにイケメン……だが、華きゃ奢しゃでとても線が細い男性に見える。

　彼では、カチヤと戦っても勝ち目はなさそうだな。

「ううっ……痛い……」

「それは大変ですね」

　カチヤが駆け寄ってこないことに業を煮やしたのか？

　線の細いイケメン君は、倒れた拍子に体を地面に打ちつけて怪我をしたフリをした。

「（わざとらしいなぁ……）」

　ルイーゼだけでなく、俺にでもわかる芝居の下手さだ。

　先ほどのベンカー男爵公子と同じく、彼もどうにかカチヤと知り合って恋愛関係に持ち込もうとしているのであろう。

「（標準的美男子、線の細いイケメン……こいつは、年上に受けそうだな……）」

　見た感じカチヤよりも年下に見えるので、彼女が年下好きである可能性に賭けて策を講じたのであろう。

「治療しておきました。次からは気をつけてください」

　ただし、エリーゼが簡単な治癒魔法をかけて取りつく島もなかったが。

「僕としては、ぶつかってしまいそうになったカチヤ殿に……」

「ぶつかっていないので問題ないですよ。まだどこか痛むのですか？」

　元々怪我はしていないうえに、計画が杜ず撰さんでカチヤにぶつかれもしなかった彼は、エリーゼに阻まれてカチヤと話もできず撤退する羽目になってしまう。

「なにあれ？」

「カチヤと知り合おうと懸命」

　なんというか……まるで、カチヤが主人公の恋愛シミュレーションゲームみたいだな。

　問題は、いまだにカチヤとちゃんと知り合えた男性キャラがいないことであったが。

「カチヤ、より取り見取り」

「ヴィルマ、あたいはあんな軟弱なのはいらねえよ」

　カチヤは、儚はかなげなイケメン君は好みじゃないのか。

「でも、これからもああいうのしか来ないはず」

　腕に自信があったら、武芸大会本番でカチヤを倒せば済むと考えるだろうからな。

　それができないと思ったから、あの二人のイケメン君たちは搦め手に出たわけで。

「店を出ようとしてぶつかってしまい、壊れた商品を弁償。そこから始まる恋」

「道を歩いていたら、出会い頭にぶつかってしまった」

「「ベタな展開よね（だよね）」」

　イーナとルイーゼは、あまりにベタで、しかも演技力もなく噓うそがバレバレな小芝居に呆あきれていた。

「イーナがよく読んでいる本にもある」

「ヴィルマ、あれは物語だからいいのよ」

　実写とはいえ、あんなわざとらしい芝居でやられてもなぁ……。

　イーナも本で読むならいいけど、大根芝居を見せられても困ってしまうであろう。

　『だから実写化しなければいいのに……』に通じるものがある。

「あの二人、カチヤ本人じゃなくて、トンネル利権が目的じゃない。物語とは違って不純よね」

「確かに、そういう背景が透けると嫌ですね」

　イーナとハルカは、あまりに露骨なさっきの二人に嫌悪感を示していた。

「でも、顔はいいよな。さぞかし女にモテるだろうな」

　あれだけイケメンに生まれれば、人生も色々と得だったろうなと思う。

　俺もエルも、顔は普通寄りだからな。

「これで終わりかな？」

「いえ、武芸大会本番までは、カチヤさんが外に出ればああいう方々と沢山出会うことになるでしょう」

　エリーゼは、ああいうことを企むのはあの二家だけではないと断言する。

　無理やりフラグを立てようとする貴族の子弟たち、それもイケメンばかりに狙われるというわけか。

「よかったな、美男子に囲まれて」

「あたいは、あんな軟弱なのは嫌だっての！」

　男性は美女に次々と出会えば嬉うれしいわけで、エルはカチヤも美男子ばかりと出会う機会ができて嬉しいはずだと思ったようだ。

　カチヤは即座にそれを否定していたが。

「じゃあ、武芸大会当日まで屋敷の外から出なければいい」

「え───っ！　それは嫌だな」

「とはいえ、自分で蒔まいた種。責任は取る必要がある」

「ううっ……庭で模擬戦闘ができれば……」

　これから数日間、毎日、カチヤと縁を結ぼうと貴族の子弟が小芝居を演じるのを見ているのも辛つらいからな。

　イーナたちが毎日庭で戦闘訓練の相手をすれば、運動不足も解消されるであろう。

「では、今日のうちに必要なものをすべて購入しておきましょう。ただ……」

「ただなんだ？　エリーゼ」

「まだあると思いますので」

　今日は仕方がないと買い物を続けるが、エリーゼの予想は当たり、俺たちはまた奇妙な連中に絡まれた。

「おい！　てめえ！　腕がぶつかったぞ！」

「痛えな！　腕が折れたじゃないかよ！」

「治療費を払え！　コラぁ！」

　いかにもな三人組が、あきらかにカチヤを狙って因縁をつけてきた。

　というか、ぶつかってもいないのに腕を怪我したとか、なんてベタな連中なんだと思ってしまう。

「お前ら、せめて本当にぶつかってから因縁をつけろよ」

「なんだぁ？　お前は？」

　もうちょっと上手くやれと、エルが呆れた表情を浮かべながらガラの悪い三人組と話を始めるが、この連中、見た目は恐そうなんだが、あまり荒事に慣れていないように思える。

　アウトローな連中特有の凄みを感じないのだ。

「（エリーゼ、偽物なのかな？）」

「（そうですね。芝居小屋の方々かもしれません）」

　エリーゼによると、彼らは王都やその周辺で活動している芝居小屋の団員である可能性が高いという。

「（アルバイトですね）」

　なるほど、第三のイケメン君が雇った劇団員で、彼らも空いた時間に収入が得られて万々歳というわけだな。

　彼らが本物のアウトローでない以上は、いくらでもやりようがある。

「どうして人数が多い俺たちに因縁をつけるかね？」

「うるせぇ！」

「女ばかりのくせに！」

「やるのか？　コラぁ！」

　可哀かわい想そうに。

　彼らは俺たちについてよく知らないようだ。

　雇い主に情報を与えられなかった……いや、彼らは元より戦う気なんてない。

　なぜなら……。

「やめるんだ！　君たち！」

　シナリオどおり、ここにカチヤと荒くれどものトラブルを収拾する第三のイケメン君登場というわけだ。

「なんだ？　お前は？」

「うら若き女性に対し、男性が三人がかりで脅すとは、なんと嘆かわしい」

　第三のイケメン君登場であるが、彼も武芸で勝てそうにないからこんな手を用いているのであろう。

　というか、そもそも俺たちはピンチに陥っていないわけだが……。

「お前は途中からしゃしゃり出てきてなんなんだよ？」

「ぶちのめすぞ！」

「誰かは知らないけどよ！」

「ほほう、私の名を知らぬのか。では教えてやろう。私こそが、王都にその人ありと言われたアーベル・ヨハンネス・フォン・プラテスだ！」

　荒くれ三人の前で、第三のイケメン君はポーズまで決めて自己紹介をした。

「（わざとらしいなぁ……）」

　この世界の人間って、もう少しリアリティーのある芝居をできないのかね？

　貴族の子弟の芝居がここに来ていきなり上手くなる道理もないので、おかしくはないのか。

「（エル、あいつって王都にその人ありなのか？）」

「（俺に聞くなよ……）」

「（もしかしたら、俺たちが帝国にいる間に有名になったとか？）」

「（んなわけあるか）」

　となると、自称王都にその人ありな人なんだな。

「君たち、手を引きたまえ」

「アホか！　どうして俺たちが手を引かなきゃならないんだよ？」

「わけのわからないことを言うと、お前を先にぶちのめすぞ！」

「三対一で勝てるかな？」

「仕方がないな。ならば私がお相手をしよう」

　以上のようなわざとらしい会話ののち、第三のイケメンは荒くれ三人と喧けん嘩かになった。

　だが、片や武芸が得意そうでない貴族、片や荒くれのフリをした劇団員。

　まるで下手な役者たちが演じる殺た陣てのようなものが展開され、予想どおり第三のイケメンが勝利した。

「覚えてろよ！」

　負けたことになっているアウトローたちは、逃げるようにその場から走り去っていく。

「「「「「「「「……」」」」」」」」

　誰が見てもヤラセにしか見えないものをまざまざと見せつけられ、俺たちはなにも言えないままその場に立ち尽くしていた。

「大丈夫ですか？　カチヤさん」

「あたいは、なにもされていないけど……」

　そもそも、あの連中はカチヤにぶつかることもできなかった。

　大丈夫もクソもないのだ。

「大変な目に遭いましたね」

「いや、別に……」

　本当に大変な目には遭っていないので、カチヤとしてもそうとしか答えようがなかった。

「そうだ！　ちょうど近くに私の屋敷があるのです。少し休まれていかれては？」

　これこそが、第三のイケメン君の魂胆だったというわけだ。

「（ヴェル、もう疲れたな）」

「（ああ……）」

　せめて、もう少し自然にやってくれていればな。

　何回もベタで下手な小芝居を見せられる俺たちの身にもなってほしい。

「いえ、もう買い物も終わりましたので、私たちはこれで戻りますから」

　エリーゼも、もういい加減疲れてしまったようだ。

　珍しく強引に第三のイケメン君の話を中断し、そのままバウマイスター伯爵家の屋敷へと帰っていってしまうのであった。




「大変な目に遭ったのはこちらよ」

「どいつもこいつも、せめて基本的なお芝居の練習くらいしてほしかったよね」

　必要な買い物はまだ終わっていなかったが、毎日外に出る度にこれでは疲れてしまう。

　エリーゼは、ドミニクにメモを渡して残りの買い物を任せていた。

　どうにかしてカチヤに惚れられようとするイケメン連中のせいで疲れた俺たちは、屋敷のリビングに置かれたソファーに深く座り込んでしまう。

　肉体的にというよりも、精神的に疲れてしまった感じだ。

「カチヤ、もう面倒だから、彼らの中の誰かと結婚したら？」

「するか！」

　カチヤはイケメン連中がお気に召さなかったようで、ルイーゼの冗談にも声を荒らげていた。

「それにしても、ひでぇ芝居だったな」

　どうにかして偶然フラグが立った的な展開にしようとしたのであろうが、残念ながら演技力が足りない。

　普段演技なんてしていない貴族の子弟だから仕方がないのか。

「まだ終わっていない」

　ヴィルマが視線で屋敷の外を示すと、そこには、先の三人以外にもどうにかカチヤに好かれようと騒いでいる連中がいた。

「カチヤさんと戦って勝てないのがわかっているからこそですか……」

「言うほど、貴族もそんなに強くない」

　ヴィルマは、カタリーナに対しどうして彼らがあそこまで必死なのか説明を始める。

「軍系の貴族でも、軍政畑の家柄だと武芸はからっきしという人も多い。武芸を志している平民や冒険者の方がよっぽど強い」

「それはそうですわね」

　納得するカタリーナであったが、次第に集まってきた貴族の子弟たちが屋敷の外で騒ぎ始めた。

　敷地に入ってこないのは、一応貴族の生まれで育ちがいいからだと思うことにする。

「ポロロン～～～　愛の使者イクヌーク・フォン・アルトブレインが歌う愛の歌～～～　初めて君と出会ったこの衝撃を～～～これは一体なんなのであろうか～～～そう、愛ぃ～～～！」

　いきなり人の屋敷の前で、ギターに似た弦楽器を弾きながらオリジナルソングを歌う若者。

　昔の日本にはいたのかもしれないが、こんな奴が現実に存在するのかと俺は衝撃を隠せないでいた。

「愛が三つも重なってクドイわね」

「イーナちゃん、ツッコミどころはそこじゃないと思うな……」

　俺も、ルイーゼと同じことを思った。

「カチヤぁ───！　愛してるよぉ───！」

「だって」

「知るか！」

　第三者として歌を聞いている俺たちでも恥ずかしさで居たたまれないのに、大声で愛していると歌われているカチヤは余計であろう。

　しかもこの貴族の兄ちゃん、ちょっと音痴だ。

「でも、自分で蒔いた種」

「それは事実なので仕方がないですね」

　ヴィルマの容赦ない指摘に、珍しくハルカも賛同していた。

　せっかくの王都なので、一日くらい休暇を取ってエルとデートでもしたかったのであろうが、この状況ではそれも難しいと知り、カチヤに対し隔意を持ったようだ。

　この騒ぎの中、俺の関係者でも外に出るのは危険だろう。

　カチヤ本人は余計にそうだ。

「詩作コンクールにて常に優秀な成績をあげている、このブット・オイゼント・フォン・ルートニアが君に送る愛の詩。初めて君の顔を見た時、まるで巨大な『ファイアーボール』の直撃を受けたような……」

「そんなもの、普通の人が食らったら骨も残りませんわ」

　カタリーナ、それは詩の表現なんだからスルーしておいた方がいいと思うぞ。

　詩の内容が酷いのは認めるけど。

「コンクールの成績優秀者常連にしてはセンスないわね」

「イーナちゃんは容赦ないな」

「貴族のサロンで開かれている詩作のコンクールだろう？」

　俺は彼を見たことがないから、以前見学に行ったブライヒレーダー辺境伯が所属する詩作サロンとは別のサロンに所属しているのであろうが、あくまでも趣味の詩作であり、プロとして食えている人は滅多にいないわけで、あんなのでもサロン内のコンクールでは上位にいけるのではないかと俺は思うのだ。

「だよね？　エリーゼ」

「ブライヒレーダー辺境伯様が所属する詩作サロンは、当主および跡取りで、一定以上の爵位、領地か職に就いており、サロン会員の紹介がないと入れませんから」

「そうなんだ。知らなかった」

　俺は趣味に合わなかったから入らなかったけど、きっと入りたくても入れない人もいるはず……今、ブライヒレーダー辺境伯よりも酷いのではないかと思う詩を、大声でしかも屋敷の前で詠んでいる若者を見ると特にそう感じてしまう。

「貴族であれば入れるサロンというのもありますので……」

　エリーゼの口調が尻すぼみなのを見ると、辛うじて貴族という者たちが集まる微妙なサロンなんだろうな。

「そういうことか！」

「はい」

　こういう連中は、そのサロン経由でトンネル関連の情報を得てカチヤにアピールしているわけか。

「カチヤ殿、私が創作したオリジナルダンスを見ていただきたく！　情熱の愛の乱舞！」

「カチヤぁ───！　俺はお前の愛に包まれたいんだぁ───！」

　段々と、もう後がなかったり、一発大逆転を狙う貴族の子弟が集まってきて、懸命にカチヤにアピールしていた。

　というか、お前ら本当に『愛』というワードが好きだな。

「懐かしいわね。グレードグランド討伐の時みたい」

「そうなのか？　イーナ」

「あの時も、ローデリヒさんをはじめとして、一杯集まってきたもの」

　俺はその時、王都郊外の軍駐屯地でグレードグランド討伐準備に忙しかったからな。

　編成することになった諸侯軍に参加すべく、多くの貴族の子弟たちが集まってきたことは知っていた。

「今回は、文系君や容姿に優れた連中ばかりだけどな」

　武芸ではカチヤに勝てないので、ここは自分の得意技で勝負する。

　気持ちはわからなくもないのだが……。

「カチヤ、いいなぁ。モテモテで」

「ルイーゼ！　お前、絶対に羨ましいなんて欠片かけらも思っていないだろう？」

「当たり前じゃん。外にいるのは一緒にいると恥ずかしそうな連中だし、ボクにはヴェルがいるからね」

「あたいも、あんな連中嫌だよ！」

　カチヤは己の身に降りかかった不幸を呪っていたが、翌日以降も武芸ではカチヤに勝てない文系、イケメン、または駄目元で参加する多くの貴族の子弟が屋敷の前でアピールを続け、カチヤは庭でイーナたちと戦闘訓練をする以外、屋敷から一歩も出られなかった。





第七話　いよいよ武芸大会当日







「ようやく一週間経たつのか。あのおかしな連中の、パフォーマンスなのかコントなのかよくわからないものが終わってくれる。この騒動の張本人のカチヤは、毎日楽しそうに庭で鍛錬してたけどな」

「ヴェルは夕方までトンネル工事で忙しかったから、あの連中のしょうもないアピールや芸にウンザリしないでよかっただろう。俺もトンネル工事の護衛で連れていけよ」

「カチヤになにかあったら困るから、こちらの屋敷の護衛は減らせなかったんだよ。俺の場合、現地で護衛をする家臣たちをローデリヒが用意していたから、一人で現地に飛べばよかったし」

「この屋敷、使用人のおっさんたち以外に男がいないからさ。エリーゼたちもハルカさんも、みんなが集まれば外がアレでも楽しかったようだけど、俺はあまりすることもなくて退屈だったぜ。カチヤの護衛をしないわけにいかないから」




　いよいよ明日は武芸大会だが、この六日間は色々と大変だった。

　屋敷の外には多くの貴族の子弟たち……腕っぷしに自信がない連中……が集まり、どうにかしてカチヤと接触しようとアピールに懸命であった。

　さすがに日が暮れたらいなくなったが、この六日間毎日、愛の言葉やら、自作の詩、歌、踊り、自分のイケメンぶりをアピールし続け、俺はまるで芸能人のオーディションのようだと思ってしまった。

　もっとも、昼間は毎日バウマイスター伯爵領側のトンネル周辺を魔法で工事していたからあまり見てはいなかったのだが。

　この情報を聞きつけたローデリヒが好都合だと、夕方まで鬼の開発計画を立案、俺を扱こき使っていたからだ。

　さすがに夜はここに帰らせてくれたけど。

　主君をあそこまで扱き使える家宰ってある意味凄すごい。

　同時に、人に使われる癖が抜け切れていない俺もか。

「そんなに工事が進んだのか？」

「おかげさまでな」

　まずは、トンネルの土砂を完全に取り除き、出入り口傍そばに建設する検問所、休憩所、教会を建てる土地を整備する。

　トンネルを利用する客を泊める宿は、比較的トンネルに近いパウル兄さんの領地にも作られることになった。

　建設予定地の整地に、トンネルからの街道整備もある……これは、トンネルを起点としてバウマイスター伯爵領各地にも繫つなげないといけないからかなりの距離だ。

　さらに、空いた時間を使っての細かい工事もあり、俺はこの六日間結構忙しかった。

　それでも、屋敷で変な貴族たちの下手な歌や踊りを見ないで済んだのは幸運だった。

「ヴェル、お前……いくらここに戻りたくないからって……」

「人聞きの悪いことを言うな！」

　俺は別に帰宅拒否症じゃない。

　ただちょっと、カチヤとそれに絡む面倒な貴族たちに関わり合いたくないから、ついでとばかり仕事に集中していただけだ。

　多少働きすぎのような気もしたが、これは元日本人の性さがみたいなものだ。

　逆にエルはこの六日間、カチヤの護衛で暇そうにしていたな。

「暇だったけど、俺が望んだわけじゃない。カチヤから離れられなくしたのはヴェルじゃないか」

「それを言われると辛つらいな」

「明日で面倒なことも終わるんだし、今日は最後の晩ばん餐さんだ」

　あとは明日武芸大会が行われ、カチヤに勝利した貴族がオイレンベルク家に婿に入り、そいつの実家の力でトンネルの管理が始まれば、これでようやくトンネルに関する問題も解決する。

　俺とエルが台所に移動すると、そこではエリーゼたちが楽しそうに夕食の支度をしていた。

　まだ屋敷の外にはアピールしている連中が残っていたが、女性というのは逞たくましいものだ。

　無視して気にしないというスキルを短期間で身につけていた。

「エリーゼは料理が上手だな。あたいは実家の田舎料理と、冒険者だから雑な野外料理しか作れないけど」

「ちゃんと基本から習ったらいかがですか？」

「そうしようかな。結婚するとなると、もう少し色々と作れた方がいいかもな。このお屋敷で出る料理は本当に美お味いしいし」

　カチヤは、バウマイスター伯爵家で出る料理を気に入ったようだ。

　今もエリーゼたちを手伝いながら、もっとレパートリーを増やそうかなと言っていた。

「料理で未来の旦那を釣るのか？　陳腐な手ではあるが有効ではあるな。では妾わらわも、未来に備えて精一杯頑張ってみるとするかの」

　今回の騒動は、当事者以外からすれば楽しみなイベント、娯楽でしかない。

　噂うわさを聞きつけて王都には多くの貴族たちやその関係者、観戦を希望する平民たちも集まり、まだ当日でもないのに彼ら目当ての屋台や出店が多数出ていた。

　王都郊外などから訪れる客が増えたので、店主たちは売り上げ増で嬉うれしい悲鳴をあげていた。

　その観光客の中には、今日俺がバウルブルクから連れてきたテレーゼも交じっている。

　これまでずっとバウルブルクに籠こもっていたので、王都観光のついでに武芸大会を見に来たというわけだ。

　テレーゼは泊まる場所は自分で探すと言ったのだが、彼女の立場を考えるとうちで保護するのが当然ということで、王都バウマイスター伯爵邸に滞在していた。

「あれ？　思ったよりもちゃんと作れてるな……」

　当然カチヤは、テレーゼの素性を知っている。

　元大貴族だから料理なんて作れないと思っていたようで、しかも自分よりも凝った料理が作れることを知って驚きを隠せないでいた。

「今の妾には、存分に料理を習う時間があるからの。もう一つ言うのであれば先生もいい」

「覚えがいい生徒で助かったけどね」

　テレーゼと同じく、俺はアマーリエ義ね姉えさんも王都屋敷に連れてきていた。

　実は明日、武芸大会見学も兼ねてアマーリエ義姉さんと甥おいたちを会わせる約束をしていたので、今日のうちに連れてきていたのだ。

　彼女がテレーゼに料理を教えていたのは知っていたが、俺の留守中に随分と仲良くなったようだ。

　二十代の年長組同士だから気が合った？

　口に出すと怒られそうなので黙っておくことにしよう。

「バウマイスター伯爵様、奥さんはこれで全員なのか？　随分と多いんだな」

「そうか？　伯爵でこの人数なら普通であろう」

　カチヤの問いに、テレーゼが『そんなに驚くことか？』といった表情で答えた。

　元公爵であり、帝国貴族にも知己が多いテレーゼからすれば、俺が持つ奥さんの数など平均値でしかないと思っていたからだ。

　実はテレーゼもアマーリエ義姉さんも公式には俺の妻ではないのだが、というか、テレーゼに至っては愛人ですらないのだが、テレーゼに自分は違うとわざわざ否定する意思はないようだ。

「知識では知っているし、依頼主の貴族にはそんな人も多かったけど、うちなんてお袋が一人だけだからさ」

　父親であるオイレンベルク卿には一人しか奥さんがおらず、今のところ幼おさな馴な染じみとしか結婚しないつもりの兄を持つカチヤからすれば、複数の奥さんを持つ貴族を目の当たりにすると、違和感を覚えてしまうのかもしれない。

　奥さんが複数いてこそ、本物の貴族だと。

「やっぱり、うちの親父は特殊だったのか……」

「そうよな。正妻に子供が生まれなかった時のことを考えるからの。貴族家同士の繫がりもあるので騎士爵でも最低二人、そのうち一人は名主や商人の娘にして序列をつけるのが普通かの」

「それで、余った子供を外に放り出すか。あたいは自ら望んで冒険者になったけど、仕方なしに冒険者をしている貧乏貴族の子供は沢山いたぜ」

「子供の数をちょうどよくするのは難しいからの」

　足りないよりは、余っていた方がいい。

　病気などで死ぬ子供がいる以上、余分に子供を作っておくのが貴族家の安全保障政策であった。

「元公爵様は言うことが違うよな。だから、バウマイスター伯爵様の愛人なのか」

「えっ？」

「ほう、もうそんな噂が流れておるのか」

　カチヤの発言に驚く俺とは違って、テレーゼは楽しそうな表情になった。

「流れてるぜ。帝国内乱で大活躍したバウマイスター伯爵様は、新皇帝陛下のライバルであった元フィリップ公爵様を戦利品として貰もらって囲っていると」

「いや、色々と政治的な事情で預かっているだけなんだけど……」

　カチヤが語る世間の噂に、俺は冷や汗をかいてしまう。

　というか、まだ手は出していないのだから。

「表向きはそうでも、実際は……ってなるのが噂だし、噂も時に真実に近かったりするからな」

　そう言ったカチヤの視線は、アマーリエ義姉さんにも向いていた。

「私ね……色々と言われているようだけど、別に気にしていないわよ」

　アマーリエ義姉さんも、世間では『弟を暗殺しようとした夫の代わりに、償いで身を差し出している』とか言われているそうだ。

　俺もまるで大物芸能人のように色々と言われているな。

　この世界にワイドショーとかなくてよかった。

「私は今が楽しいからそれでいいわ。新しいお友達もできたし」

「そうよな」

　俺たちは、夜になるまで屋敷を留守にすることが多い。

　残されたアマーリエ義姉さんから料理を習うため、テレーゼが屋敷に出入りするようになり、二人は仲良くなったようだ。

　ある意味、似たような境遇だからこそ仲良くなったとか。

「今の妾はただの居候じゃからの。将来はいざ知らず」

「あたいから言わせると、バウマイスター伯爵様は稼いでいるんだから別に構わないだろう。冒険者にだって、何人も奥さんを持っている人がいるし。女冒険者で、若くて格好いい男を何人も囲っている奴もいるからな」

　男性ほどいないだけで、別に多夫一妻状態でもなにか法に触れているわけではない。

　やり手の女冒険者や商人に、そういう人は一定数いるそうだ。

　実際に会ったことはないけど。

「うちの兄貴もな……バウマイスター伯爵様と同じとまでは言わないけど、何人か奥さんを持って貴族らしくすればいいのに」

　幼馴染とはいえ、名主の娘一人を奥さんにしてそれで終わりでは、オイレンベルク家が他の貴族たちに舐なめられてしまうとカチヤは思っているのであろう。

「カチヤさんは、マリタさんがお嫌いなのですか？」

　魔法使いなのでカチヤとは模擬戦闘を行っていないが、それなりに話すようにはなったカタリーナが彼女に質問する。

「嫌いじゃないさ。あたいとも幼馴染で、昔は毎日一緒に農作業をしていた仲だし。すげぇいい奴だけど、名主の娘だからなぁ。本妻は貴族の娘で、自分は側室として名主家の跡継ぎを産むという風に考えてほしかった」

「そういうことですか。ですが、ファイトさんはそこまで好色に見えないといいますか……奥さんが一人でも満足してしまうタイプのような……」

　俺もそれは思った。

　それにオイレンベルク家が、急に貴族らしくなんてできるのか疑問に思わなくもない。

「カタリーナにもそういう風に見えるのか。まったく、貴族家の跡取りなのに兄貴はなぁ……」

　兄が頼りなく思えるからカチヤが動いた。

　決して嫌いなのではなく、心配で堪たまらないのであろう。

「それで、婿決めの武芸大会か。しかし、カチヤに勝てる貴族の若様がおるかの？」

「一人くらいはいるさ」

　王国貴族は三千家を超える。

　一人くらいは、カチヤの条件に合う者もいるはずだ……少なくともカチヤ自身はそう思っているようだ。

「妾には、心当たりがあるの」

「イーナたちでは駄目だぜ。女だからな」

　エルの実力だとカチヤと引き分けられても勝てないし、そもそも俺が手放す気はない。

　本人もトンネル管理なんてしたくないであろう。

　彼女に勝てるハルカ、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマは女性なので、カチヤの婿になれるはずがなかった。

「そのくらい妾にもわかる。一番身近にいるヴェンデリンが、カチヤと戦えば勝てるであろうに」

「俺は貴族家の当主で、参加資格はありませんから」

「かもしれぬが、一番上う手まく収まる手だと妾は思うのじゃがな」

「上手く収まるねぇ……」

　ここにきて、テレーゼの奴、とんでもないことを言い出したな。

　作った料理は美味しそうだが、彼女の考えはスパイシーすぎる。

「もし妾がまだヴェンデリンやブライヒレーダー辺境伯の立場にいれば、利権配分がどうの、政治的勢力均衡がどうのと、一緒になって悩んでいたであろうが、幸いにして妾はもうお気楽な身分。ならば、トンネルを発掘したのはヴェンデリンなのじゃから、権利を全部取ってオイレンベルク家にはリーグ大山脈南側に代替地を準備すればよいと、気楽に言えてしまうのじゃ」

　確かにその手が一番簡単だとは思うが、ブライヒレーダー辺境伯や他の貴族たちの手前もある。

　俺があまり取りすぎるのもどうかと思うのだ。

「出る杭くいは打たれると思うたか？　それは今さらだと思うがの。ヴェンデリンの杭は、もうハンマーも振り下ろせないほど遥はるか頭上にあるわ」

　テレーゼの言い方に、俺は思わず上手いと感じてしまった。

「暫しばらくは、表立ってヴェンデリンと敵対する貴族などおらぬよ。もしそうなれば、ヴェンデリンたちによって殲せん滅めつされるからの」

　圧倒的な功績のせいで、俺たちと表立って揉もめようとする貴族など当分出ないとテレーゼは断言した。

「件くだんのヘルタニア渓谷であったか？　あれと同じじゃ。王家と警備を案分して経費を負担すれば、王家がいい盾になってくれたのにの」

「ブライヒレーダー辺境伯の手前もありますし……」

　オイレンベルク領の周囲はすべてブライヒレーダー辺境伯領だ。

　それなりに配慮も必要であろう。

「仲がいいのであろう？　事前に相談せい。まったく、ブランタークがいてこれを思いつかぬとは……トンネル出入り口の開発を少なめにして、必要な施設などを隣接するブライヒレーダー辺境伯領に割り振れば、彼も納得したのにの」

「ううっ……その手があったか……」

　ペーターにこそ負けたが、さすがは元次期皇帝候補者。

　俺たちが煮詰まっている間に、素晴らしいアイデアを思いつく。

「もっともこれは、妾が無責任な場所から様子を見ているから思いついたとも言えるがの」

　なるほど、だから昔の王様は道化を置いていたのかもしれない。

　自分の客観的な位置を正確に摑つかみ、最善の判断をするというのは難しいのだと。

「武芸大会で、誰もカチヤに勝てない悪夢がないといいの」

「まさか」

「はいはい。難しい話はこれで終わり。みんなで色々と料理を作ったから楽しく食べましょう」

「それが一番ですね、アマーリエ義姉さん」

「お主は、正しくアマーリエの義弟じゃな」

　本当の姉弟じゃないので、たまにそういうこともある関係ではあるけど。

「それは羨うらやましい関係じゃな。妾も夜は毎晩暇じゃ。この騒動が解決したら考えておいてくれよ、ヴェンデリン」

「ははは……」

　隣にエリーゼたちもいるんだけどなぁ……と思ったのだが、彼女たちはテレーゼの発言を気にしていないようで、平然と作った料理を並べていた。

「おおっ！　まさしく大貴族様だぜ！」

「なんなら、カチヤも加わるか？　妾はそれもいいと思っているのだが……」

「えっ？　あたい？　いや、あたいは自分で婿を探すからさ……」

　テレーゼからの大胆な申し出を、カチヤは顔を赤くさせ、声を徐々に小さくさせながら答えた。

　どうやら、冒険者としての実力と行動的な性格に反比例して、男女関係に対する免疫はあまりないようだ。

　きっと、そういうことを遠ざけることでカチヤの無鉄砲な性格は構成されているらしい。

「久々にご馳ち走そうだな」

「エルさん、明日もお弁当を作りますので。夕食後、エリーゼ様たちとみんなで作る約束をしたのです」

「それは楽しみだな」

「エルさんの好きなものを一杯作りますから」

「やったぁ───！」

　そしてそんななか、二人だけの世界を作って夕食を楽しんでいるエルとハルカ。

　俺たちは楽しい夕食の時間をすごし、いよいよ明日、カチヤの婿を決める武芸大会が開催されることとなるのであった。




　翌朝、ようやく王都にあるコロシアムで武芸大会が始まった。

　会場には王族、貴族の子弟が沢山集まり、カチヤを破って夫となりトンネル利権を手に入れようと、全員気合を入れていた。

　一応彼らは、戦闘力でカチヤを倒そうとしている者たちであり、屋敷に詰めかけていた連中よりはマシなのか？

「エル、どうだ？」

「う───ん。駄目っぽいな」

「えっ？　駄目なのか？」

「期待しない方がいいぞ」

「いきなり躓つまずいたか……」

　早速エルと一緒に、出場者たちの実力チェツクを開始する。

　別に上から目線とかいうわけではなく、最低一人はカチヤに勝てる奴がいないと、俺が困ってしまうからだ。

　これで決まらないと、最悪、また次の参加者を集めるまでカチヤを預からなければいけなくなる。

　そうなれば、また屋敷の前でおかしな連中がアピールを始め、それを見たくない俺がローデリヒに利用されて扱き使われてしまう。

　この負のループに入らないよう、希望を込めてカチヤに勝てそうな参加者をエルに聞いてみたのだが、その答えは芳かんばしくなかった。

「やる気は凄いな。から回っている感があるけど」

　みんな、トンネル利権を得ようと気もそぞろのようだ。

　他の一族の食くい扶ぶ持ちにも関わるので、ここは是非婿入りを果たしたいのであろう。

　みんな必死にコロシアム内で実戦に備えた練習をしていた。

　陛下が許可を出し、武芸大会が始まるまでコロシアムを練習用に開放したのだ。

　ルール上、代理人が不可なので参加者本人が剣を振るっているが、それを見たエルの表情は冴さえない。

「カチヤに勝てそうな、騎士団の人たちとかは出ないのか？」

「そういう人だと、勝ててもトンネル管理の人員を出せないだろうな。ワーレン師匠せんせいなら勝てると思うけど、あの人は出ないだろうから」

　勝てそうな人だとトンネル管理の人員を出せず、人員を出せそうな貴族の子弟でカチヤに勝てそうな人はいない。

　そんな状況を知り、エルは溜ため息いきをついていた。

「あのじゃじゃ馬は、強いものな」

「凄すご腕うでの冒険者が弱いはずないんだけどな」

「参加人数が多いから、一人くらいカチヤに勝てる人がいても罰ばちは当たらないと思うんだ」

「参加者が多ければいいってものじゃないだろう。クジ引きとかじゃないんだぜ」

　エルは、本番に備えて最後の練習を行う参加者たちを見て、改めて溜息をついた。

　どう贔ひい屓き目めに見ても、カチヤに勝てそうな者が見つけられないようだ。

「エルさん、気にしても仕方がありませんよ」

「それもそうか」

　だが、ハルカが話しかけたら途端に元気になった。

「お弁当を作ってきましたから」

「ありがとう、嬉しいな」

　婚約者手作りのお弁当を食べながら試合観戦とか、もはや完全にエルはリア充と化している。

　挙句に……。

「エルヴィン、やんごとなき参加者たちはどんな感じかな？」

「ワーレン師匠せんせい、今日はお休みですか？」

「ああ。最近、子供たちとどこにも出かけていなかったからね。遊びがてら観戦に来たんだ」

　ワーレンさんは、奥さんと子供たちを連れて武芸大会観戦に来ていた。

　綺き麗れいな奥さんと、子供は男の子と女の子が一人ずつ、眩まぶしいほどのリア充家族である。

　俺は思った。

　ああいう人が、人生勝ち組なのかと。

「エルヴィン様の婚約者で、ハルカ・フジバヤシと申します」

「なるほど……できる人みたいだね」

　ワーレンさんは、ハルカの姿勢を見ただけで彼女の力量を見切ったようだ。

　それにしても、婚約者を紹介する弟子と、家族連れでレジャーに来る師匠とか、これをリア充集団と言わず、なんと言えばいいのであろうか？

「相変わらず、妙なことで鬱うっ屈くつしているよな」

　隣の席に座るブランタークさんが、俺を奇妙な視線で見つめる。

「バウマイスター伯爵、今日はボックスシートに入れていただき感謝いたします」

　今回も、バウマイスター伯爵家の名で広めのボックスシートを予約した。

　ブライヒレーダー辺境伯はフィリーネを連れてきていたし、ブランタークさんはその護衛だ。

　他にも、エーリッヒ兄さん、ヘルムート兄さんも家族連れで来ていて、導師も早速エリーゼが作ってきたサンドウィッチを貪むさぼるように食べている。

「ますます、ただのレジャーね……」

　イーナは少し呆あきれているようだが、あとは無事カチヤに婿が決まることを祈りつつ、せっかくの休日を楽しむしかない。

「ワーレンさんは参加しないのですね」

「私ですか？　出ませんよ。まあ、出れば勝てますけどね」

　自分は出場しないけど、もし出場したらカチヤには勝てる。

　決してホラではなく、実際にワーレンさんとカチヤが戦えばいくら彼女でも勝てないはずだ。

「勝てるのに出場しないのですか。チャンスでしょうに」

「私は、剣の腕だけで近衛騎士団の中隊長になりましたからね。トンネル維持の人員の確保とか、管理、運営なんてできませんよ。なにより、陛下の傍を離れるわけにいきませんので」

　これが、今回の武芸大会の難しさだ。

　カチヤよりも強い貴族の子弟はいないでもないというか、探せば結構いるはずだ。

　だが、それだけでは応募しても弾はじかれてしまうのだ。

　逆に、トンネル管理ができるコネや能力がある奴はカチヤに単独では勝てない。

　果たして、これで本当に勝者が出るのか不安になってきた。

　明日からも、屋敷に変な連中が詰めかけるのか？

「この一週間ほどで、彼女大分強くなっているようですしね」

「えっ！　わかりますか？」

「私は、カチヤ殿と面識がありますから」

　ワーレンさんによると、近衛騎士団の任務の一つに凄腕の冒険者の実力を探るというものがあるそうだ。

「もしそういう強者が王都で暴れたりすると、通常の警備隊では捕縛することが難しいので、近衛騎士団の騎士が派遣されます。事前に強い人を知っておいた方が任務の成功率も上がるというわけです。滅多にそんなことはありませんけどね」

　仕事上、ワーレンさんは高名な冒険者の実力はほぼ把握しているらしい。

「強くなったというか、上手くなったと言った方が正確なのかな？」

　武芸大会参加者とは離れた場所でカチヤも準備運動を兼ねたウォーミングアップをしているが、それを見たワーレンさんが、以前の彼女との動きの差に気がついていた。

「ええと、エルたちが模擬戦闘訓練を一週間ほど」

「それでですか」

「まずいですか？」

　あの状況で外に出たいと言われると面倒だったので庭での訓練は許可したんだが、これはよくなかったかもしれない。

　ワーレンさんから『勝てる奴がいないと話にならないのに、強くしてしまってどうするんだよ！』と怒られるかと思ったのだが。

「いいえ、特に問題はないかと。なにしろ、以前のままだとしても誰も勝てそうにないですから。というか、あの連中はカチヤ殿が一週間で強くなったことすら知らないし、気がつかないでしょう」

　剣では一切妥協しないワーレンさんは、参加者たちの腕前をボロクソに批評した。

　確かに、一週間前のカチヤでもあの連中に不覚を取るとは思えない。

　屋敷の前でアピールしていた連中は最初から武芸大会での勝利を諦めていたし、俺は王国の国防が心配になってきた。

「ちゃんと鍛えているような連中は、こんな武芸大会に参加しませんしね。欲の皮の突っ張った連中ばかりです。奇跡が起きるといいですね」

「奇跡って、そう簡単には起きませんけど……」

　エルの正論に、みんなが納得したような表情を浮かべた。

「奇跡って、滅多に起きないから奇跡だものな（駄目じゃん！）」

　ワーレンさんのお墨付きが出た。

　それも最悪な方に。

「エル、今から出ない？」

「出るか！」

　やっぱり断られたか。

　明日から、またあのおかしな連中のアピールタイムか……どうしよう？

　そうこうしている間に武芸大会が始まったのだが、さすがに総当たりではカチヤが疲れてしまう。

　そこで、まずは挑戦者を絞るための予選が行われた。

　カチヤと戦えるのは八名まで。厳正なるクジ引きの後にトーナメント戦が行われるのだが……。

「ワーレン師匠せんせい、酷ひどいですね」

「本来、剣の腕なんて必要ない人たちばかりだからね」

　まるで、下手なダンスのような試合が展開される。

　今まで碌ろくに剣など練習していないのに、一週間で達人になれるはずもない。

　緊迫感の欠片かけらもない試合が続いている。

　いや、本人たちは極めて真面目にやっているのだろうが、とてもそうは見えないのだ。

「あの人は、まあまあですね」

「ハルカさん、彼が『神速』に勝てるとでも？」

「無理ですね……」

「カチヤ殿に勝てるというラインに達しないと、意味がないからね」

　ワーレンさんは、剣に関してはやはり容赦なかった。

「あっ」

「どうかしましたか？　バウマイスター伯爵」

「あの人の持っている剣」

「いい魔法剣ですね」

　俺に剣の良し悪しなんてわからないが、参加者の一人が持っている剣から魔力を感じた。

　帝国の魔剣や、ハルカの持つ魔刀に似ているが、デザインの古さから古代魔法文明時代の逸品と思われる。

　彼らも貴族ではあるので、そういう武器を持つ者もいるというわけだ。

「ですが、剣がいいからといって勝てる道理もありませんので」

「そうですね、ちゃんと使いこなしての魔法剣ですから」

「ヘボが持っていても意味ないからなぁ」

　ワーレンさんも、ハルカも、エルも、へっぴり腰で魔法剣を振るう参加者に対し辛しん辣らつな感想をぶつけた。

　日本にも『弘法、筆を選ばず』ってことわざがあるからな。

　魔法剣を持つ素人と木刀を持つ達人なら、当然達人が勝利するというわけだ。

　そして三人の予想どおり、魔法剣の持ち主は少し腕前が上の対戦者に負けてしまった。

「魔法剣、意味ねえ！」

　その後も、剣だけは立派な参加者が数名いたが、彼らは予選すら通らなかった。

「まあ、腕が悪いからこそ武器で補うという作戦でいくわけで、実は魔法剣を準備している人の方が弱い傾向にあるのですよ」

「儲もうかったのは、武器屋くらいですか？」

「そうだろうね」

　エルの問いに、ワーレンさんは軽く答えた。

　その後も盛り上がらない予選が続く。

　エル、ハルカ、ワーレンさんは真面目に試合を見ているが、それすら放棄している者たちがいた。

「ぷはぁ───！　王都は帝国に比べると暖かいからな。ミズホ酒は、まだお燗かんをしない方がいいな」

「内乱で苦労した甲か斐いがあるのである！　いい酒のツテができたのは幸いであったである！」

　バウマイスター伯爵家専用のボックスシート内で、ブランタークさんは導師と共に昼から酒盛りをしている。

　ツマミも、枝豆、冷ひや奴やっこ、冷製トマト、イカの塩辛、アジの開きなどと、今日はすべてミズホ公爵領からの輸入品だ。

　帝国からの褒美は二十年ローンとなったが、その分で自由にミズホ公爵領から物が買えるようになった。

　見積もり、注文、承諾を得ると、その請求が帝国政府に行くようになったのだ。

　ブランタークさんと導師は、これ幸いと好き勝手にミズホ公爵領から多くの産品を個人輸入している。

　俺たちは顔パスで、よほど貴重な物でもなければ自由に買える。

　貴重な品でも、頼めばミズホ公爵が融通してくれた。

　持つべきは戦友というわけだ。

「フィリーネ、ああいう大人になっては駄目ですよ」

「お父様、お酒は大人になってからと、夜に適量ですね」

「そういうことです。今日は、新しいお店でケーキを買ったので一緒に食べましょう」

「はい」

　ブライヒレーダー辺境伯は、初めてできた娘フィリーネを跡取り息子よりも傍に置いて溺愛していた。

　今日も、彼女と一緒にケーキを食べながら試合を見ている。

「導師様、変わった食べ物ですね」

「うむ。遥か北方の産物でな。フィリーネも食べるのであるか？」

「はい」

　それでもフィリーネは、やはり導師がお気に入りであった。

　彼に話しかけ、茹ゆでた枝豆などを貰っている。

「ミズホ公爵領産の食材は美味しい物が多いですけど、流通量が少ないから値段が高すぎていけません」

「その辺は、領地も広がったので増産を計画しているそうですよ」

「私も、そのうち挨拶に行かないと駄目ですね」

　どういうわけか、俺たちのお気に入りという理由で、王都周辺や一部大貴族の領地ではミズホ食ブームが始まろうとしていた。

　健康にいいと、女性にも評判だ。

　ただ、流通量が極端に少ないので、末端では恐ろしい金額になっているとか。

　直で仕入れられる俺たちは、圧倒的に割安でミズホ食を楽しめるのだ。

「内乱で苦労してよかったのである」

　バウマイスター伯爵家専用のボックスシートでは、もうひとグループがまったく試合など見ないで、遊びながら食事やお茶を楽しんでいた。

「カール、そこはビシっと！　慎重に取るんだ！」

「兄さん、指が震えている。それを押さえないと」

「取らないでほしいな。次はボクの順番じゃないか。これ以上は無理！　崩れる！」

　俺たちも、試合など見ないでゲームに集中していた。

　アマーリエ義姉さんに会わせるため『瞬間移動』で連れてきたカール、オスカーに、エーリッヒ兄さん、ヘルムート兄さんの家族と共に、あるテーブルゲームを囲んで遊んでいたのだ。それは、同サイズの直方体の積み木を組んで作ったタワーから、崩さないよう片手で一つずつ交替で抜き取り、それを最上段に積んでいくというゲームだ。

　この世界に存在していなかったゲームだが、俺が領地の木工職人に指示して作らせていたのだ。

　エリーゼ、アマーリエ義姉さんは、お茶や食事の世話をしながらゲームの様子を見守っている。

「ふう……上手く抜けた」

「やったね、カール兄さん」

「次はボクか……」

「ルイーゼ、降参してもいいぞ」

「降参なんてしないよ。ボクの計算では、三割の成功確率があるからね。次はヴェルだから、ここは集中して……」

　尋常でないほど高さを増して傾いている積み木の山を前にルイーゼは精神集中を始め、それから目にも止まらぬ速さで積み木を抜き取った。

「成功だ！」

　積み木の山はわずかに傾いたが、崩壊には至らずルイーゼは賭けに勝った。

　そして最悪なことに、次は俺の番である。

「俺の計算では……一パーセントの成功もねえよ！」

「ヴェル、積み木を魔法で凍らせるとかは反則だよ」

「そんなことをしたら、場が盛り下がるからしないよ！」

　慎重に指をプルプルさせながら積み木を引き抜こうとするが、その前に限界を迎えた積み木の山は崩れてしまう。

「やっぱり駄目かぁ───！」

「ヴェルはこれで五連敗だね」

「エーリッヒ兄さん、俺が弱いのではなく、運が悪いのです」

「どちらでも、あまり嬉しくないような……」

　絶対に不利にならない男エーリッヒ兄さんも、嫡男のイェルンを膝に乗せてゲームに参加しているが、これまで一回も負けていない。

　やはり、俺の運勢にはなにか特別なものがあるのかもしれない。

「俺の場合、単純にヴェルの後だから負けないんだな」

　まだ生まれてさほど経っていない嫡男アレクシスを膝に乗せているヘルムート兄さんも、順番が俺の後なので一回も積み木を崩していなかった。

　とても単純なゲームだが、多人数でやると盛り上がるので、作成を依頼した木工職人の工房では量産を開始するそうだ。

　真似される前に大量に売り捌さばくと意気込んでいたのを思い出す。

「こういう休日もいいものだな。うちは、義と父うさんがまだ現役だから休みは取りやすいけど」

「私も法衣貴族でお役所勤めなので、お休みは取りやすいかな？　パウル兄さんたちも来れればよかったのだけど……」

　パウル兄さんは、領地がトンネル出入り口に近いので宿場町建設のために忙しい。

　ヘルマン兄さんも、領地で生産しているハチミツ酒を特産品として本格的に売り出し始め、今は生産設備拡張のために忙しかったので、今日は欠席であった。

「そのうちに、みんなで集まることもあるでしょう」

「それもそうだね」

「あの……お館やかた様？」

　公式には屋敷の侍女長扱いのアマーリエ義姉さんが、俺に話しかけてくる。

　屋敷内では『ヴェル君』と呼んでいるが、ここでは外の目があるので俺をお館様と呼んでいた。

「なんですか？　アマーリエ義姉さん」

「試合を観戦しなくてもいいのですか？」

　アマーリエ義姉さんは、懸命に戦うやんごとなき方々の試合を、ちゃんと観戦しないでいいのかと思っているようだ。

「見る価値ないですし」

　だから、俺も最初しか見ていなかったのだ。

「アマーリエ義姉さん、一生懸命に観戦したからといって、カチヤさんに勝てる人が急に出るわけでもないですし」

「本音で言うと、あまり面白くないよな」

　俺、エーリッヒ兄さん、ヘルムート兄さんの三人は、それなら子供や甥たちとゲームでもしていた方がマシだと考えていた。

「カールとオスカーには、剣術の参考になるのでは？」

　二人の母親としては、そういう理由もあって、ちゃんと試合を観戦した方がいいと思っているのであろう。

「カールとオスカーの剣術なら……」

　俺がワーレンさんに視線を向けると、彼はこちらに気がついて話しかけてきた。

「短時間ですけど、私が少し見ますから」

「ワーレン様がですか？」

　ワーレンさんの剣術指南を受けられる人間など、スケジュール的に考えてもそう多くはない。

　それを知っているアマーリエ義姉さんは驚いていた。

「多少は融通を利かせますよ。バウマイスター伯爵殿のお願いですから」

　ワーレンさんは、教えるのも上手い。

　一時間ほど練習を見てから、その人が上達するのに最適な課題と訓練メニューを組む。

　仕事が休みの日などは、家庭教師業で相当な額を稼いでいた。

　お得意さんが大貴族家ばかりなので、これがお金になるのだそうだ。

　まさに、芸は身を助けるというやつであろう。

「ヘボの試合を何時間も見るよりも、ワーレンさんとの一時間の訓練の方が圧倒的にためになりますから」

　これは、魔法でも同じだ。

　師匠、ブランタークさん、導師からの指導はためになるが、他の魔法使いの魔法は見ていてもあまり参考になることがない。

　それなら、昔の魔法使いの本でも読んでいた方がよっぽど勉強になるであろう。

「カールとオスカーのためにありがとうございます」

「お気になさらずに」

　こういう部分はやはり母親である。

　アマーリエ義姉さんは、ワーレンさんに深々と頭を下げた。

「ワーレンさん、予選の様子はどうですか？　物語のように思わぬ強敵ダークホースが出てきたとか？」

「それは残念ながら。暫くトンネルの開通は無理じゃないですか？　陛下も参加者名簿を見て溜息をついていましたし。ああ、インチキもありましたね」

　勝てそうな代理人を変装させ、替え玉で出場させようとして数名が失格になったらしい。

　その方法は、魔道具の使用から、劇団のメイク係に綿密にメイクをさせたものまで。

　当然すべて見つかり、彼らは予選に出ることなく失格となっていた。

「それなりに名の知れた貴族なのにバレないと本気で思ったのか、係員たちも首を傾かしげておりました」

「魔道具を使った人もいたのでしょう？」

「変装用の魔道具を使えば、王宮にいる魔導師たちに一発で見破られますからね。劇団のメイク係に頼んだケースの方が案外見破りにくかったそうです」

　魔道具でいくら完璧に変装できても、魔法が使えない人間の周囲に常時魔力が流れている状態になる。

　流れている魔力は微量でも、ある程度技量がある魔法使いなら簡単に見破ってしまうのだ。

「そういえばそうでした」

「もしこちらの監視をすり抜けていたとしても、腕前の問題で意味がないかもしれませんけど」

　それから一時間ほどで、予選突破者八名が確定する。

　この八名が、順番にカチヤに挑むのだ。

　だが、ワーレンさんは、その中にカチヤに勝てそうな者はいないと断言する。

「勝てないとどうなるのですか？」

「さて、陛下はどのようにお考えか……」

　ここまで話が拗こじれると、あとは陛下の決断が重要となる。

　国王には一定の力があるので、みんな『まあ、陛下がそう仰おっしゃるのであれば……』となるケースが多いからだ。

「八人の中に余の甥もいるのでな。できれば勝ってほしいところではあるが……」

「陛下！」

　俺たちがいるボックスシート席に、フードを深々と被かぶった三人組が入ってきたので、お忍びの貴族が挨拶にでも来たのかと思ったら、それは陛下と護衛の騎士二名であった。

　今日はコロシアムに来ないと聞いていたのだが、変装して俺たちのブースに紛れ込んでくるとは思わなかった。

「陛下」

「ワーレンは、今日は休暇なのだから休んでおれ。上の者が休まぬと、下の者も休めぬからの」

　護衛の二名の騎士はワーレンさんの部下で、そっと彼に目礼をしてから陛下の両脇を固めた。

「陛下、お忍びですか？」

「先ほども言ったが、我が甥が出ておっての。勝ってくれればよいのだが、余が表立って応援に行くと、妙な勘繰りや、必要もない行動を取る者がおるのでな」

　陛下が自分の甥をカチヤの婿に望んでいると勘違いし、オイレンベルク家やカチヤに『わざと負けるように』と圧力をかける貴族が出かねないとか、そんなところであろう。

「それを予期して、あのじゃじゃ馬は公衆の面前で武芸大会の宣言をしたのであろうからな」

　こんな平和な世の中だ。

　王様が下級貴族に自分の願いをゴリ押ししたなどと噂が流れると、予想以上に悪評が広がる可能性がある。

　平時の王様も、これでなかなかに大変なようだ。

「さてと、試合を見るとするかの」

　陛下は俺の隣の席に座ると、エリーゼが準備したミズホ公爵領産の食事を摘つまみ始める。

「エリーゼの調理技術もいいのであろうが、これは美味しいものじゃな。王宮で貴族たちが噂をしておったわ」

「陛下、ここはミズホ酒を飲みませぬと」

「クリムトか。では辛口の酒を頼むぞ」

「ほう……陛下はすでにミズホ酒を？」

「酒は、余くらいの身分になると手に入りやすいというわけじゃ」

　陛下は導師から注がれたミズホ酒を飲み、導師も俺の反対隣の席に移動して、始まった試合の観戦を始める。

「一人目は、ディンドルフ子爵家の者じゃったかの？」

「確かそうですな」

　導師は、勝ち残った八名のプロフィールが記載された紙を見ながら陛下の問いに答える。

「どうなのだ？」

「そこそこには強いはずですが……」

　導師がその言葉を言い終わる前に、一人目の挑戦者は魔法で加速したカチヤに一撃で剣を弾かれて敗北してしまう。

「……一人目ですから……と言った方がいいのでしょうか？」

「そういうことにしておこうか、バウマイスター伯爵」

　続けて、トイフェル伯爵家の三男、リースフェルト伯爵家の三男、グリーベル侯爵家の四男と、大物貴族のボンボンにしてはまあまあ評判がいい若者たちであったが、みんな五分と保もたないでカチヤに敗れてしまう。

「弱いぞ！」

「貴族！　普段は威張っているんだから、こういう時くらい頑張れよ！」

　本来の武芸大会よりも圧倒的に盛り上がらない試合に、観客たちからは罵声とブーイングが鳴り響いた。

　不敬罪で捕まりそうな気もするが、そんな理由で平民を捕らえて処罰などしたら、王国軍の評判がガタ落ちしてしまうので、まずそれはないそうだ。

　いちいち捕まえていたらキリがない、という理由もあるらしいけど。

「まるで反論できぬの」

「陛下、もっと強い候補者がいたのでは？」

「いないこともないのじゃがの……」

　そういう人に限って、すでに結婚している人が多いので試合に出られないそうだ。

「あのじゃじゃ馬の実家が持つ利権を考えるに、アレを正妻として受け入れるのが当たり前。そうなると、あのじゃじゃ馬に勝てそうな者の正妻を離縁なり側室に降ろす必要があるのじゃが……」

　もしそんなことをすれば、当然正妻の実家から苦情が出てしまう。

　正妻の実家だって、それなりの貴族家であるケースが大半だからだ。

「八方塞ふさがりですか……」

「だから、ヴェンデリンがカチヤを倒せば、一番すんなりと事が進むと言ったであろうに」

「ご隠居殿か……なるほど、確かにそれは正しい意見じゃの」

　陛下は、テレーゼが漏らした独り言に感心しているようだ。

　陛下がテレーゼを『ご隠居殿』と呼ぶのは、彼女がすでに現役を退いていると周囲に知らしめるためであった。

「さすがは、元フィリップ公爵殿というべきかの？」

「陛下、妾は政争に敗れて隠居した気楽な人間にしか過ぎませぬ」

　その割には、独り言のフリをして陛下に意見具申しているようだが。

「当事者同士だと、どうしても複雑に考えてしまう。一歩退くと、単純明快でよい案が出てくることもあるか。ご隠居殿だからこそ出る案かもしれぬの」

「陛下、今さらそれはないですよ」

　それなら、最初にそうしてしまった方が問題が少なくて済んだのだから。

「とはいえ、誰も勝者が出ぬのではの。そうだ、最後にグイードが残っておったの。我が甥の勝敗を見てから決めるとしよう」

　最後の一人は、陛下の甥でグイードという青年であった。

「余の弟の息子での」

「なるほど、軍の重鎮にして剣の腕前も優れていると？」

「いや、時間があるものだから剣の練習に時間を割いておるが、ワーレンほど才能があるわけでもなし、余もあれの将来をどうしようかと悩んでおる」

「えっ？　そうなんですか？」

「バウマイスター伯爵も、辺境にある騎士爵家の八男で大変だったであろうが、王族も楽ではないからの」

　王族は次々と増える。

　公爵家の数は決まっているし、一度創設してしまうとその公爵家の中でしか継承権が動かない。

　唯一の例外は、ヘルター公爵家のように後継者がいなかったケースのみだ。

「余の不肖の叔父は、たまたま運よくヘルター公爵家へ養子に入れたわけだ。もっとも、その後はあの様で家を潰つぶしたわけだが……」

　増え続ける王族に対していちいち公爵家を増やしていたのでは、王国の予算がいくらあっても足りない。

「娘は降嫁という手段があるので、かえって楽だの」

　大物貴族家からすれば、王家から嫁を貰えるのだから名誉である。

　嫁ぎ先などいくらでもあるのだ……なぜか余っている人もいるけど……。

「ただ、男子はのぉ……」

　下手に婿入りさせると、王家からの干渉が強くなるので嫌けん厭えんする貴族家が多いらしい。

　エーリッヒ兄さんとヘルムート兄さんの場合は、互いが小身の貴族家だからこそ、そう揉めずに話がついたというわけだ。

　あくまでも、王族よりは揉めないで済んだと付け足しておくけど。

「一応、軍で当たり障りのない役職を与えておるがの。まあ、することもないわけだ」

　上司も部下も接するだけで気苦労だと思うので、特にすることもなく剣の練習だけしていたらしい。

「陛下……それって……」

「冷や飯食いだの、穀ごく潰つぶしだの、裏では色々と言われておるの」

　陛下の返答も相当にぶっちゃけていた。

「可愛かわいそうだと思うが、ここで情けをかけて公爵家を増やせば、財政規律が崩れるからの。心を鬼にして、余っている王族を平民に落とすこともある。ただ、グイードは真面目で素直な青年じゃからの。伯父としてはなんとかしてやりたい」




「あんた！　王族にしては結構やるな！」

「ここで負けられないのでね！」

　ワーレンさんは匙さじを投げていたが、グイードさんの剣の腕前はなかなかのものだ。

　一番長くカチヤと戦えていた。

「やるとは思うが、あたいにも自分なりの未来図があるのでね！」

　そう言うのと同時に、カチヤは自身のスピードをさらに上げる。

　『加速』の強さを上げたのだ。

　グイードさんはこれに上手く対応できなかった。

　すれ違いざまに剣を弾かれてしまい、これで八人の挑戦者は全員が敗北したことになる。

「一人も勝てないじゃねえか！」

「弱すぎるぞ！」

「最後の奴くらいじゃねえか！　ちゃんと戦ってたのは！」

「不ふ甲が斐いないぞ！」

　観客たちは、貴族たちのあまりの不甲斐なさに大ブーイングをあげる。

　結局カチヤに勝てる者がいなかったので、トンネルの件は再び暗礁に乗り上げた。

「また明日から、あの連中がアピールに来るのか？」

「それは嫌だな」

　俺とエルが明日から再び始まる苦難について話し合っていると、突然陛下が護衛の騎士二名と共に試合会場へと入り、そこでフードを脱いだ。

「確かに、余でも不甲斐ないと思うぞ！　このヘルムート三十七世でもな！」

　いきなりの陛下の登場に、今までブーイングをあげていた観客たちの声が歓声に変わる。

　なるほど、これは上手い手だな。

「ここまで揉めに揉めた案件ではあるが、ならばここで余が解決策を提示しよう！」

「おおっ！」

「陛下！」

　観客たちに向かって、自分の決断を告げると宣言した陛下。

　ある種の劇場型政治に、観客たちは興奮して歓声を強くする。

　この方法なら、閣僚や大貴族たちの反発も買いにくい。

　それで、陛下はお忍びでここに来たわけだ。

「こうなれば、もうあの男に任せようではないか！　これまでに多くの功績をあげ、竜であろうが、帝国軍であろうが負け知らずのあの男に！　バウマイスター伯爵！」

　陛下からの呼び出しに、俺は思わず試合会場へ飛び出してしまう。

　偉い人に命令されると体が勝手に動くのは、商社マン時代からの癖が抜けきっていないからであろう。

「トンネルは、バウマイスター伯爵が見つけたものだ。ならば、発見者が管理をするのが筋！　そして、カチヤよ」

「はい」

　突然の陛下の登場に驚いてはいたが、カチヤはどうにか返事をすることができた。

「オイレンベルク家発展のためか。気持ちはわかるが、世の中はそんなに甘くない。貴族家とはの、バウマイスター伯爵のような例外を除けば、何代もかけてコツコツと大きくするものだ。そなたは強いようじゃが、異才に倒されて己の力を知るがよい」

「バウマイスター伯爵様が？」

「皆の者！　バウマイスター伯爵の魔法が楽しめるぞ！」

　陛下はカチヤへの説教を終えると、最後にそう宣言して元の席に戻った。

「「「陛下！　陛下！　陛下！」」」

「バウマイスター伯爵様！　勝ってくれよ！」

　あとに残された俺に、陛下の分と合わせて多くの歓声が投げかけられる。

「勝負しないと駄目か……」

「ここにきて竜殺しが相手か。悪くねえ。勝てないかもだけど、戦ってみたかったんだ」

　バトルジャンキー疑惑があるカチヤは、俺と戦えて嬉しいようだ。

　格好の獲物を見つけたという表情を浮かべながら、俺と対たい峙じする。

「八連戦して、疲れてないのか？」

「最後のグイード様以外は、全然疲労感すらねえから大丈夫さ」

「カチヤがそう言うのなら……」

「バウマイスター伯爵様、勝ちを確信して油断しないようにな」

「それは余計な心配というものさ」

　結局こういうことになってしまったかと思いながらも、一いっ旦たんお互いに距離を置き、双方が頷うなずくのと同時に最後の戦いが始まる。

「先手必勝！」

　カチヤは、いきなり最高速の『加速』をかけてから俺に向かって突進を始める。

　以前の俺ならば、ビビってすぐに分厚い『魔法障壁』を張ったであろうが、内乱時に師匠との戦いを経て、大分落ち着いて対応できるようになった。

　同じく『加速』をかけてから、カチヤがかざしたサーベルとすれ違う側面のみに最小の『魔法障壁』を張り、最低限の魔力だけで攻撃をかわす。

「へえ、見切っているのかい」

「カチヤは速いけど、まだそれだけに頼っている面が強いな」

　俺もまだそうだが、カチヤは俺以上にスピードだけに頼っている。

　だからこそ、この一週間の鍛錬で劇的に実力を上げたのであろうが、俺よりはまだ下手であった。

　これならば、俺は技量で上回れる。

「だが、攻撃魔法は当たらないぜ」

　カチヤはスピードがあるから、俺の魔法をかわせると思っているのであろう。

　以前の俺なら広範囲魔法で逃げ道を塞ぐのだが、それでは魔力の無駄遣いを窘たしなめる師匠の教えに反する。

　ここは、新しい魔法を披露することにしよう。

「カチヤ、高そうなサーベルなのに悪いな」

「えっ？」

　俺は、指先に二本の小さな『青あお火ひ蛇へび』を作ってから、それをカチヤに向けて飛ばす。

　スピードに自信があるカチヤは避よけるが、『青火蛇』はその動きに合わせて移動し、そのまま彼女のサーベルに巻き付いた。

　小さいが超高温の『青火蛇』は、カチヤのサーベルを一瞬でドロドロに溶かしてしまう。

「あちっ！　あたいのサーベルが！」

「だから、最初に謝っただろう」

「あくまでも、魔法であたいを倒そうっていうのかい！」

「当然だろう。俺が剣を持ってなんになる？」

　俺は魔法使いなのだ。

　敵は魔法で倒すのが当たり前であった。

「冒険者であるあたいが、予備のサーベルを準備していないとでも？」

　カチヤは、腰に下げていた魔法の袋から素早く予備のサーベルを取り出した。

「バウマイスター伯爵様のものほど量は入らないけどな。それでも、予備のサーベルなら結構持ってるぜ」

「今日の戦いでサーベルの在庫がなくなるかもな。今のうちに謝っておくよ」

「言ってなって！」

　俺は再び『青火蛇』でサーベルを溶かそうとするが、今度はカチヤの『連続加速』によって上手くかわされてしまう。

　一度『加速』したあとで、再び『加速』してさらに速度を上げるのか。

「二度も同じ手は食わないさ！」

　『青火蛇』が駄目なら、上空にソフトボール大の『ファイヤーボール』を浮かべてから、それをカチヤの目前まで飛ばす。

「そんな『ファイヤーボール』くらい……」

　カチヤが油断した直後、『ファイヤーボール』は散弾のように弾けた。

　散弾が一発くらいは命中するかと思ったが、カチヤは『加速』とサーベルの乱舞ですべてを弾き、回避してしまう。

「速いな」

　スピードだけなら、ルイーゼにも匹敵するであろう。

　だが、彼女の魔力量を考えれば『加速』が使える時間は容易に想像がつく。

　次々と、『岩いわ槍やり』『氷弾』『ウィンドカッター』で連続攻撃をかけてカチヤの接近を許さない。

「ちっ！　やっぱり一流の魔法使いだな。隙すきがねえ！」

　なんとか隙を作ろうと、カチヤは腰に差していたナイフを、何本か連続して投とう擲てきした。

　俺の顔、腹部、手足を狙ったようだが、咄とっ嗟さに高温の『火壁』を形成、ナイフはすべて地面に溶け落ちてしまう。












「特注品のナイフが……」

「しかし、当たらないなぁ……」

　反撃とばかりにいくつか魔法を繰り出すが、カチヤは上手く回避してしまう。

　俺が放つ多彩な魔法と、それを華麗にかわすカチヤのおかげで、客席からは盛大な歓声があがった。

　今のところは接戦に見えるし、見栄えのいい試合なのでウケがよかったのだ。

「うぃ───っ、今日の俺たちってこのためにいるのかね？」

「お師匠様、酔っていらっしゃいますね」

　元々剣術の武芸大会なので、観客保護のための『魔法障壁』を張る魔法使いがいなかった。

　代わりに、すでに酒で出来上がっているブランタークさんと、それを窘めるカタリーナが、客席に『魔法障壁』を展開する。

「ですが、観客席に飛んできませんわね」

「その辺は、伯爵様も考えているんだろうな。だから俺は酔っぱらっていても問題ねえのさ」

「あると思いますけど……」

　もし観客に当たれば大変なことになるし、幸いにしてカチヤはほとんど三次元の動きができない。

　今日は登れる大木もないからだ。

　上手く魔法をコントロールすれば、客席に飛び込むことなどまずなかった。

「あたいは、手を抜かれているのか？」

「そうだな」

「なにぃ！」

　カチヤも高名な冒険者なので、それは理解しているはず。

　だが、実際に俺から手を抜いていると言われると頭にくるのであろう。

　顔を真っ赤にして激げき昂こうした。

「剣術だけなら、俺はカチヤには勝てない。だが、総合戦闘力でカチヤが俺に勝てるはずがないだろうが」

「ううっ……」

　俺が冷静に事実を指摘してやると、カチヤは口惜しいとばかりに口を噤つぐんでしまった。

「ここで、カチヤは強いって言ってもらって嬉しいか？」

「思わない……逆に腹は立つが……結局どちらでもムカつく！」

　カチヤは俺が連続して放つ『ファイヤーボール』をかわしながら、徐々に体勢を立て直してから再び二本のサーベルを構え、俺に突進してきた。

「懐に入れれば！」

　これが唯一の勝機だと信じ、カチヤはすべての魔力を振り絞って今までにない『加速』を繰り出した。

「これが、あたいの切り札だ！」

　カチヤは魔力切れが間近のようで、今度は何発か俺の魔法が体を掠かすって負傷する。

　一瞬だけ負傷時に顔を顰しかめるが、カチヤは速度を落とさずに俺の目前にまで迫った。

「いける！」

　カチヤは、自分は賭けに勝ったと思ったのであろう。

　勝利を確信した笑みを浮かべるが、俺には対策が山ほどある。

　とっくに体に合わせた『魔法障壁』を張っているので、カチヤによる俺の胴を凪ないだ一撃は完全に防がれてしまった。

　渾こん身しんの一撃を弾かれたカチヤは、そのまま後ずさってしまう。

「硬い！」

「もしまともに食らっていたら痛かったのに、無茶してくれるな」

「そのローブは、下手な鎧よろいよりも頑丈じゃないか」

「なんだ。知っていたのか」

　カチヤの動きが止まった隙に、今度は滅多に使わない魔法剣を取り出す。

　込める魔法は、当然、火系統のものだ。

　温度の高い青い炎の刀身を、フェイントなどもかけずに上段からカチヤ目がけて一気に振り下ろす。

　この一撃を、彼女は二本のサーベルをクロスして防ごうとしてしまう。

　だが、そのサーベルは少々のミスリルを混ぜた鋼製にしか過ぎない。

　彼女の二本のサーベルは、再び超高温の火炎によって溶かされてしまった。

「またサーベルを、ごめんな」

「まだまだ！」

　諦めの悪いカチヤは、再び魔法の袋から予備のサーベルを取り出そうとするが、さすがにそれを許すほど俺は甘くはない。

　咄嗟に小さな『ウィンドカッター』を飛ばして、腰に着けていた魔法の袋を切り落とした。

　しゃがんで取ろうとすれば魔法の餌食になるのがわかっているカチヤは動けず、これで彼女は完全に武器を失った。

「降参してほしいな、魔力ももうないだろう？」

　俺には、カチヤの魔力がほぼ尽きたのが簡単にわかった。

　魔力切れで『加速』が使えない以上、もうどうすることもできない。

　彼女の頭上にはいくつかの『ファイヤーボール』が滞空したままであり、もし少しでも動けばカチヤを攻撃する手はずとなっていた。

「くそっ……剣術だけなら……」

「実戦だと、剣術だけ指定なんてできないよな？　残念だけど、そういうことだから」

「降参だ……」

　カチヤが両手を挙げるのと同時に俺の勝ちが決まり、観客席からは多くの歓声があがる。

「魔法で剣を溶かしたぞ」

「色々な魔法が出たな」

「サーベルで切られても、傷一つ負わなかったぞ」

　面白い余興が見られたと、観客席にいるみんなは大満足のようだ。

　今の王都の住民たちからすれば、この手の武芸大会など、ただの暇ひま潰つぶしで娯楽なのであろう。

　貴族や王族が必死に求めた賞品だって、彼らには縁がないものなのだし。

「負けたことがないわけじゃないけど、圧倒的な差を感じるぜ。今までの戦績は伊だ達てじゃないんだな」

「大半が、巻き込まれてとか、頼まれての結果だけど。そうだ」

　俺はカチヤに近づくと、魔法が掠った場所を探してから治癒魔法をかけた。

「放置しておくと痕が残るぞ。せっかく綺麗に生まれたんだから」

「あたいが、綺麗？」

「お世辞じゃなくて客観的に見てな。カチヤがブスなら、世間の女性の大半がブスだろうし」

「あたいが……綺麗……」

　なぜかカチヤが俯うつむいてしまったので、俺は試合を観戦していた陛下に近づいて話しかける。

「陛下、順当に勝ちました」

「久しぶりに面白いものを見たの。あのじゃじゃ馬はバウマイスター伯爵が倒したのだから、そなたが責任を持って娶めとるがいい」

「やっぱり、そうなりますよね……」

　この状況に至って、もはや断るわけにもいかない。

　結局はトンネル利権も、他の貴族に渡して事態が複雑化するよりも、俺が一括して管理した方が安全ということか。

　今になってみると、テレーゼの意見が正しかったとも言える。

　彼女の予言が当たったというわけか。

「ヴェンデリン、妾は予言者ではないぞ。それが一番しっくりくると思っただけじゃ」

　試合を観戦していたテレーゼであったが、さすがは元フィリップ公爵。

　陛下と同じ結論に至ったのだから。

「トンネル警備隊の創設に、上納金代わりの経費負担。当事者が王国とバウマイスター伯爵家だけになったから兵員は半々。王国としては得というわけじゃ」

　ブライヒレーダー辺境伯家が抜け、その分王国が出せる兵員が増えた。経費はバウマイスター伯爵家持ちなので、ポストが増えた分王国側は得をするのだ。隊長は一人だが、中、小隊長以下のポストが増やせるから、暇な王族や貴族の子弟に職を与えられるというわけだ。

　今回、なんの利益もなかった貴族たちからの嫉妬も、王国が盾となってくれることを期待するしかない。

「バウマイスター伯爵、なるべく早くトンネルを開通させないとな」

「はい」

　トンネルという資産は増えたのだが、それに合わせて嫁が増えるという結果に陥ったのは、予想外というか、これも避けられない運命だったのだと俺は思うことにするのであった。





第八話　トンネル開通







「もうすぐ、リーグ大山脈大縦貫トンネルの開通式が始まります！」




　俺がカチヤと戦って勝利してから一週間後、大突貫作業で準備を進めて、トンネルは無事に開通した。

　実はバウマイスター伯爵領側の工事については、ローデリヒの鋭い予想により俺を酷使したことで、武芸大会前に最低限の工事は終わっていた。

　あとは、両出入り口周辺が自然災害で埋まらないよう、土の部分を石やコンクリートで舗装したり、先に出来上がった街道の舗装工事をするだけだ。

　馬車などの待機場、宿泊施設などは、パウル兄さんの領地の建造物と合わせて移築や建設はこれからであった。

　宿泊施設などの整備は当分続くが、それは仕方がないことだ。

　これは引き続き、ローデリヒ、パウル兄さんに任せるとして、ここで急きゅう遽きょ一つ取り急ぎ解決しなければいけない問題が発生した。

『なあ、やっぱりオイレンベルク領側のトンネルは、すべてバウマイスター伯爵家で管理するんだよな？』

『カチヤを倒したのは俺だからな』

　結局、オイレンベルク領はバウマイスター伯爵領に併合されることが決まり、新しいオイレンベルク領については、バウマイスター伯爵家が責任を持って移転先を探すことになった。

　ファイトさんの希望どおり、リーグ大山脈南側の斜面で、マロイモの栽培に適した場所。

　さらに、旧領よりも広い領地を準備しないといけない。

　未開地はなにもないところなので、移転の援助も必要だ。

　あれだけの利権を譲ってもらったのだからそれは当然で、そうでなければ今回の武芸大会で平民たちの笑いのタネになっただけの貴族たちから不満が出てしまうであろう。

『パウルさんにも援助が必要で、ブライヒレーダー辺境伯様への配慮もしなければいけないわけだ』

『そうだな』

　トンネル開通には間に合わなかったが、パウル兄さんの領地では現在、トンネルを利用する人たちが使う宿の建設が進んでいた。だが、あそこはまだ人口も少なく、建設作業に回せる人が少ない。

　これも、うちが人を回して援助していた。

　ブライヒレーダー辺境伯家については、今回トンネル利権を取り損ねてしまった。

　ブライヒレーダー辺境伯自身は、他の貴族たちの嫉妬から逃れられてよかったと思っているようだが、一族や家臣には不満を持つ者も多い。

　そこでブライヒレーダー辺境伯領に配慮し、旧オイレンベルク領にはあまり宿や店を作らないことになった。

　現在、旧オイレンベルク領に接したブライヒレーダー辺境伯領では、宿場町などの建設が進んでいる。

　どうせ旧オイレンベルク領だと、駐屯する王国軍やバウマイスター伯爵家警備隊、およびその家族の住宅なども作ると手狭になってしまう。

　トンネル利用者向けの商売は、ブライヒレーダー辺境伯家に任せた方が効率もいい。

　お互いに幸せになれるから、無用な争いも起こらないであろう。

『なるほど。だから、急ぎヴェルがこの旧オイレンベルク領側の出入り口をわずか一週間後に控えた開通に向けて色々と工事しなければいけないと』

『ローデリヒの奴、鬼だな』

　そう、俺はトンネル開通までの一週間ずっと、旧オイレンベルク領側でトンネル周辺の土砂を取り去り、土砂崩れなどでトンネルが埋まらないように補強を行い、臨時の検問所、馬車の待機場、駐屯する警備隊の住居を建てるための整地などをやってきた。

　……とにかく、懸命に働いた。

『あははっ、まさかこっち側までバウマイスター伯爵領になるとはな』

『笑い事じゃねえ！』

　どうせ旧オイレンベルク領側は他の貴族たちで奪い合うから関係ないと高を括くくっていたら、陛下の裁定でうちのものとなってしまった。

　そうなった以上、トンネル出入り口とその周辺の整備はバウマイスター伯爵家の責任となる。

　そして俺がいるから──『開通まで一週間もあれば十分じゃな』、『左様ですな』、『バウマイスター伯爵には魔法がありますからな』──。

　こんな会話が実際にあったのかは知らないが、絶対、俺がいるからトンネルの開通が早まったんだと思う。

『お館やかた様でしたら、一週間あれば最低限の工事を終えてトンネルも開通可能だと、拙者も信じておりますぞ』

　あとは、ローデリヒか。

　彼は、一秒でも早くトンネルを開通させたがっていたからな。

　魔導飛行船は速いが、高額の運賃がかかる。

　港に到着しても、バウマイスター伯爵領は広いので、そこから馬車を出して各地に荷を運ぶとさらにコストがかかってしまうのだ。

　山越えの方は、どうしても時間がかかってしまうし、あまり多くの人や馬車が動くと、野生動物やワイバーン、飛竜に狙われる危険も増える。その点、トンネルは小規模の商人が新しく商売をするには最適であった。

　ローデリヒもうちに仕官するまで苦労しているので、新しく商売を始めるような零細商人を支援したいのであろう。




「それにしても、予想以上に客が来たな」

「確かに、この数は凄すごい……」

　通行料は片道百セントと定められたが、開通日には多くの商人たちが、馬車に大量の荷を積んで押しかけてきた。

　他にも、旅支度だけの人も多かった。

　きっと、このトンネルを見学に来た観光客なのであろう。

　観光客の存在は予想外だったな。




「開通式の時間です！」




　この世界でも、開通イベントが存在している。

　俺、ブライヒレーダー辺境伯、オイレンベルク卿などが、飾りの付いたナイフでトンネル入り口に張られたリボンを切るのだ。

　こういう光景はニュースでしか見たことがなかったので、自分も参加できてちょっとワクワクしている。

　工事を頑張った甲か斐いはあったのか。

「バウマイスター伯爵領に一番乗りだ！」

「帰りに、バウルブルクでなにを仕入れてこようかな？」

「俺ら、零細商人にも稼ぐ機会ができて万々歳だな」

「トンネル観光もできるから、これは通行量を払っても得だろう」

「ちゃんと警備の人もいるから安全そうだしな」

　リボンが切られるのと同時に、多くの馬車がバウマイスター伯爵領に向けて走り始める。

　トンネルに入っていく人たちの会話を聞くと、なかなかに好評なようだ。

「それはそうでしょう。魔導飛行船よりは時間がかかりますがコストは抑えられる。勿論、山越えとは比べようがありません。大商人以外でも、バウマイスター伯爵領で商売が可能になりました。取引量がぐんと増えますから」

　一緒にテープを切ったブライヒレーダー辺境伯が、トンネル開通の利点を説明した。

　トンネルによりバウマイスター伯爵領の経済は活性化し、トンネルの維持費と用心棒代わりの『王国軍リーグ大山脈大縦貫トンネル警備隊』の経費も通行料で賄えるというわけだ。

「旧オイレンベルク領近くの我が領地も開発が進みますので、我々にも利益があります」

　旧オイレンベルク領に接しているブライヒレーダー辺境伯領は、お世辞にも発展していなかった。

　農村が点在するだけのエリアが、トンネルが近くにできたことにより宿場町建設を含む大規模な開発が始まるのだから。

　トンネルを利用する人たち相手の商売も盛んになり人口も増え、ブライヒレーダー辺境伯家の税収も増えるはず。

　そうなれば、トンネル利権をバウマイスター伯爵家に奪われたことで不満の大きい一族と家臣の反発も解消できるはずだ。

　元『山脈越えの貧乏騎士家』の八男としては、名門ブライヒレーダー辺境伯家との無用な争いは防ぐべきなのだから。

「オイレンベルク家の移転先が見つかったそうで？」

「比較的早く見つかりましたね」

　新しいオイレンベルク領は、すぐに見つかった。

　条件に合う手つかずのリーグ大山脈南側斜面を含む土地というのは、うちの開発途上ぶりを見ればわかると思うが沢山存在している。

　その候補地の中で、比較的人が住んでいる場所に近く、ワイバーンと飛竜の駆除が簡単な場所を見つけて新領地とした。

　マロイモの大量生産に適した山地だとファイトさんも太鼓判を押したので、早速移転を開始している。

　まだ家屋などが不足しているので、ファイトさんと領民たちが徐々に引っ越しながら畑を整備し、すでにマロイモの生産を始めている。

「随分と早いですね」

「ファイトさんの希望なので」

『家はあとでもいいのです！　まずは一日も早くマロイモ畑を作り上げなければ！』

　ファイトさんは、家なんて暫しばらくテント生活でもいいので、早く新しい畑の土を作りたいと言ってきた。

　そこで、バウマイスター騎士爵家の時のように旧オイレンベルク領のマロイモ畑にあった土をすべて新領地に移している。

　どうせ、トンネル出入り口付近の土砂崩れ防止工事や各種施設を作るための工事で削られてしまう土なので、すべて俺が新しいオイレンベルク領へと運んだのだ。

『土は、農業にとって命なのでありがたいです！』

　ファイトさんは、これならすぐにある程度の収穫が望めると喜んでいた。

　どんな財宝よりも土をありがたがる。

　ファイトさんは、生粋のファーマーというわけだ。

「彼からすれば、トンネルの管理よりもマロイモ作りですか。ですが、長い目で見たらそちらの方がオイレンベルク家は生き長らえるかもしれませんね」

「慣れないトンネル管理では、すぐにボロが出て破綻してしまいますか」

「せめてオイレンベルク家が男爵家くらいなら、我々で手助けをしてという選択肢もあったのですが……」

　できもしないことを引き受けて、その結果トンネルの管理に失敗すれば、オイレンベルク家は最悪、王国から改易されてしまう危険もあった。

　実はそれを避けられたオイレンベルク卿とファイトさんは、ただの卑屈な貴族ではなかったのかもしれない。

　まあ……ただ単純に、今まで見たこともない陛下や大貴族に完全にビビっていただけかもしれないけど。




「色々とありましたけど、無事解決してよかったですよ。本当に大変でした」

「ううっ……すまねぇ……」

　ブライヒレーダー辺境伯の発言に反応して、項垂うなだれながら謝る人物がいる。

　結果的にトンネル利権問題を複雑化させてしまったカチヤであった。

　今日の彼女は、オイレンベルク卿のお供なのでドレス姿であった。

　武芸大会までの間、王都にある俺の屋敷に滞在していた時、エリーゼたちがコーディネートして着せていたのでぎこちなさはない。

　元々カチヤは整った容姿をした美少女なので、トンネルの開通式に参加した多くの人たちの注目を集めていた。

　だが、そういうことに慣れていない本人はとても恥ずかしそうにしていた。

「彼女が、勇ましい行動を取ったオイレンベルク卿のご息女か」

「並み居る貴族や王族のご子息たちを、全員撃破していたそうで？」

「私は試合を見ていましたとも。ただ、最後のお相手が悪かったですな」

「バウマイスター伯爵殿であろう。さすがの凄すご腕うで冒険者も、竜殺しには勝てませんか」

「元フィリップ公爵殿に続き、バウマイスター伯爵様の戦利品となったわけですか」












　随分と女性に失礼な言い方に聞こえるが、この世界の人間の認識などこんなものである。

　カチヤも、俺に負けて俺のものになった。

　王国中で、みんなが同じようなことを言っているはずだ。

「おわかりですか？　カチヤさん。もしあの時、あなたが大人しくしていたら、バウマイスター伯爵に負けて、まるで戦利品のような扱いで嫁ぐ必要はなかったのです。自由に冒険者を続けられていたでしょう」

　ブライヒレーダー辺境伯はカチヤに対し、我を通そうとするのはいいが、失敗したら相応のリスクもあるのだと、諭すように言った。

　色々と苦労はさせられたが、ブライヒレーダー辺境伯は人生の先輩としてカチヤに忠告する優しさがあった。

「あたいも、先走りすぎたって反省はしているんだ。でもさ、勝負でバウマイスター伯爵様に負けて嫁ぐことになったけど、結果的にはよかったかなって」

「ほほう、どうしてそう思ったのでしょうか？」

　勝負に負けて俺に嫁がなければいけないのに、それが嫌ではないと言ったカチヤに対し、ブライヒレーダー辺境伯は興味を持ったようだ。

「あたいはこれでも、それなりに有名な冒険者としてやってきたんだ。特にワイバーンと飛竜退治では一ひと角かどの冒険者だと思っている。そんなあたいが、まともに結婚できるかどうか不安もあったからなぁ……」

　女性冒険者、それも凄腕の人は特に結婚が難しいと聞く。

　同じくらい凄腕の男性冒険者と結婚すればいい、という風にはならないのだ。

　彼らからすれば、わざわざ同業者を選ぶ理由がない。

　稼ぎがあるので、いくらでも綺き麗れいでおしとやかでと、条件がいい女性を選べるというのもあった。

「夫婦喧げん嘩かになったら大変そうですね」

「知り合いに、同じくらい実績がある冒険者同士の夫婦がいるけど、夫婦喧嘩になると近所の連中が避難するからなぁ。巻き込まれるかもしれないから」

　ただ、それはレアケース。

　優れた女性冒険者で独り身の人は多く、全員が若いツバメを囲うわけではないのだ。

「バウマイスター伯爵様はあたいに勝ったわけだし、綺麗だって言ってくれたし……」

　と言いながら、顔を赤らめて俯うつむいてしまうカチヤ。

　お世辞ではなかったのだが、本当に彼女は男性に対する免疫がないというか、知人、同業者となら普通に接することができるが、意識すると駄目なんだろうな。

「バウマイスター伯爵も、女性を褒めることができるようになりましたか。それはよかった」

　さすがにそのくらいなら俺だってできるのにブライヒレーダー辺境伯は……なんて思っていると、オイレンベルク卿とファイトさんが挨拶に来た。

「今回の件では、カチヤがご迷惑をかけました」

　不肖の娘がすみませんと頭を下げる二人であったが、今は無事新しい領地でマロイモ栽培を始められたので、その表情はとても穏やかであった。

「これはご丁寧にどうも。お嬢さんのお気持ちはわかるのですがね……」

　本当なら、オイレンベルク家がトンネルを管理するのが筋なのですが……という趣旨でブライヒレーダー辺境伯が言葉を返した。

「私もファイトも、トンネルの管理はちょっとという思いです。農作業の方が好きですから……」

　人間、慣れない、合わないことを家業にすると苦労するものだ。

　だからこの親子は、トンネル利権を譲ることを承諾したのであろう。

「カチヤが、オイレンベルク家のことを真剣に考えてくれていたのはわかっていたんだ。ファイトも、カチヤを嫌っているわけじゃない。これは生き方の問題でな」

「親父……」

「それに、我がオイレンベルク家は農業で確実にゆっくりと繁栄できる。人は食わねば生きていけないのだから。幸いにして、バウマイスター伯爵殿の手助けもあるからな」

「バウマイスター伯爵様が農業の？」

「勿もち論ろん、専門的なことじゃないよ」

　今の時点で知名度は低いが、美お味いしいマロイモの栽培技術を独占しているのだから、それを生かした領地開発を進めればいいのだ。

「サツマイモよりも、マロイモの方が高く売れる。つまり稼げるというわけだ」

　比較的温暖な王国では、サツマイモの栽培とそれを使った産品が名物になっている領地が多い。

　そこに今からオイレンベルク家が参入するのは困難であったが、栽培条件と方法が特殊なマロイモならば、競争相手がいないので十分に商売になる。

「ファイト殿には、質を維持したままマロイモの栽培量を増やしてもらうとして、それで作った加工品の販売も手がけて収入を増やす」

　干しイモ、カリントウ、チップス、イモアメ、酒などを作ってもいいであろう。

　これらの食品はサツマイモで作っている地域が複数あるが、味ではマロイモに到底敵かなわない。

　なにしろ、甘さが圧倒的に違うのだから。

「王都のお菓子屋に材料として卸してもいい。王都で流行すれば、引く手数多あまたになって仕入れ値が上がるから」

「なるほど、そういう商売方法があるのですか」

「トンネル利権の収益の使い道には、新領地の開発や産業育成のアドバイスなどもあります。商人も紹介するので、ご安心を」

　その条件でもバウマイスター伯爵家が圧倒的に利益を得るので、そのくらいは援助しないと申し訳ない。

「ファイトが気合を入れていましたよ。品質の維持は大変ですけど、領地が広がったのでオイレンベルク領の発展に期待が持てると」

「兄貴にも、ちゃんと貴族としてのプライドがあったんだな」

「他の貴族とは少し違うがな。だから、安心してカチヤは嫁に行くといい」

「そういえばそうだった」

「初めて貴族的なことを言わせてもらうが、カチヤがバウマイスター伯爵に嫁がないとうちは色々と大変になるからな」

　援助の中身が減ってしまうので、ちゃんと嫁に行け。

　これは、先に貴族としての誇りが云うん々ぬんと言ったカチヤへの意趣返しかもしれない。

　まさか断らないよな？　と。

「わかったよ」

「以前は帰省した時にお見合いの話をするといつも不機嫌になったのに、どういう心境の変化だ？」

　やはり、オイレンベルク卿は度々カチヤに見合いを進めていたんだな。

　でもこの家の場合、結婚したらオイレンベルク領で暮らさなければならない。

　それが嫌で、カチヤはお見合いを断っていたようだ。

「親父、あたいを圧倒的な強さで倒す男なんて、そういるもんじゃないんだぜ」

「なるほどな」

　やはりカチヤは、戦闘力で他人を計ることが多いようだ。

　俺に負けたから、その奥さんになっても構わないというのだから。

「冒険者の男ってのは、一定数を除いてしょうもない奴らばかりだからな。その点、冒険者兼業でもバウマイスター伯爵様は紳士だから」

「俺が紳士ねぇ……」

　どうにも紳士の基準がわからないが、カチヤがそう思っているのだから問題はないのか。

「カチヤは綺麗なのだから、大人しくしていればもっと早く嫁げたと告げたと思うのだけど……大人しいカチヤはカチヤじゃないか」

「兄貴、それはねえぜ」

「マルタもそう言っていたからね」

「夫婦して酷ひどいな」

　ファイトさんとカチヤが、お互いに気安い会話をするくらいまでに関係が修復したのはよかったと思う。




「先日は、コロシアムにおいて不作法な剣をお見せしまして……」

　次に挨拶に来たのは、陛下がその将来を心配していた甥おいのグイード様であった。

　彼は王族なのだから俺にぞんざいな口を利いても一向に構わないのに、随分と丁寧な口調で話しかけてきた。

　こういうところを、陛下も気に入っているのであろう。

「昨日より警備隊隊長の任についておりますが、大きなトラブルは発生しておりません。トーマス殿との連絡も密にしております」

　結局、トンネルを警備する王国軍の責任者はグイード様に決まった。

　彼は陛下より法衣子爵に任じられ、このトンネルを警備する隊長職を世襲できるようになったのだ。

　任地が遠方なため、トンネルの警備員たちは家族と一緒にここに住まなければならない。

　そのため、グイード様に一家を立ち上げさせて世襲職にしたようだ。

　あまり反対も出なかったらしい。

　なぜなら、唯一グイード様だけがカチヤと長時間戦えており、そのおかげで辛うじて面目を保てた面もあったからだ。

　他の貴族の子弟たちが、平民に罵倒されるほどお話にならなかったのに比べればというわけだ。

「まあ納得というか」

　カチヤは、それほど才能はないが真面目に剣の鍛錬を重ねているグイード様を評価していた。

　自分より強くなくても、そういう真面目な男性は悪くないと思っているみたいだ。

「とはいえ、私もまだまだなので、これからも精進しなければなりません」

　グイード様は王弟殿下の子供だと聞いているが、母親の身分が低く、しかも四男だそうだ。

　そのため行き先がなくて軍で捨すて扶ぶ持ちを与えられている状態であったが、本人は決して腐らずに剣の稽古に励んでいた。

　今、その成果が出たというわけだ。

「まだ宿舎も完成していないので暫くはテント暮らしですが、一年もすれば隊員も家族を呼び寄せられるでしょう」

　トンネル開通が最優先なので、警備隊員はまだ急ぎ建てた小屋やテントで寝泊まりしていた。

　だが、じきに宿舎も完成するはずで、もう少し我慢すれば家族と一緒に住めるはずだ。

「宿舎の建設は急いでいるのですが、こればかりはどうしても時間がかかってしまいます。完成したらしたでグイード様も大変でしょう」

　トンネルの利権はバウマイスター伯爵家に奪われてしまったが、グイード様はトンネルを警備する職務を世襲可能な貴族になった。

　当然貴族たちが考えるのは、自分の娘をグイード様に嫁がせることだ。

　この世界は、いつもこんな感じだな。

「お見合いの話も多いのでは？」

「ないとはいいませんが、すべて断りましたので」

　グイード様はブライヒレーダー辺境伯に見合い話はすべて断ったと軽く答えたが、果たしてそんなことが可能なのか？

「婚約者がいらっしゃるのですか？」

「ええまあ、そんなところでして」

　いくらいらない王族扱いをされていたとしても、グイード様は王族。

　婚約者くらいいても当然か。

「幼おさな馴な染じみなのですが、こんな私でもいいと言ってくれる女性がおりまして……」

　ちょっと恥ずかしげではあるが、グイード様は嬉うれしそうに婚約者の話を始めた。

　陛下の甥なのに、母親の身分のせいで昔から扱いが悪かったグイード様。

　それでも彼は、目をかけてくれる陛下のために決して腐らず、真面目に日々の生活を送っていた。

　そんな日々の中で唯一まともに接してくれたのは、ポイス子爵家の次女のみであったそうだ。

　他の王族からはほとんど無視されている彼の、唯一の理解者というわけだ。

「もし自分が独り立ちできたら結婚しようと。カーヤも待っていてくれたようで……」

「それはおめでとうございます」

「それはよかったですね、おめでとうございます」

　と、表面上はブライヒレーダー辺境伯に続いてお祝いの言葉を述べた俺であったが……。

　出たよ、また再び出てしまった。

　幼馴染が結婚を約束して、それが実現してしまう。

　先のファイトさんに続き、再び俺のトラウマを刺激する敵の登場である。

　というか、グイード様は全然不遇じゃないと思うな。

　結局、警備隊隊長になれて、結婚を約束した幼馴染と婚約しているのだから。

「へえ、純愛だね。あたいでも羨うらやましくなるぜ」

「陛下にもお認めいただけましたので、私はこれからも頑張ってカーヤを幸せにしていこうと思います。暫くは会えませんが、彼女は結婚の準備で奔走してくれているようなので」

　どうやら陛下も、自分の甥には甘いらしい。

　いや、ああいう立場の甥だからこそ、好きな者同士で結婚するのを認めてあげようと思ったのか？

　しかし、なぜか無性に腹が立ってきた。

　エリーゼたちはいい奥さんだと思うが、それとは関係なしに感じてしまう理不尽なまでの怒りとでもいうべきか。

「（どうして俺の周りには、幼馴染と結婚とか、そんな羨ましいことを実現している人ばかりなの？）」

　まさか陛下の決定に文句を言うわけにもいかず、俺の心の中は、次第に嫉妬の炎で埋め尽くされようとしていた。

「（クソっ！　俺って実は幼馴染すらいないじゃないか！）」

　バウマイスター騎士爵家で生活していた頃、俺には異性の幼馴染なんて……というか、エルに出会うまで同性の友人すらいなかった。

　幼い頃のヴェンデリンも、エーリッヒ兄さん以外とはあまり話さなかったようで、同年代の友人は受け継いでいない。

　いや、子供の頃の俺は、未開地の自然のみが唯一の友だったのだ。

　うん、客観的に見て寂しい奴だな。

　俺は。

　前世も……駄目だ。

　また、いくら思い出しても異性の幼馴染なんていない……。

　男ばかりじゃないか！

「トンネルもつつがなく開通し、じきに警備体制も完璧に整うでしょうし、宿舎や町の建設も進んでトンネルの両出入り口付近は賑にぎやかになりますよ。いやあ、本当によかった」

　最後にブライヒレーダー辺境伯が総評して、ようやくトンネル騒動も無事に解決となった。

　幼馴染二重コンボで俺の心はちょっと傷ついたのだが、それは早く屋敷に戻ってアマーリエ義ね姉えさんに慰めてもらうことにしようと思う。




　こうしてトンネルは開通し、結果的に俺の嫁がもう一人増えたのであった。





巻末おまけ　メイドの午後、王都屋敷滞在編







「私とドミニク姉さんが指名ですか？」

「はい、すぐに支度しなさい」




　急きゅう遽きょ、私とドミニク姉さんは、王都にあるバウマイスター伯爵邸に移動することになりました。

　なんでも、例のトンネルの件に関わった貴族のご令嬢を王都の屋敷で預かるそうで、急ぎ人手が必要になったというわけです。

　ドミニク姉さんはエリーゼ様の幼おさな馴な染じみで、私はエルヴィン様の側室候補。

　立場的に考えて、指名されてもおかしくないですが。

「これから王都まで移動ですか。時間がかかりますね」

「安心しなさい。お館やかた様の魔法ですぐに移動できますから」

　ああ、そうか。

　急ぎの呼び出しだから、魔導飛行船で移動していたら間に合わないから、お館様が得意の魔法で運んでくれるわけですね。

「移動は一瞬ですが、その前に私たちは必要なものを纏まとめておかなければならないのです」

「わかりました」

　とはいえ、大半の必要なものは王都で購入すればいいわけで、私たちの準備はすぐに終わってしまいました。

「じゃあ、行こうか」

　迎えにきたお館様に声をかけられましたが、とても気さくな方です。

　生まれついての大貴族様ではないというのが大きいのでしょうが。

「じゃあ、行くよ」

「「よろしくお願いします」」

　と答えてから一秒と経たたず、私たちはバウルブルクにある館の中庭から、王都にある屋敷の庭へと移動していました。

「凄すごいですね、ドミニク姉さん」

　『瞬間移動』でしたか、実際に経験するとその凄さに驚くばかりです。




「実家に帰省する時、あの魔法で送ってもらえたら便利ですね」

「ふんっ！」

　お館様と別れ、王都屋敷にあるメイド専用の部屋で荷を解ほどきながらこう言ったら、またもドニク姉さんからゲンコツが……これはいつ食らっても痛いです……。

「王国全体で数十名の魔法使いしか使えない貴重な魔法を、レーアの帰省に使うわけがないでしょうが！」

「冗談ですよ」

「レーアの場合、本当にお願いしそうだから困るのです」

「ううっ……さすがにそんなことはしませんよ」

　チャンスがあったらわからないけど。

「あっ、そうでした！　久々のゲンコツで、十歳の頃に出会った初恋の男性の顔が……」

「本当に忘れてしまいましたか？」

　ドミニク姉さんが心配そうな顔で私を見ます。

　初恋ともなると、同じ女性として悪いと思ったのでしょうか？

「考えてみたら、十歳の頃に初恋していませんでした」

　だって、私がその年齢の頃、周囲にはオジサンとガキしかいませんでしたし。

　私、年下と同年代の男性は好みじゃないので。

「ふんっ！」

「痛いですぅ……先週のお休みに、期間限定で行われた洋菓子店『ブレーブナー』のケーキ食べ放題に出かけた幸せの記憶が……」

「忘れていないではないですか！　というか、どうしてそういう情報を黙っていたのです？」

「ドミニク姉さんのお休みと合わなかったのと、ドミニク姉さんの旦那さん、甘い物が苦手じゃないですか。お子さんもいるし」

　こう見えて、ドミニク姉さんは既婚で生まれたばかりの赤ん坊もいますからね。

　普段は他のメイドたちに面倒を見てもらっていますけど、お休みの日くらいはねぇ。

　家族団らんの時って、私は必要だと思うのですよ。

「私は忙しいですが、事前にわかっていれば時間くらい作ります。次からは必ず教えてください。わかりましたね？」

「はい」

　随分と話が脱線してしまいましたが、私とドミニク姉さんは王都屋敷でお館様たちとお客様の世話をすることになったのです。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「毎日毎日よく飽きもしないで来ますね」

「本人たちなりに必死なのですよ」




　ドミニク姉さんと二人、庭で洗濯物を干しているのですが、屋敷の外には多くの貴族様が集まっていました。

　なんでも、お館様が預かっているカチヤ様にアピールするためだとか。

　楽器を弾きながら歌ったり、踊ったり、詩を詠んだり、絵を描いている人もいますね。

　カチヤ様の絵でしょうか？

　そんなことをしてなんになるんだとか思わなくもないですが、今のところはなにか害があるわけでもなく、お館様の命令で放置だそうですが。

「とはいえ、おかげでお館様たちも武芸大会まで外出できませんから」

　そういえば、数日前から買い物は私たちの担当になりました。

　エリーゼ様たちが外で買い物をしていると、あの人たちが絡んできてうるさいからだそうで。

　私たちだと、まったく関係ないので完全に無視でしたが。

「それにしても、下手な歌や踊りですね」

「レーア、相手は一応貴族様なのです。聞こえる悪口はいけません」

「わかりました」

「それが原因で、お館様に抗議してくるかもしれないのですから。『お前のメイドが自分に無礼を働いたので、お詫わびにカチヤ殿に会わせろ』という危険もなくはないので」

　なるほど、外の方々はかなり切羽詰まっているわけですね。

「武芸大会が終わるまで、我々は黙々と仕事をしていればいいのです。余計なことをしてはいけません」

「わかりました」

　せっかくエルヴィン様とも近い場所にいるのに、外の連中のせいで王都デートにも行けません。

　そろそろ私もそういうのに誘ってほしいのですが、ハルカ様ですら外出できないのでデートしていませんからね。

「残念です。せっかく新しいメイド服なのに……」

「メイド服となんの関係があるのですか？」

「そこは、このお館様が支給してくれた新しいメイド服ですよ。既婚子持ちのドミニク姉さんには支給されていませんけど、若い私にはよく似合っているのでエルヴィン様も私に大興奮。『レーア、今日は綺き麗れいだね』、『ありがとうございます、エルヴィン様』、『本当に綺麗だ、レーア』、『ああっ、いけません！　エルヴィン様！　私たちは、まだ正式に婚約すらしていないのに！』、『レーアが魅力的で我慢できないんだ！』、『いけません！』なんて感じで。私も一応抵抗するフリはするんですけど、もしそういうことになっても責任を取ってもらうということで。あれ？　どうかしましたか？　ドミニク姉さん？」

　ドミニク姉さん、どうして私をそんな可哀かわい想そうな人を見るような目で？

「レーア、あそこを見なさい」

「はい？」

　ドミニク姉さんに言われて外にいる貴族様たちを見ると、なんと彼らも私を可哀想な子を見るような目で。

「（ええっ！　どうして？　あの人たちの歌や踊りの方が酷ひどいのに！）」

「（彼らから見れば、レーアの方が酷いのでしょうね）」

　そんなぁ……。

　私よりも、あの人たちの方がよっぽど酷いというのに！

　それに私は、早くエルヴィン様と結婚を前提としておつき合いをしたいと願うピュアな少女なのですから。

「とにかく、エルヴィン様もお忙しいのです。余計な邪魔はしないように」

「わかりました」




　せっかくの王都滞在だったのに、結局一度もエルヴィン様とデートできないまま、バウルブルクに戻ることになってしまいました。




　ああ、私はいつ正式にエルヴィン様の婚約者になれるのでしょうか？
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